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まえゲ

本報きをは林米ﾡﾡが林野汗ヒの番任物)2よっ て炎ﾡしそい 

ろて林生産の地ﾡﾡ使J z次ナろ研究のうち、玄ﾡ県込おけろﾡ 

教林県の初査ﾡ炎収係したひのぞある . また二の研ﾡは濃本*ﾡ 

技ﾡ会教の主委研究禄費ぞあろ「資※本業2戻ナみ研突」にも財建 

所ﾡYして関係していみめぞ、 採周教や研ﾡ方法につ"てはこの 

所区 と共型すろ部ﾡが多い-

本報告者はﾡﾡﾡ本めﾡﾡがら三部2研= そ いみが. 内おﾡ 

救は大く=ﾡ2今割以未ろ. ダー祝くﾡ一今預)z収ﾡ)ごは、本 

研究の課ﾡと方法ならが2な高派2おゆみ資条林茶ﾡﾡめﾡ在そ西 

らか)zすろ レボー トそはじめとして. ﾡ全体スは数灯め舞ﾡ芝ﾡ② 

徳承交比験検ﾡすみ如さ、総お的報き名ﾡしていろ- 二ねこ対し 

こ#=あく3=. ﾡ=分母>ごは. き々が行った?っのﾡ狂地め部 

査報也がそ 初 る調査地 ごとに 係て いみ. そのうち、 =分 

ﾡにちいてはの中北部の栄書スはスざと ノ キのクﾡ材本及南の可 

他地予、 三かﾡごはアカマ ツ本ﾡ共ﾡ予を 至 と してRﾡった報き 

変まYめて いろ。

ﾡ※本求の矢ﾡをﾡらかこ之服は、研ﾡの研ﾡﾡY、対 

た カ 比域性 た上 っ て統一するこYめ 西なほ どる浜火すみぞあろら.

き々ゐをく の査ﾡち勤頁 してﾡ戸宏や共 ぶﾡを京始 とたが 

千ﾡ通の まこま 0のっかない報ききヒなってしまっﾡ。えるこL)こ 
は当初からﾡﾡの就-ルを々らラよ りは、 個ﾡ)zよ ってﾡの市 

2持たせみ こ とをとく z歳数して\せいるあみが. したがって 

そめためて、 故ﾡz一ﾡした報やﾡをﾡ女すろこと)2よ ってﾡを 

ら そぞめレオボートをﾡ立めめの2Rﾡった「論文ﾡ形 

共Zした. また単なろ矢ﾡ在)2ﾡ始ナみことめないよろZ、ﾡ書 

光別のﾡ宅)2おいて . 未スだけﾡﾡのﾡ声2冬を注い ﾡっ% 

めごあみ- しかし研的)てる気令的に%考いう々の研ブルーて 

は、未然な放栗 しかあげられなかったのげ こめレボートめ内意が 

系し乙\ろﾡり ごめる. A後めﾡ い 納 叱正 を 妨型 ナ ス .



ﾡ り& こク研 死の花 )そかめ ら ぬ夕ﾡと勿ﾡ助 主認っ た林専 

所ﾡ宅みﾡ涙じ め課受念位 .な sﾡ林務初長はじめ祝ﾡ名位、 

ズ芝めお部項る位や町村. 条きのき求2アくﾡ礼上げる

尚*真炎田らかこナろ上て ﾡ文ﾡの執玉有を初迷してなく。
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ォ/量 同題 —— 課題と援ﾡ

正ﾡな続計故ﾡは /98o ﾡの業セ ンサスの集計徒票によ って は 

じめて明らかにご れる のてある が, 現左 判明している中同気計の結 

票によつても全国<ク2万ﾡ家ﾡのっって のター～万内外は山林を 

有している選家てあると見られている。 ヌ関林ﾡ統計部査師て行な 

っている 「逮家そ 者調香- の 調登農 家<〜ナ のうち. ¥数以上の 

ae "尸 か山林所行看である。 この調査は平ボ村地帯の花辛が高 

いから . 山部をもふく めた全皮条を対象にすればさ ら に山共ﾡ有 

ﾡ家Fは高ま ると椎測される。

さ う に/ヲす$ 調査の時長策基本請査によ れば地 方 别山林所有 

遂平 はの通りになっている、

ﾡ ヒ 奥愛 ヒ座 東山 ﾡ海 教 中回 m 国 九ポ 計

所有巣 安数 
全国雇 う女

ス 3ラ3 $26 449 44s 422 628 "4o

この数ﾡは子のﾡ甲によって定した実落ごとに行つ尽家館査 

結果を集計したものてある。 あとて示すごとく, 吾々の本年友の広 

鼻 県 の 瞬 査 から では, 何れの調査集落においても. 山林前有ﾡ家ﾡ 

指度のものよ り増加しているのて本部は石干ﾡ少数を示して 

るかも知れない。 次に上表の比ﾡを味落店層別にみれ ば, 次表の 

ごとく こなつている。

善階層 平地営村 夏山村 山 ﾡ 源 社 合 計

山林 P 有ﾡ家 2. 2 ☆2 ク2.7 z。 ラ 382 "e,o

このことから 一見, 山林と因係がﾡこうな平地ﾡ村においてすら 

f 程良の度 ながム林を所有している ことにな つている。

とにかく, 農象の1林所有は, 池ﾡにかかわらす, かなり広ﾡ且 

f歯的分布を示していることが知られる。 ところで. 終家に所有さ

ている呼は, 或いはﾡ家の係音林となったり. 或 いに 農 東や 飯 

に資材を供ﾡしたりして農宏生活上いろいろにﾡわれているもの 

てあるけれとも, ﾡ有着数の全体がまだはつさりﾡされているい 

位て あるから, 具体的な利用や生ﾡの内窓やM有山林のﾡ造などは



ラんと事例的, 部分的にかまれて いるにすさないと云てよい.

一ﾡに民有林は回有林に比べて 主産力が低い と云われている. こ 

の判定には内寄にわたつて 検 計 すれば, 具ﾡがあるかもしれないが 

生産力の一 つの基ﾡになって いる赤林の報面ﾡあたり の奇積を部 

ﾡの精友を無視して比教すると, 確かにﾡ有ﾡの万が長ﾡ本の店以 

上も多くなっている。 したがって生定力を, 土地当りに見た短期的 

なr木材の咲給能力という風にﾡすれば, ﾡ源として単位面積当 リ国 

有林の ダ程度しか有していない民有林のそ営は, 今後木材供給看 

としてのﾡ桂を維神するため大きく 改きされるのﾡ性がおるにちか 

いない。 森林計画制ﾡ, 造林補助制ﾡ, 林菜様研普及制度 公有株 

に肉する諸ﾡ. 森林組合の抜にﾡする同ﾡﾡでさらに最近遠林 

ﾡ業基本向選て大さく 家り 上られる うになつこﾡﾡ経惨的林業 

の植に対する公造的諸ﾡ案な と氏有本行区。至営に岡する# 改」 

の課惑に この 点、にかな り 大きく 実 約 これて いる と 見てよいの て に 

なかろか。抵本pスぞいう 才送所 期 主 このよ ラ z 生ﾡ加※ か ら 

の2把えろこヒにはﾡﾡグあるてちがいない。 Lかい妖 ﾡが 主 ま か 

ら外みめざこ こては将えぶっ否※していろものごはないこンた 

断っ ておく・氏 有林茶征芝一そク大京を長 多 林茶の占 め る - のと 

こを, とのよっな方ﾡで改答してゆけば, その生逢カヨリ新くな 

るか という こと.を知る こ とは氏有政を効票的に椎ﾡしてく 上の 

大きな支えとなるにちがいない。 そのためにはﾡ家林業の実ﾡが 

えられていなければならない. しかも, その把えられ方としては, 

単なる法的, 理ﾡ的力法にとどまらす, そ営し, 労けする小生ﾡ 

者と しての 費民の林*生産を訪かす F愛因コ に即して正えら れ,ﾡ 

理されておかねばならない. ﾡ々の行う実ﾡ調査のねらいの主 部 

分がそ こにある.

しからば', 政栗客体てある農民やﾡ家林業に. 動的, 改話的要回 

か著契として認められるてあろちか. われわれは, はす, ﾡ地改革 

なのﾡﾡそ済の雄造交化に迫目 しなけれぼならない. 1林所有着< 

あるﾡ家は 概して旧度地々主であつた場合がタく, かれらは嵐地

-7.-
ﾡ放の純果. 主な現全収入ﾡであつた小作地そﾡんど夫つた- その 

ため, 以然的に解放の対験外におかれた竹有林地に対して, 所科依 

存度 を高め,首はめつたに山の木を代らなかつた 上層 官資ﾡをの中 

には, 戦後ぼ塚頻及 を高めさる を得なくなっ ているも のがr多く な 

っている- そのﾡ票 破らほ最流たび型なる戻にも送えうるよう 

な林茶生産の組織"林分のﾡﾡを真剣にﾡえ ごるをﾡない立場にE 
こまれているとﾡられるのてある.

以上は旧ﾡ地地主をめぐるﾡ件表化の一例である. •ら］ニー箴 的 

には. 漢地改ﾡ か“農業 の そ済的発及 をもたらしつつあるが。 それは 

奏ス の建造 として,商呈化の地大とﾡ幼に対する労幼手段の比T
上とにあらわれる- いわぼ ※業そ営が資本主低そ済社会の中 

にﾡ融する側面が増え, それ自体, ﾡ本主べ化される送ﾡそたどり 

つ っあると見られるのてあおる- そのよっな資業王営の近代化ほ程に 

.. いて 所督山林はそ営の子済的安全弁とか, ﾡ営の発展の受因と 

ハとして, ﾡ業子営ﾡのにその自己保険的救能キ営資本の自己 

形成的城能が開認敬される。 これはヨ始的ポ 業 從 腹 的な 版 能 の 下 で 

R り 級われていた「嵐甲林 的な視念からの脱良し て, 新次そ済的 

そ営的な城能がしとめられる「ﾡ家株業 へ の展 同 して いる措果と

ら れる- 現 枉ノ び 丁来 ② 反有林 政 はこ のよ うなMﾡ - そ営主体 

の 切実な要請をわされているのである。

［述の/専をとりま*主体的な条件の変化——恋求秋菜への動軻 

改き的緊因としての ― と共に, それを支える林業官体のﾡ化にも 

省目しなけれはならない。 それは一吉にしてうえは, ﾡなの林業そ 

ャ 界 の戻 同である.

そ の資接的要因のォーには, 戦後の涙米を担う木材の雨要増加て 

おり, それはﾡﾡ材ﾡ要と共に工業原料として のバル フ・材 ・要にも 

新しい・ その神票は木材価格の相対的ﾡ責となつてあらわれ 林業 

生産の領域の拡大と栄的化に作用した。 さらに, 三の傾向を, W後 

み ﾡ係抜ﾡの発こが促進し ている。 小規桜林地を対象に ァ る林 

*生産も新く そﾡ的に成立する可 ﾡ性 が, これによって与えられて
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系たとみられる。 *2の要因として, 資源の維特・保ﾡ, 災き傾 

といったﾡ点からてされる保化霊助 森林計画 造林助ﾡ々の諸 

政ﾡのﾡ果がある。 これ らは オ/の 要因 と 相 拂 つて,林業生産の領

の本大と失約化に推進的作用を及ぼしている。以上2ﾡの 一 求 

茶生ﾡにﾡすつﾡの烈化は一桜林賞そ巻は勿論, 浸教林すの生産 

にも作用しているのてある。ﾡ正とくに緊ﾡなだ家による益林市ﾡ 

の世ﾡぼ, このこ とを戻は的にうらすけるものてある-

上の誌ﾡﾡは, い ろいろなﾡ条林ﾡの所向ﾡがあることを吾 

々に数える。 その中のﾡも大さなものとして番々は次のものを指ﾡ 

しよう・ﾡﾡみ文に濃ﾡそ済の中で 峯なる「土セ所右ヌは「株 

野生ﾡの収ﾡ→ とい つえ段階から, 産業の一分岐としての林*生 

ﾡの様相をﾡ次型し つっあるというそ済ﾡ属の見地からの誤ﾡ設 

である。 震ﾡ杯業の飛展のすを孫しし. その主体的客休的条付を

い虫すと う仕市が. この課理からすれは, ャノになさははら 

ない事となる。 どのようG地域て, とのうな階アの, とのよう

形ﾡの夏家ﾡ業が, 発展 の 担い手 で あり, ヌその祖いたりうる 

のか・ そ以外のそ営で!は. とのょっな矢件が発展のために欠除し 

て い ろのか- とい つた課ﾡがその昇的な内容になるにちがいない. 

吾々の研究は 上の課ﾡに対して, 夫態調査 を もって具は 的に爲 

近しっとするものてある。 そ ごて組われている研ﾡの同ﾡ点はL 
たがつて次の里りﾡ約さ れる。

(/) ビそ済の形侍地式林茶の生産細織. さらにはﾡ字の所ﾡ 

騒や林野の所有規ﾡなどの相ﾡにより, 藤ﾡ林業の系林常を々 

産 技 術 の 内容 が どの よ っにﾡ化するか。

(2) ﾡ系林業がﾡそ済やﾡ家子 済の中で, とのような置愛さて血 

置し てい るか。

(3) 営昼形族ゃ生活水準の相異がとのよ っな林野旅存の力をす る 

か .

©) ﾡ家林求を発戻させろ枚布釣 そ済的ﾡ件は何か。

上述のような課ﾡにﾡえるため, 君々は ﾡ泉林紫のを燃ﾡに

作用するとﾡられる就要因に着目して地ﾡを区分し, か かる系件 要 

因の形能ざとにﾡﾡ林業の経営構造を実能顔査をもつてﾡﾡし 貴 

水林業の発展と釜.件との資係を追求しようと意回しているものであ 

ろ。 、

本記の詳組な論正は F農ほ林茶肝ﾡﾡ料☆ ノ集 ノ9よ9年 纟 月 

研ﾡ課題とﾡ査お法 を参照されたい.

調査の手順として. 農業そ営ﾡ造のや域的差翼に益目して. ます 

調査所究の地区 を次の /。 地区に区分した。

/ 北海道地区

2 ﾡ日本地区

3 ﾡ北太平子洋地区

・ 関県地区

$ 東地区

6 家ﾡ地区

7 山ﾡ地区

ふ 瀬戸内地区

ラ 九州地区

/。 商な地区

本レポー ト で述べるものはﾡ戸内地区の代表果てある広島示の浜 

*林業の実ﾡでうる.

;; すﾡ初に番々は既往の利用し うる調査資料にもとずい て調去地 

Iてある 瀬月 内地区と広爲県の概重 を, 更家林業の条件 的性 と し 

<握した。 た, ﾡう. 演英及び私行林業の諾統けを4って, 本 

ﾡにおける戻家株共の子備的ﾡ泉を行い, 以下の君々の調査の足が 

かりをもとのた。 (ャ2年)

オ2章

研ﾡ井 条の予ﾡ的把握 —— 既の統先計ﾡ料によ る 分荷
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オ/ﾡ 源戸内地区の送ﾡ子ぎ擬ゐ

香々の調を所究においては. 広島景はﾡ戸内調査地区(矢率, 岡 

山, 立島. 山ロ, 大分. 委場, 香川寺のﾡ戸内ﾡに面しているﾡ点 

采をもつてﾡ式している) の代表県として送定したものてある。 し 

たがつて, すォーにﾡア内地域が, 吾々の研ﾡ主ﾡに対して と 

の「つな光政的病性をもつているか, といっことそﾡらかにしてお 

かなければせらない・ その次に調ﾡ果である広な島県のそれを明らか 

Iにす る のが方である。

番 々 が研 の手順としてますﾡ査区を区分したのは, ﾡ々の研ﾡ 

名体てあるﾡ家林*生煙に影響を与える生産諸条件のうら, ※まの 

営すそ営造の地性に落目したことによろ. そは, 震 無林工• 

かなりの程度※家の強、替によ って 建つな 縊 資 を 呈示 すると い方 

仮ミの上にロつている。その詳論は, 「営家林炎ﾡ兄済料ァ,集) 

研完部選と評ﾡ方法-にゆ丁る。 とにかく, 日本における農条林* 

の全ﾡを知るため, ﾡほ林業生産が頑的に営まれているて Fろら 

と仮定さる地長 - ﾡ々のいっ調査区 —— を設定し, その-つが 

瀬戸内地区であるわけてある。 召々 に次ﾡで戻岡するごとく 以上 の 

仮ﾡを, 請査飛内の地区々分にも用している。

ﾡ戸 内ﾡ減のﾡ別のそ き種遠 - したがつて濃ﾡ林英 の 家 代 区 

予とし ての農条そ答ﾡ浅の地域性を示せぼ次の通り である.

/ 立地系件 内ﾡに思し, ム地は花ﾡﾡでﾡ成された準平原で 

地ﾡを呈するところが多い。 河川は長大なものく, 大面ﾡ 

野もそしい・ しかし小平野は名河川下ﾡに多く, 山岡地光の金地 

とともにﾡﾡ地となつている- 畑よりも水田が多く, 沿盗ﾡで 

* 部 ては階段畑が申けてい る。気候に基限, 冬期 の 旗:ョ置を 

山同 部 以外 は レ く,項期ﾡ風の被ﾡも比ﾡ的い。 沿岸部の雨 

量はヒくに少く, 年向200wつt 以下のところがあつて, 河 

川 の短少と相ま って, ﾡ概用水に沼池に依存するせ域が多 くな 

つている. ス水田は秋落がはげしく, 傾ﾡ畑と共に土地改良の 

同題が多く有している。
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2 ﾡ営様式と 妊営規ﾡ

一般に水田委営が早越し ぼかに若干の采材そ営がある. 自給 

ﾡ業比ﾡはム地を除いて一紋に公く, 水田 そ ﾡ てはﾡ作が収入 の 

短 源 を形成している. 県樹ﾡ営はﾡ岸島店部に多く, 和島地 

田山平野等か代表的である- これらのそ営の外に中国山地には和 

牛の飼ﾡかあり, 巣業ﾡ営上大さいウェイ トを占めている。なお 

この地域は内地府示で最もﾡﾡの少いとこ ろである.

至 ﾡ 規ﾡ は全国に比し,概してﾡ細で, /ナ当り$へ。反サの 

村地そ営規ﾡのものが多い. とくに島ﾡはミ組てある- (4云歩 

円 卜

工地利 甲

水田は地区全ﾡにわたり三毛作田が多く, 急 岸平 野 で 口木 田 の 

so%以上がニモ作田て, 吾国でもとくに水田利甲幸の高い地方 

である。 ﾡ作の主なものは友 商及びﾡ束てある。 とくに画は岡 

一 福山1向に多く, 当地の特産物を形成している。岸平野で 

は深表々小ﾡが多く. 山商金地では大長がうい・

=はほﾡ, 富部と内唯都とては利用状え異る- 内陸部の覧 

ゅほ労力の大都分を水田に走さ, には甘諾, 表類, 豆類, 自条 

扉ﾡ系をﾡする程ﾡて利用戻に仮い、 これに反し 沼来, 負 

部では河中のそ営である の て 仮地 は 勿論山験 む雷 境畑 と して 

あますところなく利用されている。 ここに票樹の外に甘ﾡ 表が 

s :救培されている。 果樹でほみかんが最も夕く ぶヒっ, なし. 

ももなヒがこにっ ブく-

又この外こ の地域に は, 余由ﾡ は つ か, オリー フ, 花元 こ 

くにく あい, 大京等々の特雇旨が特殊地域に起されている。

x 生産手段 •

水田そ営においては, ﾡ力, ﾡﾡ力としに用している農家が 

みく とくに希川が進んでいる。 力は牛が大部分て, 馬は僅か

部分にすきない。 費業ﾡ械の震用では, 田1暴興味, ﾡ田西村 

の 内殊地域かある。
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s 圣営集約度

•岳作物の第入が多く, 工地利用が高く 機版の使用の多い 

本地ﾡては, 当然のこととして, ﾡ営集的ﾡも全回的に高い地方 

に序っている。 但し, 耕反当粗収入は全国平均の25%高とな 

っているか, 炭式従事回 数 パ 日き度業ﾡ収入は全回に比し 

%にすさす, ・回に比して土生ﾡ性にﾡいが, 仲生産性のﾡ 

い 桜英 が営まれていろことが示される。 ヌ土地生起性はこは海 

岸光方にﾡしてﾡく 山同地方にはかなり伝くなつているのか一 

紙 的 傾向 で ある。

上のよっに, 瀬戸内ﾡ域は古くから同さ九, 人ロがﾡﾡで文 

ヒの 理友も 高く ,.近ﾡ光区 とすら ん て, いわ は日本のﾡﾡ地ﾡ とa 
える～ しかしながら, この よ う なひらけた所首, ﾡア内ﾡ沿洋地ﾡ 

だけて 内ﾡ地ﾡに入るにっれて, 地形, 気候 交通条ﾡの方ﾡ 

こにり, 同ﾡはおくれ 低いﾡの水野そ営とﾡﾡな和牛生ﾡとが 

徳びついた後ﾡ的そ済ﾡ営形態を示してい る。 ここにかでり顕看な 

地ﾡ性をみ とめろ ことかできるのて あろ。

以上のﾡ戸 内地ﾡの及来の特項については 主 として河出ﾡ方刊 

「日本ﾡ型新大示 3 ﾡ潟産笑工 ﾡ辺・井将 盛葉地被 .に 

よつた

き た, 昭 和 2と 年反調査におけ るﾡ家ﾡﾡの地武的ﾡ徴をﾡ 民 

は次のよ つに記法している.

ﾡ戸内ﾡ区は全体として凄業所ﾡは耕地反当では比ﾡ的ろいか, 

自条労ィ/ 日分ては歌的少く て, 幾 業 所 都 が 比 軟 的 低い 地区； 父 

している- またﾡ区内調査ﾡ家八平均値てIは. ふ/反の耕地がﾡ 

され, ﾡ樹および水田の比字がﾡ区同では土峡的海い。属業を営衣 

てほ缶料ﾡ (ヒくに特ﾡm ) ・ 肥料ﾡ・ およびﾡ防物ﾡの配分を相 

対的に重視しており, 耕地反当そ営ﾡはかなり多く 自条労クの料 

地み3投下長は派も多い. ﾡ業ﾡ益ではﾡ樹・ 表作・ﾡぁ, 

よび工芸作収入の地位を相対的にあのて おワ. 受金収人制合は ﾡ区 

内でば中位にあるか ﾡ地反当 粗瞑春 はかなりみい。ﾡ業計がば お

-13- 
地反当ではかなり多いか, 自家労幼/日分てはかなウッく, 自家ポ 

ﾡ考/へ分てはかなり少くなつている。

炭 卜収ス入 に お (7 る便給手 当 収入の 創 合 でほ 比 較的高い のが特ﾡ て 

あり. ﾡ外所得ﾡ合が最も高くて,ﾡ家所科に与族/人分てはﾡ区 

ては中収に, 税引所ﾡの暴族/人分てはややヌくなっている。 ほ 

計書ては受金支ﾡ割合がかなり高く. 家/人分もかなり多くて 

み所ﾡのﾡが相対的にﾡく, また, 学教本ﾡ責(とくに特徴的)

艦食呂責 ♦修卷送 斐・ 資およ ひ 畴好品 費 の 割合は整 区 向 こ は优 較 

ﾡ高い方である。 経済余刻に耕地反当てやマタく 家族/人 分 では 

ママ くなっている。

はお, ここて現状を説5する甲ﾡとして, 検計項目がノ/ﾡ区同 

:あるものを「最む多(ﾡ)く-, *2〜オミ位のものて 

1 「ク はりっく 高) -く ナ"〜よ位のものては 「や、$(高)く

&位のものてに 「漢こ向て中にあり 」 ワ〜8位のもの 

ペ・リ(ﾡ) く- ャ9～/2位のものては「かなり少( 

) ナ/ノ位のものでは「最もレ(低) い→と している- 

ﾡ統所ワの'.和3o./ お井正 ﾡ象至済におけるせ 

向 お ; 嗜量向の迫ﾡ
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2-/表 源、戸内地帯の経営様式と経営規ﾡ

ゝ
ﾡ ﾡ収入源別泰 割 合 (全ﾡﾡ =ノ2o 昭822)

自 給 ﾡ 4E
収入

ﾡ 4E
坂 入

流 系
ス 入

平 才
ス 入

ﾡﾡ夏/ 
条/条

因山L平野 /C6 7 み : ・ 久/

佐 e 池方 フク? 64ラ o9 o./
き ﾡだ 力 2く 4 75 $ os as
山金 2テ 2 4ラ/ 2 / Q2

ﾡ地方 2フ2 ク4、2 o
言野子川下流 ノオク 5/2 o Q2 o/
ﾡ 流 44ラ 2 23.0 /e/ /3 Q3 “4

看川 字 野 /み 4 $ラテ /夕7 o/ 22
松山 平野 2 クジ % o/ 2.3 o6 a/
ﾡF 内島テ ノス4 く4 ス2 0 o
宇和九部 33. 4 3ク クコ 82
宇佐平野 27/ 7ク3 Q2 ○2 /7
大分地方 シ2.グ チラs o2 Q2 os s

(注) / E本地理新大系 3 P8/ オタ4 我

ﾡ家/ア当 

新比面禮 

(昭25)
裏号/F当 
リd型

2.2夕

←./
～ダ フ.7

/o ク.7
3? ふ.2

?.3
/ニタ ☆/

4s $/
«4 63

o 〜.4
厶/ 22

ノムク 内

&?

2-2表 型户内理区 の廣葉生起水準

景 郡
研地/町歩当 
農鳥fi収入

真家/ア当
要業ﾡ収入

函 1 E ス 2.34e /s"o

・
天 島 /. 7ク2 3o
郡 a 2,860 2,4/o
ス 米 8$o /
形 田 2 イ oso

な a 佐 伯 27 723
豊 田 4 320 29
世 ﾡ 732 7se

山 ・H S 数 ク23 ～ シゞs
ﾡ 島 板野 o ～/70

京 油 775
仲 多 凄 < ク82 バ /e2
木 田 4 s75 ◇ミ22

パ 7$o /«/2
索字和 ノノS* 922

X 分 字 佐 /ノ/S ル22
大 分 ノ220 / //2

合回平均 ルクすJ 425o

昭和/ち 年 全国礙読会認杰「市町ボ坂受」

D算
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2-3表 ﾡア内地帯の経営条約ﾡ

系月内E
ラ地反きﾡ*入 23o oo /8,300

・ 所 ﾡ /7460 /82
送ﾡ社事日数/日 当簷菜也収入 263 3 o8

・ 所 得 a" 23
羽 地 / P 当女ﾡ夕へ / 22823 88 S

(注) / ミ本地ﾡ新大系3 Pふレ オら2表

2-4 羽戸内地ﾡの音力,城ﾡ使用状ﾡとえﾡ(邸25. 注界

夕 用 * 対 (全農う= 2o) 便同 したﾡﾡ(

徒 甲
せ ガ

ﾡ カ
の み

放 被
の み

室 力
の み

牛 底

因山平野 /み 47 みs, o 7ふo /?3
佐地万 / 7 タム 2 ムク; 2 27
吉 数地 方 フ.4 34 73.夕 $-4.0 57
洋山金光 2 / 3 夕 o « 632 ラ3 a ss
世ﾡ地方 /• 7 2 o/ 93.o 89 ○
吉野川下流 $s /ノ7 /6 2 クフ 22e

中流 ク. 2 &2 タ/.〃 テ/o ス"

香川平野 / / oe ○ ?6$ っe
松ム平野 ハ3 みo6 クフ /フ4 96$ s
源/内島1字 2み2 .4 タク、ク 294 26.8 4/
寺 和 :ヒ部 $ ダ 22 ムギ /? /o
守左平野 /S 3クタ ○ 6os 3Q2 6ラo
大分地う ふ/ a / 22 28 & s/ 3 222

(注) 日本地理新大系き Pふ女 ﾡ$9表

セン スによる )

合及家を/eと してそ、 
それを収用しﾡ 家割 合 ノ

硬 力 石 油

発切桜

$o2 «9.8 6oo
◇〜2 386

2? &ハ/ /ク←

? ク $e.6
$-2.7 s22

o/ < ハ 2./
os 3ハ〜 67ク

o/ 9 s-o. 7
ふテ ?.3

ノ火テ $ワ7
况夕 2/2
a3 6o%

—
/. 7 _&クS
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ャ2埼 広島ﾡ造の特ﾡ

13 し バこ

安を三部「〔才 /ベﾡ(だ林 • ns • 水ﾡﾡ

* , ﾡ並ﾡ, 土木 ﾡﾡ業, ﾡ気ゲス茶)及びォ3
ヌ. ヨ & 笛 * , T - に ス 米 . 務その他)に

-こ へ 円 型 弟 らみ な•

今 型 牙/次産業 ・ オ2次産茶 *3次産*

A 42%> 3sクS

B 〜○%ン 3o%S 2ケー3$%
C o%> 22- 3o% sケ%s
0 な2> 20-3。% 2$-3 s
E ク○-5$% 22 -ミ○%

F 4◇-←$% 2o 一3◇% っテ -3テ%

G 22 -3。% 2S %
H ◇2-$$% 2。% 2$-3%

1 $s 22.-3o%
J sよ%S 20%> 2$-5$
K s-今 % ・ 2◇%> 2 s夕>

(注) 日太地翌新大系 P/6 オ/ク表

今想することによって検討する. その場合 それそれのﾡ策部向に 

配分さ れた人ロ や座用 なら びにﾡの水率と それらの長期的な号 

を全国のそれヒを対することによつて, ﾡﾡ営成の神ﾡを明ら 

かにする。 その次に, 吾々の主要研究ﾡであるﾡﾡ及び林業のﾡ

アにて監

4 A系」

を改めのて記述するこ とにしよう・

列項型 (引

所 昼 配 道•府 県

羽 和ロ 2$ 年 昭和5ﾡ
東京 神奈川. ﾡ知 大阪 ﾡ京, 京郡, 大阪.

福岡,昜知.

ア , 神奈", 雇.

ヒ ﾡ 邈 ・ 山 :コ、

無 民.

福 n 瞬馬 汚ェ, 新 北海 直,.番山, E川 ﾡ井

す ﾡ 山, 万川 ﾡ井 岐室, 能 岡, 三ェ 和歌山. な島.

m岡 三 E ﾡ. 和歌山 山口. 佐賀, 長, 番川

田 山 , 陵虐, 佐を賀 長崎:香

1 U 1

支早

宮 数 干※ 山契, 長野. A 栃*, 滋賀, 不タ

取 熊、本 大分, 徒あ ,

ﾡ児島

膏•秣, ﾡ. 島沢. *森. 営城. 〒乗. 亀島ﾡ木

当 手, 伙 田. 茨城, 高別, 室 送手, 秋田, 山形,福島. 群

馬. 茨城, 汚王, 新す, u梨

長野, 鳥取. 島根, 同山 受

場 高知 大分 宮 崎, 鹿児島.



-20-
ヨやのﾡ系州みのは, 三本の支的 地理的特ﾡ, 就中, ﾡ 

浜の食因と, ﾡﾡ人ゴの存左に.規ﾡされる面が多いが。 その中ても 

広島界は次のごとき諸々の希ﾡ桂を室示している.

(/) 舌通人ロの宏及は ユ*7 ( 全 室 二c) ミ全国平均よ りも若干ボ 

いのにすさないが, 研地当ﾡﾡは2.2/(/4〜3)で, 会固的 

にもかな り高い部ﾡに入る。

(フ) 界人□そ人的産*種芝からみてﾡ型化すは, 当祭はC型に 

ﾡし, ﾡ京, 神奈川. 大p, 兵啣,福岡. 京郡手と並んて, 大 

都市泉的選型に所思している. 昭和夕ﾡのそれと対すれば 

和市景化の傾句がんていることが判明する. (2一5表)

(3) ()(つ)のよっに本ﾡ人口ﾡ度も高く, 人ゴの雇菜ﾡみの度合 

も高い部ﾡのﾡに所ﾡしているのてはあるか, ーカ, 飛氏所神 

水ギは全国平向よりもい結果となつている(2一/図). こ 

れは 本景彦業の低水ﾡとくに工の有校的ﾡ成ﾡのﾡいこと 

を示している。 ナなルち. ﾡ一く)て→ば. 本の/» 

当ﾡ産全国ﾡの フ«%z ざﾡﾡ右数会図のスよ5 
人z対して スタ x 人 と若千つな位)2なっ そいろ.

ﾡ民方み*と住地人□宏ﾡとの喫図来 (昭.フα)

-6表 広具における工素生産ﾡ及び工»規株 (昭2夕

工場 数 %o 坟帽 %。 従炳数④ %o /エ9当 

生差額 2 /工3当 
分のス6

/eoe /夕27/ /22o 332$2% ノ200 /3な3 /o0

ジo3/ 28 3oo 2/0 927ダ 2スよ 92e/ 2 2u6

() 日本地理新大系 2 P20シ オ今ﾡ

() (2)= お い て ふ れた産業求炭 の函去 20年向における友動をさ ら 

に 詳ﾡにみれは* 2一7表の通りで, 本県 はオ/次彦 業が戒 し. 

ャ2次, オラ次ﾡ業増加しているﾡの型に通レ そのﾡ加孝は 

っ/～2$%のランクに入る。 それらのことから, 本ﾡは新次ﾡ 

業景から属しつフあるﾡ向るよみ とることは来るが そのテ 

>ポといい, 高ﾡ化の*ﾡといい, 決してﾡい方ではないとみら 

れる。

-7衣 府秀示別ﾡ業ﾡ成及ﾡと人日ﾡ加室との戻型

「、ヘロ地加率 
海やぶ 
空空独当 _

2○%以下 2/〜25% 26 ～3o% 3ノ ～ %0% «/〜e% /%以上

A InI 
(ニパー)

東 京 高 広

ﾡ 弟

索ﾡ本 

兵

北室

神茶川

B 正 面 
(-/(中〕 ﾡ 山

新 ﾡ

(全 型ゝ

岩手,萩百 
才六。ﾡ知
三 差回

〒 ﾡ

C F <面

バー()
滋 ﾡ

福 島

ﾡ 夏

呑 川

翼 宮 ﾡ

琦 三

0エ口m
((+)(コ)

天 ﾡ 福 〒 ﾡ函

E Im
()/→()

京 邪 高 平 広 影

II面

)(( )

支 野 
和歌山

高 ﾡ 広 ﾡ

三 川

ﾡ点

G LIII 
(+)(一)(→

高 to

人ロﾡ加率は肥和今と$年の回考協査能甲による。 全屋平均 

はユラ %.

日本地理新大系2(河喜方)さ 2。 P ノラ2 . オラ表-

s 以メ上のﾡを所得ﾡ計によつてみれ は 梁ﾡ/人当 )の生ﾡ所
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ﾡに肥和・2年て 9//46 円となり. 全国水率の9ラ? %をテし 

ﾡの昭和25き時よりは かなり着しく上ﾡしていることが 

認めらる。 ヌこの同においても前のﾡ業列人口配分の成と 

同じ4向が居同し, 所得成においてもャノ次雇業の奉化( 

2?% ～ /a% ゝァ2次, ﾡ3次産業の高字化(それそれ32 
%～ 38% /%～ ・火%)が目立っていろ。 又 生ﾡ得 

と令記得とを対比すれば, 前着が/タ ﾡ田ﾡﾡしていることか 

ら, ﾡ外への若干のﾡ示がみられる.

2-8衰 景内ﾡ成比生ﾡ所得 (昭和

() (/) ﾡ囲広島ﾡ統計年鑑 /9$8年 P2$$,2$8

9 更 昭和27年 28年 29年
/総 額 /22.2 /202
2*ノ次産業 フ/ 222 ノタ7

/み. ノe. S・/
% 表*み奈須末 2 /
s ﾡ英スび水ﾡﾡ覆賞 ハオ 一 e
e*2次雇業 ・ノタ マコ7 352

※ 22 o2 22
み運設業 $.o 2
今裂並* 2 62
◇*ミ次雇業 «3す «Ss "久ノ

// 御ﾡ及、び小売業 ? /3一
ノ2 金ﾡ, 保険及び不助起業 ふ.合 42
/3 (内> 自家消書用 住居 (o5) (oの)

/ 運輸通信その他の公益事集 ss /o.2 /ヘの

/5サービス* 23 ノ24 /2
ノ6公 新 s2 s8

(/) 広島界表の「昭和3年ﾡ民所ﾡ報官→ こよると, 本黒 

の最の所事は次のﾡり 要約される。若干のﾡ複はあるがう 

申する. (同音pノ3)

-23-
(i) 景内生差所相は全国水準に及ん だ.

の *コ次産業の立にﾡ加した.

め オ3次産業は/次産業の伸長より低ﾡである. ヒくに林英 

ﾡﾡのぎ大は着 しいく ﾡ年にし 火ふ女%増) , 一ﾡ水ﾡ求は 

若干減 して いろ (3%の減), ﾡ業ﾡの成浜字は9%てあ 

ろ ・

(り) 製度業は前年に比し, 292%増大し ﾡ及得体及の支柱

とさフている-

22～3 2年ゝ具 株計誤 ( 労仲生産性は才2次逢業が最高

・○年 ・/年 3 2年 そ示し, ャノ次 ャ3次逢食のる

/ooo /220 /200 の3、3倍. ハ«倍てある.

20* / / » (7 ﾡ近しく伸及している製造業に

/&* ノダ. ス /マ. 焦点を合すと, 本果ては, 次のごと

25 4 «.ダ き地域的待性がみらる-

/3 X 4 スス 前の 工業の資本の有ﾡ的ボ成の

323 4< Jか/ *#と, 工集のﾡ成型とを戻tし

22 めて, その発展段噛を山ると. 次浜

4s <、/ のごとく , 本飛はャ2段声にあるこ

32 ラペ3 ぷ とが示される。 そのタィフ。としては

<73 «スマ " / 会重 炭域工業が支配的な工英の項

/&4o x$ /e心 成型でおる。 とくに最近ては*ノ次

42 火ノ 公属製止業, 輸用設然製並業, が

(oラ <2～) < o. &) ラスス び主 石製ﾡ製道業なら び化

/3 /2< 学工業の伸晨が若しい。これに反し

20 〜< て, お油及び月求ﾡ吉業"該革及び
・2 1 4< 皮革製品製造*は, かなり滅少して

才/37の 2 いる。 製おスび木製品工業も最は

生ﾡが波少し ているずﾡに入つてい

ろ・ (米政概妥P/夕?〜/98)
※ﾡ別成を 李業片数でみれは, 食# お績, 木な及木製
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話ゲタ< ﾡ右必くみろと 鈴送戸が番 ﾡうﾡ 食料品, 化学 

み※となつていろ。ヌ製党民能出奇額てみると, ・送用林ﾡ 食 

料認, と学 熊の夕となつている。 (ネ2一 2)
ス本祭の工英を逆ﾡ列にみると. 広年考にﾡう友島, 矣, 大 

の三下とﾡ伯 安芸耶をもつてﾡ成されるﾡ部工繁地帯と三ﾡ

・-2 ※禄別だﾡ

(昭和29年)

是登, 松永, 混山, 戸中・ 

口島のら市と ・. 沼孫 

安. デ品の"郡てﾡ成

される鬼部工ﾡだ帯とか あ 

る。 郡てはﾡ絶で登表 

木展客ﾡﾡ公落がとくにす 

く, ﾡ送用税ﾡ t甲は 

ほ部にﾡ中して いる.

() 祭政ﾡ要 P/タ9

2-9表 工英求成の光ﾡ的ﾡ型と有校的ﾡ成

王**成型 郡断紹
有本5 
及成

ﾡ立次ﾡ熟 

人ロ

• 工場子ﾡ生達 
ﾡ全回対

東 京 /?6 s o /◇7
* 大法 ハノ4 Q ・ :

合工ま翌 神奈川

f 津

$、/o
2.2 /

sos
s /2

2一 0
2ノ2

福 問

山 日

$87
2.$3

a ラ

っ ノ7
25 ? 
ノ0

階
紡織 工*型 愛 知

三 T

/oo
o87

・2火

■2 e
9 s ；

_2ク ー:

化学紡織•幾林里 /?7 /? s 2

ャ
補 島

富山

ハ33
97

?
2 2.2

7 3
___ノ$2

左エ*型 倉 手 /?み /s./ s3
金通・様ﾡ 交 振 2/ 7 /ハ4 6 /

段
府 王

立 s
os6
//6

/ ss
2 /2

?
7«

階
長 崎 ハ3« 2 /o 4s
ﾡ 木 /、/ナ ノクく __s4

負計製般 北る並 ○.«7 ラ /
才

移 百 o36 コノ? /27
取 製材止ず今重型 室 滅 ◇ 7 ノハ2 _____巨2
階

の

総 ﾡ

化 学

群 馬

岐 ﾡ

o*P
2$テ

/?8
23・7

$o
4 9

食 料
石 川 o./ 7 2 38 e ラ

型
ﾡ 井

京 都

ムクタ

2ハ3
/ 9ワ

2く
/o

& s
和歌山 o48 222 ss
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三本地理新大系 Pっの$ ャ28委

有機的 不工次ﾡ 工場平主産易
エﾡ量成型 都戸景名:

ﾡ成 英人ロ生 全 固対

田 山 1 Q4ク ユ。4く 9 2
愛 a 1 2.52 20.2 //

o6o /う ク e
宮 崎 2Z ノエ./ 7 N

製材 ・ ル 得 条 1 2?« ?/ & 2
全*型 秋 田 2夕 ノ3.2

ム P os a /ク7 ・ 7
王 委 232 2 s9
山 梨 o*s / a./ 2か

左求工業型
ナ ネ • ○.2 6 /クo / /

看 ハ ○.22 //6 7 2
会 料

— 得 宮 2.3o / $.8 /
装 材

高 ﾡ 2$o /3、3 $ 7
納 報

段 X 阪 oシ 7 ノコ/ sッ

高 根 ク.2 ノ3、o
商 佐 ﾡ 270 /9ク

天 分 o63 /3、2
産ﾡ島 ○/e み 2 3s 1

オ3ﾡ 広島示震業の精ﾡ

ノ ﾡては源ア内地滞の営ﾡ条件とその雄ﾡについて同単に触れ 

たので, 本ﾡでほ, 本県ﾡ業に焦点を合せ その特ﾡを列記するこ 

とにしょ ラ.

() 嵐 家

(;) ノア当後営料せ面ﾡはよ/アールて 全国平の60%にす 

さず 全国的にみてﾡ細規ﾡの界に 所重 す る。

() ﾡ業凝家ほそのうちて2ふ%, ヌ*2ﾡﾡ素がそのうちのタク

-27-
%も占めていて, ﾡ業化のﾡ向は全団平均よりもﾡくでいる。

2)立 地

() 気候は采内において地武ﾡが香しく, 年平均気星はノo〜 

/と② 年降水量は ～200～26002みのﾡがある-

() 地ﾡは花ﾡﾡが広く分布し, 地力侵ﾡヶ酒しく, 生 産 力 が'低 

い。

の 林野辛か74%て 全国子よりも/○るもﾡく 平野にそ 

し< 山向丘段地域 か9 い -

6y) 沿ﾡ地減にﾡ場とも交ﾡにめぐまれ, 和Tが石けているが, 

内ﾡは不な地域が多い-

() ﾡ系類型別にみると 全国平均にべてﾡ村がﾡしく多く 

且っその中でも動ラ君の多い集ﾡのウェイ トの高いことが目 

っている。 ム片に入る朱ﾡぼ全画平均と路等しい比辛そ占めて 

いる。 ( ャターく 表 >

(レ) ﾡ産市場は, ﾡスにぼ小市場しか存左しないかし 県 沖 太布 

場とのけいは容易てある、

a) 費用地

() 耕地72は水田て 全国平均より/7%もﾡく *希作 

のウエイ トは高いが 水田の$テ%はﾡ水不度 甲水不足によ 

る一毛作田である。

( 地は恐岸, ﾡ地域においてﾡ要性をますが, 内陸地活て 

は自給的に利用 されているにすさない。

の ﾡ地の$7%か念傾斜地で, 山向の小団地が多い、

けり 山向部ては広大な革地かﾡ存している。

ゆ ﾡ業生ﾡ

() 耕地利用率は/ケ女%て 全国平均よりも$%低い.

の) 作竹面積中に占める穏の割合は«で, 全置平均よりと 

%も高い。

() F物の単位面当り坂愛は 同ﾡ針地ﾡの不京環ﾡﾡ地か

多いため, 一ﾡに低く *ﾡのアール当収ﾡは3と K で 全
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国平りやらい～

(iv) ﾡ殊ﾡ産物ほ非矢団てはあるが 較的多い。 それらさと 

くにﾡﾡ, 島部て巨っている。

(レ) ノ戸リの守ﾡ比位ほの77 て全国平均よりないか, /a 
当)の単位数は /レ9て全墜子均よもﾡさい。山同部てほ単 

地利 甲とﾡびついたに和中圭ﾡがかなり行なわれている-乳中の 

や入辛は全回子均の4o %にすもすい-

( 城想のﾡ入卒に全要平方値と大差はない-

(s) 彦 家 唯 済

() ﾡ系従有の所幕ﾡ受を「記3和 ヨの愛み王済師査を報吉 て

示Tと ャター/7 浜の産り である-

2-10表 地ﾡだ*の企点呉目

地再名 t即そ今営 *地ﾡ 包内

(/) ﾡ冷多雨 芝ﾡ である. (/) 大小の色だ

十
② 山休牧野に定まれ, 同ﾡの余地が ﾡてある.

や
あ る - () ﾡ地はﾡし

() 一毛作百が?く重要な和中の生ﾡ の 飼育かう い、

地ﾡてある. (3) ﾡﾡ林の司

才上
« ﾡ業経営方式は単ﾡである。 がうい。

(x) 濃家の経 首

才たし て単代て

(ク 工 曲改友特に新地の 武田 化によ る (/) かんがい

祀 利用字の向上並びにﾡﾡ. » る米返の生

) 牧野の改民地によるﾡ産の用発. () 山林ﾡ地 ©

の (s) 寒冷地業去の確立と特殊属産物の 理化.

重 尊入。 (3) 畑 比 の な 烫

点 () ﾡ高林一体の風業経裕の確. () 水田ﾡ 作 つ

(走) (/ 景政ﾡ要 (広島ﾡ) PノC/ 昭和25～30年
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( ・査農家の平からすれは 当景ては, 全ﾡ果のそれと 

べて, 逮業所ﾡはﾡ干低いが ﾡ卜所ﾡが著しく大さく, ﾡ局 

農ﾡ所御店. 全府ﾡよりも活干部くなつている、又 家計 賣も 若 

千ﾡい詰票を示している.

の しかし, メ上は, サムフ・ル具字として,相対的にﾡ組規ﾡﾡ 

条の割合がき具てほ高い こ とからっのﾡ栗てあって, これ を 基* 

ﾡﾡ芦層別に示すと. ﾡ業所ﾡ. ﾡ条所ﾡ守殆んとの項巨が全 

府票よ り もかなり 高く なってい ること が、知られる.

w) とくに, ホ 媒 で は典 外 師得 の彦 家所狙 に 対する 比重 ならび'に 

対器とも大き いのは注巨すべきてある- 長客林*ﾡにっい 

ては断てふる、

ﾡﾡ地 島 4チ8堂巣業地帯

でる, 主要 なﾡ地 の 漫ほ条雨地帝てある。

) 地形地索上土ﾡは浸ﾡをミけ見く

<少 い が 和宇スび乳中 ほに秋落地帯も多い・

) 型的でﾡ殊夏点物地帯でみり

成によ るム地 利 甲の余地 王地利用宰は高い か 出力 の消耗か

だしい。

規# は 比 ﾡ的 大きい か, ゆ) ﾡ営規撲小ごいか 共的を営地

5 ろ ・ ﾡでふろ.

<手*並 みに攻荷改塔 2 ( ぶ生の保合とﾡ甲林のﾡ成。

ﾡ強. P) 材士ﾡﾡと ﾡ地通作の改ﾡ.

改長による有ﾡ営まの合 (s) 特産物生産の安ﾡの奇産の改良ﾡ

廻・

利用に よ るﾡ産物の当ﾡ。 w) 商度枚ﾡのﾡに よる朱ﾡ委営の

, 確立。
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(6) ﾡﾡ楽属の同題点

() 次ﾡで詳論する如く 営立だおよび決業経旨形態の地域ﾡ 

が六きくス前りの通り, ﾡ作規校にﾡ細て決業演塚がタく, ﾡ 

してそ送の集3海はﾡく ない.

の そのたのにほ, ﾡ芝の外交的広大化 - 円堀の地展 —— とま 

営の条的化とにまたね ぼな らないが, それには地域天 件 に よ り 

かなり具体的ﾡﾡ方向か相ﾡして< る

-31-
( 景のﾡ政程当着の方針によれは> 南都地帯(恐岸島い)はﾡ 

殊髪雇物の殺培そ中に, 中北地帝 ( 該山岡部) は多査(和 

〒の生産鋼下及び乳牛の導入) を中じに, それそれのﾡﾡ的規

ﾡにおいて増殖し, 士地利甲そ高友化することを目論んでいる。

(残地ﾡ浜業のﾡ点浜目を参照)

*2l1表 能 世 ﾡ 欲、. ﾡ 家 数,

年次スい飛 震家教
ﾡ 数

昭和○年

全 団

(/)
/2324300

$2200

(2)
② ○シ39/よ

/53840

(3)
82フ74900
2ノ2020

4シs44600
4o34202 •

(主) / 総せ数,ﾡ人□は/0月/日ﾡな, 震> 人口 -

2 昭和30の命世せﾡ故, ﾡ人ゴぼ田ﾡ調査のノ% 

ヘロド権時ﾡ業基本 ﾡを "柚 出虫開 をのﾡ果救

S 統世高ﾡは普ﾡ世帯のみて準世ﾡを令まない。管 

の笑ま ○または独立 して住居をﾡﾡする着といっ.

4 3次ﾡ林ﾡ統計表 昭和3つ年 pu

2-12表

(注)/ 専業ﾡ客とは逆帝ﾡ中に自家浩業メ外の仕ﾡ で 入を得 て

年次あ

-び府ﾡ
株 数

業

ォノ ﾡﾡ業

昭和30 年 (/) ( (3) () (5)
会 国 4043 クノ 3 /2$34o 3937$5 227ダ$ク0 /4ど295s ノ

(/o2o) 々父») ( o0o) < s25) (42.2)
本 島 /み38*0 $9/5 /3ジ325 クらc○$ $ 2-20

比ヒ (/oQ2) (225) (/222) (25) 42ク

い るものケノ人もいないﾡﾡをいい, ﾡﾡ終ﾡとは世常ﾡ:

ロお びﾡ人 口

□ 条 ス

女 数 勇 女

(ノ

4528300
イ//デムレ

⑷
34☆6877$

9sg4ro

«か

/7229520
タケ"" S

(s
/&5夕785よ

K423
戸 /日現在の数字である-

由ﾡ計によるﾡﾡの概ﾡである。 ﾡ条

2に$信したものてある-

通せと は住雇 と生計そ共にして いる人

::: 中に自 家遺業以メ外の4事て収ス入 を得ている ものがいろﾡす を 

い っ。

オノﾡ米英農条とほ, 慶賞を空とする泱家を いい, *2糧

*業家とは, 選茶を磁とする衰ほをい>-

昭和3o 年の数字は ﾡﾡﾡの純緊ﾡ字る単統に午信 

したものてある。

ラ ()は 注ﾡ である .
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-32 一

2-13表 6 作 •小作 别 農 家 故

三 K
• ﾡ 別 2 数 自 年 自作兼小作 入 作

/夕s$
会 星 6.2xララ

/8 テo
/クタ35$
ノタ2ケ2二

/ 3453夕$

__34テ20

フ み $ パ

s335

-----------------

23ラ/so

__245
資 : ﾡ林右統計部衝部ﾡ林航 3

»33次炭林石統計素 pと 3衣

2-14表 さ 当ﾡ 戸 ﾡ 承 ら祭引

年 交
県___別 総 数 ふ戻未満 ス»上

3 反
へ/町

/町

「F町

/ ヲチ

全 ぶ

な 島

(/)
oヶ2.9ラ
/53み2

(つ)
や-----

2◇4
e /タけ

(3)
ー ・ ー/

s3 QS

(o
/ み995so

$4soo

c)
--- ---

($夕24
2ユ ク8。

ﾡ 料 : 活林A 統計調査部ﾡ林ﾡ計 課

*33次ﾡ林為ﾡけ計ﾡ P7 "表

2-15 経 営 到 地 面 ﾡ 広

総 数 3反未満 ふ及以上 s 反
～/町

/ 町 

へ/町

/9$←
全 国

広 劇

(/ 
6034575 
/テ3 ど7$

(2)
、 ーー

(3)
?

32 7

()

イ ク746よ

g3 レフ0Z

(s'—"—w—
イ844ラ

/894s
23イ 

$883o
(注) 農林省統計 洞査部展 株統計課

* 印 そ付けた数字 は設 差条が大 さ い から使用の 除注意 &ﾡす.

*ミ3次ﾡ林名統計表 ps $表

家 殺

町

～2町

2町

～ミ 町

3 町
へ $

$- 町
～ /2町

o 町上

(2)
——*

/2870

(7) .. (s) (ララ (o)-
1 $25442$ 

/<<-2

〜2町

ラ 町

～3町
s 町
～$町

S 町
1- /○町

/2町工

(2)
___ 一

*
2322

(7) _(5) (9) 7o)Y --
3s208$-
*sos- ..............-!---------------

-- -.---

2-16表 類 型 5] ﾡ 落 数

集 型 全 国 % 広 島 %
株 /ら 280 $.24?
平 地 ク37火6 $2 2223 ノP
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2-I6 類型別ﾡ

-34-

集 落 顆 型 全 国 % 広 島 %
み作百 昌 漢 荒 /イ/" s / 一

商 奏 的農 集 2534 7 7? /
その他の向品ﾡ惑* っ4*4 / /e8 2
自M6業ﾡ 424 < 7? /
勤為の多いﾡ率 2423 /ワ 7 ノ“

表山# &7402 3二 3, 7ぷ6 6s
若作替空屋集 < 2シ / / / c4 2
方 $ 的 展 望 55oo 3/ o
< &旨品 部3 だ 料 /32?5 2 7 /6
6#的&* 7?o/ s
・奇の多 いﾡ※ ノタ ?65 /3 .248 3く

小 林 /sク2 s バ パ r
泄 林 «き49

f ハ s ク〇 2
用 拓 壊 書 : 2 2 4s /—

ﾡ林右ﾡ計ﾡ査部 ﾡ家そﾡ館査報告害(昭和ヨ2ﾡより)

2-17支_________ 2 安 _____ 経 ﾡ 決 単

◇3H 
全府系

り 末 ﾡ
宏 旦 全ﾡ果

〜2町

広 島

Qs～ 
全府具

○町
広 あ

ﾡ *所得 

差 外 Pﾡ 
ﾡ 阪 所神 

税みIPG 7 
家t計ﾡ 

そネ余W

$o7 
236,236 
257743 
26 26/P 
249227
27レ$3

$$34? 
306705 
»$ん25す 

s3o*ク 

27&228
$s s2/

884$3 
ユノ②2ク 

298670 
27み/ク

23/90 
/24$3

/eら 2S 
234/65 
3z2$72 
323ク24 
2タリククク

49?シク

/ク$22?
/oS22 
sos$s/ 
28%ク/? 

3oの
o /9

/2z 200 
/8$&7e 
58e572 
3$7ク4/ 
334832
28227

(注) ① 総為 計ﾡは次のり。 /

得 = 濃得 T 卜得。

動収入)-ほあ計責。 こ

() は全府果をノ○oとした

ﾡ 業所得= 武米料収法 -

« 税引1ﾡ=意条所神- 

こては, 可烈分ﾡは上 

広島ﾡの率を示す。

括 表

o ～ 4S 町 /一 つ、の由- 平
金府県

両

ﾡ 島全府巣 広 島 全ﾡ具 広 年

2827/ 25ジ45o 389 ok8 /2 7夕2 ノSラ/28 / $e S9o
タラ k70 «56/8 52220 /$2o/ ノZ33/ っ230/x

37 /sよ 32246 と2 s3a ✓ $26 693 33く 37 2ok
%2 s/ 28339 +72夕// s/。 9ク2 3se み2/

*9 クo* 4ノ2 ユ/ / «/s 754 <$7448 ヨバ ? 220 3/270/
2/ 2uf 2o8o 3o/83 2ラ243 /2/2« 3422
夏業社営貴. 2 ﾡ外所得=ﾡ外 ポ入一農 卜支A. 3 濃ぁ所

ﾡ税公課認負. 済余ﾡ= 可処分所 ( 税引所ﾡ+

しなかた-
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2-3ロ オ野 な島景の森ならびに英のﾡ色

さ
・ダ

全国平内反当 eモ生叁演 ?76よ戸
全子均 /ス当合生生ﾡ/らと25円 

n 1/S0

部

•ヽ

/の2• 2O

ク

I$O

"o

/3O

宏 •今

. ク2 
。

な.5""ペ /2e /e /42
・警

//ク

-37-

o

引 き:き。
ず...

方別及当スびﾡﾡ / 人当ﾡ生ﾡ額( 敬) 国表 

全国平均はﾡ生産ﾡの全国計をﾡ 家常住人ロスの耕ﾡ面ﾡﾡて 

・ったものてある。

(/) 立 地

本果の地号は一欲に北面に確起し, 前次更南に低下 し, 北部- 

ﾡは山ﾡ置量としてムﾡﾡの分水ﾡをなし, その支脈内 海走し 

て大小ﾡ数の島をﾡ戸内ﾡに現し ている.

はﾡねデ国ﾡと中央ﾡ地に源を発するものと 三大別でき 

北示してヨ本ﾡに注ぐ 川と南流し てﾡア 内遼に流入す

る大日川を除ヨ 何れ の 河川 も 比較的流路 力、短く,従つって大なる 

= ﾡ 州も飛達 せ干子 野に そしい。 ス逆形としては当層導造が速 

て 7起平尿が選しくﾡ達し 山地か※ﾡまて亡まつているとこ 

みか多 い・ 中国山1隊にﾡつては三の会地かﾡ田にﾡつており

-- 7同 か楽迎している、

ﾡ岩は花営浩, 花送班倉, 石英 在岩 の ところが大 的 分で,この 

三看の面ﾡはﾡ下の7ケ%を 占めている。古空層 は 来邸の神石麴 

t破ﾡ及びﾡ南部の深受那, 沼耶に多く今布し. 部の佐伯ﾡ 

Fﾡ!にも現する。 中層は翌田郡のt部よ り世愛郡北師をあ 

atし, 品 神万郡に王ろ帝状の分布をしている。ヌ»三 紀ゴ は

力： 両市 の金地地域に出現 しその土ﾡは殆 んと 本異てある。 

ル ・ 、 ﾡヒ作用 そ っ けや すいため, 票下 大部分は 冷 ﾡ砂ﾡ土

セ。 形成して いる。このため, 雨水の時ﾡ作甲がそしく $雨に 

ﾡして淡水を起しヤすく ヌ早きを招く。 風雨にほされて赤飛る

し, な不の炭長か不良でうる所が多い. 地要においては地下ﾡ

第 に 乏しい。 (2 - 火区>

本界飛は一教に索候が湿要で, 夏冬を通じてﾡ雨が多く, 気星は 

年予均/○〜/%°C,降木ﾡは. 年平ん200～ 34202～の 

hかある。ﾡ内の気候の地式性は顕着で, 気湿, 降水重共北田よ

市巣に向て締ずに分布している. すなわち, 気退は南東に赴 

ノ に従つて高< 形:*置は面に向って多く なっている・ 島及 

びた 地帯は 気温忠 く, 非常にﾡする地帯を形速している。一 

ァ ロヌはヒﾡ部には頑雪ﾡ»地ﾡか出現するなと,本祭は気候
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的には 日本の縮図てある といわれている。

2-4図 地ﾡ図

-39-



-40-
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2-7回 年 降 水 日 ﾡ (<o./m)今 布

-43-
(2) 林野のﾡ悟と利甲のﾡ況

本ﾡの休野に?6火万 念 て. 票全面ﾡの76%に 及ぶ。林野 

西預からみ ても ﾡ野字からみて も全国的にかなり上にある.

ﾡﾡ形ﾡ剥にみると, 本ﾡては民有 林か ﾡ風的に多 < , 全林野 

のワ3%, 607冷乙、にﾡする。回有林は僅か«$ス2. フ% 

= すさない. 民有体の中大司分か私有林て全浜林面ﾡの ?4 %に

している。人ロノ人きりにすると3及引になり, 全画平ﾡに比

べるとﾡしく号い. (全巨平均ﾡは約の3反)

2-18表 有形ﾡ別預

面 ﾡ (町) %
国有本 国有秋 «o,み824/ 6.3s

官公定林 45$$2ケ o8
小 計 « 23936 7o3
林野方A属 
外のもの 9ジas o.o/

4s3322火 スo4
民河株 ﾡ有林 6#4837 o0

市町村方林 26 22942 2.27
呀庄区有林 2/ 3/547 332
小 + $ 78773 s39
私有林 $% 44876 ク6/s

公 計 $& "4 ヲ 84$7
合 計 6 シラ 785 73 ノoQ20

民有林のうち 経済林の利甲可能面ﾡと今後老易にﾡしうる 

とﾡま れ ろ 宴地ﾡ発可能林 と を合計すはs3 %に ﾡし,全国 

内 の?り %に比すれ は, か な り ﾡ が市いことか知られる. ( 

*2ーノク表) しかし本県の森林面積/ a 当 ッ は島途云は22 
mて全 同平力のふ2にべるといざSかﾡ色そﾡれない。 (条 

ﾡ要 P?2)
%の環活 はが存在していることは, 本 界株 * 政東 かな 

○回要な向題をなけかけている。その発ん とか南 部の花ﾡﾡ地ﾡ

■ ,



に存たし ている-

2-I9去 利甲状元による存面積区分

赤 型 比 室

利用可的 林

H 限 休

利 所 不 能株

経.済•林 

同楽可ﾡた林

棵 ま 然

球 活 妹 

そのの制サ 

楽地

な7ィ522
ッ63

5 77ラ

ク 309
/7,ラク?

7フク/夕

ゼ 228
?e2ケ

/366

s3o
/

s3
33

/ミフ

ノOO
ハダ

____ っ3
注 氏 科 才 た. ﾡ タn 2 かう引戸。 料が吉いの

て高: ﾡ7ヌ有 林面ﾡﾡとは一 致しない。

2 2 0 ﾡ ﾡ 類 引 ﾡ 安 林現え

注 /9$8林ま統計要ﾡ Pヨ2 より成・

国有牀 頁有_ 合 計

水涙かんﾡ 林 

土砂ﾡ払ア係株 

土砂満 解内止 株 

〒客防ﾡﾡ 

合 計

3 ワ72
イ 7ワ3

/
〜...

S$46

$ ○c/
238/4

コ/9 
ふ

220

C 77
2今 60ワ

229

3 6/0

場ャ z一/ァ表 と縦面ﾡにおいて一致 しないのま 

作成年次のﾡ受にる。

因みに本ﾡには, 昭和32末現在で「はげ山 ,229る〜, 

減ﾡ務行林/〜.7み3ユかあり, ヌﾡﾡ林片は ノ85み町も存だしこ

--45-
いろのて, ②手/20 - /$0町理友のはげ山役旧, 3oo- soo 
町のﾡ來防止事求なと山地治山事業を矢ﾡするとともに, ﾡた株 

地仮旧李業として /o町サ 内外矢行されている。尚保 受ﾡﾡ類別 

現ﾡは次表のﾡりて, とくに土砂来払ﾡﾡﾡが多い。 ﾡ森林面 

預の23%に達ずる 7ミ4町サの 保夫林が区ﾡ となるので. 支 

株整崎計ﾡか団和33年よ 実決されてい る。

巨有 ﾡの林産物の利用について は次託において評ﾡばべる。

3 体す生産

0) a 承

受ﾡ林野 6o 万 a のうち, 本木の生言している林地はその 

sa%にあたる56 a て 立木帝球は/ a 当 $62t3 と 

ヶり, 全国千均の$9 %? よ ○若干低い。 主 なﾡﾡは アカマッ, 

スギ, ヒノ キﾡの針ﾡ村とナラ, フヌキ, アベマキ フり零の 

立柚て 就中アカマソは全林地の45%をとめ, 南司は発々 

とアカマツ林てある。スギ, こ,キは大部分が人工 林てっ北面部

2-21表 氏有の面積蓄頑

ﾡ 理 ﾡ ﾡ 〒23 面事

マ ッ コクィ ク4? /&み/o み

ス や 2478 8
ヒ ノ キ /% 23o 382 っ$

その他 // . 9? o./
針 深 樹 小 計 シノシ327 2っ 74? *s9
クヌキ ./e8 /○2 o7
その他 24○3/ダ &674 27
広姿樹小計 2 クフ3 & 775 ヶ36
ﾡ # ニ クノ

千
/$ラ/ ' o

合 計 $8② 226 3/$4? 
クバ

/oo、2

及び東部に比較的ﾡ田的にﾡ栽されている。 ヌナラ フヌキ 

アベマキク り 界の 広 産 ﾡな は主として果 地ﾡ に 多 く, なお北部
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スび五部の環ﾡ ooo mメ上の飛地ﾡては催かながらフナ 

の原生林をみることかてきる.

() 株 *的林地和 用状元

表林計画にさる 会株ﾡﾡ 別 民 作林テ 甲 ﾡ はャ2一22※ ク 

左ﾡ通りて。 これを林 ﾡ羽!に整理するヒﾡ2 一22 表の相 ﾡ退 

うとなる、

ャ2-22表 /:管犹 の 工 比加用状況 ( 丸の )

森ス理類別 本理 羽

ﾡI限林 人工君 38 926

笹蓮状 テ◇7 s 天然株 a2Z o8

自 家用林 / / ○$o 力

ﾡ甲ﾡ ? ﾡ立木地 $っ/e3

除 他 &e. 7e6

合 計 $2s,$6 合 計 s89 ク/

(主) 何れも昭和3・ 3・ 3/ 林政のT受

ざ ウ ?

ﾡをの不突合についてほ不ョ。

き通林はﾡ有林のSS%を占めているが /o%以上 制7A 

林, 除地のあることに注目しなけれはな らない- アカマンホ 

民ﾡ面ﾡの女を占のるﾡ係て人工林率宇はさわめて伝く * 

8引こしかしないことし本県の特色の一つてあ る.

) 桜関係

本界においても全ﾡとし て成長量を上るﾡが年々 わハ 

ている。即ち, HE和32年度を例にとつてみると. 林木の代柝 

量的夕2$7ら千 wぴ3 と進ﾡされるがり そその年の年成 

基ノノ42千ス3 の22ノ%にﾡしている。 とくにこの似保は 

交通傾利 な既ﾡ林に 年している。

-47- 
と くに目 立 つて 宗たのはパパルフ。甲材て, アカマのパルフ・用# 

生産登は全て長も多い。

本景における新決の年同生産量はﾡ和 ・4ﾡﾡは木淡3*o 
万株, 新α〜.○○0万宋ﾡ度てそのﾡﾡ合計は2○億円とﾡ事 

られ, 現左農山村においては*ﾡにつぐ重要な主産物となつて 

いる- とく に芸止一帯の 農ﾡは 獅ﾡ の収入による依存友が高い.

本ﾡ のﾡ殊産物は全国生産の 3かを占 めるアベマキﾡ皮が 

あり, その他, 松理. 松脂の生産もアカマツ林が全果に玄く分 

布してい る関保上を国的に 有耿の生延県となって いる .

ナ2-23 木(素)生ﾡ量 千m3

キ) 広』ﾡ 林政のオ要 、 ウ

29年度 30年度 3 底 32年度 33年ﾡ

マノ $ 4o8 323 65« ど62
しホ用材 s/ 7 s s 6 a s?
ﾡ九太用材 / 3 / 3 / o コ S* 3 夂
ﾡ柱用材 s / 7 / % / 3
バル フ。所 村 /e ノワ2 3aラ $-a3
合用材 3 $

45/ 77 5o 2 3&7 /ふみ/

ャ2 -24 ﾡ城帝 給犬況 (33午)

本 裁 (〒4) 和 (干支)

A量 3,4 o 4 44,46 2
F入量 423 /ぷ2
ﾡ 出 番 //o s63く

消番番 sの/s 
/

$の7ノク

査行量 22◇2

(注 広島果ﾡ政の 本既そ要 よ り.

飛近の杉 産 整は一23表 I示 す通りで あ る カ", キ



才2-25衰 ﾡ殊産物生ﾡﾡ (昭33 王) そ のたのに健全な苗 木 の自給化乙回
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るための ﾡ舌 ﾡ成寺共や

松 耳 (K夕) 62ジ000
ア ベマキ 夜 ( ° ) 2 ?○0.22o
推 年 ( ・ ) 2○,220
票 矢 ( ・ ) 23o02o

寄 c ・ ) 4o 2.2○2
* 本 由 ( 2 ) 2232o 2

相 (^? ) 59o○
( ま ) 25000

わ さ 乙 (/字) ノ 7,クク0
不司 科 (23) ノ2$ 7
生 広 油 ( 8 360220

力 ( ﾡ ) 722○0
(ﾡ) 広島 界 林政 の要』り

市種末にﾡ 力して い る。

私ﾡ林 に おる有. テ 甲 び注達 の 樹此

(/) I

2)

め に

本 は 王 と してゃえ計 消 宜 Sロ か' 花 表 し て いる私有の点果引認

社 計

()

こ

丁

に し て, 「も点ﾡ とき飛 と

いn
る。

論 のは, 林野八所行->

を対比しつつ稀城し て ゆ

野利用 -> 林茶生煙

ムﾡ;ﾡ ﾡ止

林 野 P 相 規 横 ラ』横 成

「ﾡ利雨状況ﾡ査」 入)ﾡ果によス と(ャユー 27
林所ﾡﾡみ比ﾡ的ろ い山部やﾡ山回部において は

(ルノ 同係

戦中 ﾡみの 引伎の整理か一 段ﾡし 本果ては積ﾡ め な 抹M 
か 向上 そのさし て林羽ﾡﾡで原野武林が推ﾡせられ場めて また 

が 未だその締についばかりてある。 とくに天然生アカマ ' 

林 の 多い本 票 では, 人エ林の走ﾡち合ほ他県 にべ てい。 

※正の神ﾡ林ﾡ業の実領る示せ は"ャ ューユと表のり < :: る。

石に全調査世形み過半数にこし と 

在せ下の シン は科野を所有 し ていろ 

は内地会府界ハ向よ も頻ﾡこチ

L 画,こ花 山 同 も に おける山 非 P 相

く

る

こ 山 El 地 帝

とか示 さ*

て は

て い

英),山

式内ナ

る。 二た

。即ち, 内地全府ﾡ ては

ﾡの全左世に対す ヒ

才2-26云 取近の 造神助契(

S29年底 昭324度 昭3ノ年凄 堅32年及 昭3りョ度

-—「 "

B3生年変

(H
人 工 ﾡ税積 $73o $9$o $338 so
天然下種補整 498 42合 4«6 ノ2 ヲ ?92

馬林池改友 ノ63ら ノ$夕7 / 654 ノ487 /73$
t 935o ? 9$2 ふ/32 7% 7/ ?46 7 8628

(主) 広島県の林政乃ﾡ要よりっ

そミ42、ク%一 女今ユ%てあるのにズして,木ﾡにお 

いて 26.ヲ% - «ハ2%と"っている。 しかし, 平ﾡ司 

に山かにつれて, 山状所有直ﾡけ内乃全被的 傾向 より か 急 激 

k ぶナレ, 非m市世ﾡﾡは内全方果の$6、$に対して本果 

す 42.«%と なっている.

すた, 同じまから石ﾡ階ﾡ列に入ると, 山 回部 号 は内 比 

全府 も本県しともに/ ～;町ハ石坂樣に戸ﾡ月致クモート 

がみられるが その生•中国 は 本県 百 屈めて 高く, 且つ隣衰する 

M有 塔層 で あろ 夕 友 ～ ノ町スいぷ町〜S町手にるふく めは Hg 
ち, $反〜5町まてn アさ居 に活的T n は その有乃ﾡ中ﾡに 

本界はん3«%に性し 全舟ﾡの25、○%を落しく添消してい 

る。こ川にひミかえ, 3反未ﾡの天細ﾡ規ﾡのウエイトは全 

戸の係向よ りもい。 ﾡ山回部においては, 山ﾡ部ほとても
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ないゲ ぐはり本示て及〜5町ﾡ届の中ﾡがﾡく, ヌモ 

ー トも /〜3町のク ラス にうるか 全月界て / 及～3及の? 

ラスに分ﾡ化している- 子ﾡ並ﾡにおいてほ, 全府票, 本景共 

ﾡﾡ層引の病成 は大ﾡ事く, 何れも3及ま活のﾡ(層に市い 

集市方を示して いる。

シ」ハことから, 本号の山林有状ﾡほ. 山回部. 準山同部 

内地戸ﾡよりも石干大さく, 他 の 系 信 におい て 大 度 な いれ は： 

所有 世 苦 に おける 彷 好 •か にこハ方いもみ と椎烈 こる。 

ﾡ的ではある. 統 計 神 査部が行なつ2「座3 元ジ/年ﾡ ュ 有 

ﾡ部在術県報吉工」 によつて内府景とを果の7 (吉和村>,

/9(吉田町.ﾡ比町,可 ,如野. 川田,根 巧,小 困. る的 

才2-27表 攻別」野 ホア数

山 同 部 準

総 数 島 内

三 ¥ 戸 % E 救

有 とな い. 22a2/ シ22 832 24.7 2«//3
ノ反未満 4928 & 98 / %«49
/ 3反 662/ タヾ 2 39 クク ?s/
3 へ$反 392 / 7 ノク f 6.2 . 32so
S反 ～ /町 6o/% 87 シ/ /o.4 203
/～s 2夕24 /、3 722 22 3テ?

3〜s 3so/ s o 32/ /23 3タタ

S ～ノo 293o 2 26 s.s タア

/。 〜2o シ22 93 3.o 3xo
22 〜$o e/ 22 32 /o /s/
$o町人上 / 26 o3 7 Q2 5?

e2シメ/ ノ222 3ノ2ノ /oo,o seoko
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#), 35(小W可 八幡, 田家の各 町村 ) 玉林区における私 

有家 の 所有階居別 户教 は 莘と, 面積比ﾡとそ回示すはォュー 

8日及びォ2ーワ図の通 てある- ここても明らかにノ〜町 

のクラスに高いモードが示されている

(才) 否々のそによるﾡﾡ区分てはャ?未林区は面市部山 

同地ぶ, ォ/9系林区は中部会地々滅, *35ま区に 

索北山向部に風する.

及ひ比平

山 向 率 坦
--

た 島 内 地

引 ﾡ % 戸 数 %
。

フ72 “2 /s 38? &5 <26 y ウ及ク

s? • / 2« &.4 2,872 8.9 /S 9.0
/ 208 // ふ$28 /oふ /33 33

es 34 ?3 s8 79 &9
况幺 /73 ラ 2 3ラ7 火 e/ 3ぷ

ル.ケ ユク/ /“S 3Pラ 24 74 &?
2s So s&/ ヘク 2 ヘ7
/? 4a 3.4 22 クク // a?
27 /夕 o /e7 o3 6 ox
o3 女 22 223 2/ — —

2/ a2 /2 o.o — —

/eoe
.....  .-----

/823 /22o 3っ$$2 /2Qo /423 /200

ﾡ方校計ﾡ査部「林野利用状兄ﾡ査」 より作成.
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u番 

年序私有

別!声次辛

林調ﾡ結 報吉 tT] によ ろ)

き林野*2-8回
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経当野

(昭和 3/ 年辰 テム存林、言

2一9図

ら S 8

酒別面ﾡた辛
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(ii) 林野所有ﾡのﾡﾡ橘成

株 野 を所有 するもののﾡ※帯成を同じように, 「林野利用状 

元調査-によつてみると, 内地全戸類と本ﾡとはんどﾡりな 

く, 残茶一農 家が大¥ の76 〜s フ%程及を占めている こと 

か示されている。 強いて面着の同の差買をス は, 広&景 こは

師ほとﾡ業のウェイ ト が高 いのに反して 全回的 候同 ては 

平ﾡ記ほとﾡﾡﾡのクェイ - か音 くなっていることてある. 

こかしこれは殊更取り 上 け・ るほどのﾡ ﾡっ送ては ない。・ う 

卜の他の雇業としては "単, 設 ﾡキかそミモれ2〜x 
%是度 を占めている.

() ﾡ裂の状野所有状況

上のごと<, 本県てむ内池全府学と同じく, ﾡ茶を営む亡 

ﾡ - ﾡあの林野所ﾡのウェイ トが非なに忘いこと バ 明月 ら かこ 

ナ2-28去 抹 野 2 所 宿 す

なたのて, つ きに ﾡ家の林野所有に 失、、を合せよう・

「株野利用状況ﾡ査」によれば ﾡの林所ﾡの比年は向 

準山同部においては()におけろと同様, 全ﾡ県よりも高く 

又山 林所 石 現模 の 諾層 別ﾡ成 も前()のﾡ向と大はないへ こ

ほ林野有看の大キが農らてあるこ とか ら 当 冬の 謎果 で ある.

ところて 山所有 ﾡﾡ/戸当の経営新面積を同調査よ り 

ﾡ出すれは, 広島類は各地ﾡ共会点県に比し若干ずつハさく g 
つている。 木ﾡのﾡそ営規ﾡが. 全国平均のそれよりかなり 

小さいこと前節埼てのべた か そのことが, ここにもあらわ 

ている。 しかし, 山林規ﾡが大さくなれは /戸当りの平均ﾡ 

地そ営規ポが比例的に大さくなつていることから 西港 の岡に 

か なり高い正 の相 内 があ ることが理解される。こn は金 府県 も 

広島も扱りなく, 今に常識的にし云われて\たことてある- し 

z看の産*Z今

林野利戸状況ﾡ舎よ り作ﾡ

______山_____何_______ 部_______

内 也 _____ 玄 島 巾 地

戸 % % 戸
------ ..

%

3? 火 フテラ /ラ 870 2ィ32
-- ---

株 * っ2// s4 6/ 7 34
漁 共 ワノ2 引 — 4ララ

鉱 ※ “2 o./ /oo
建設東 ィ$28 o S夕 ダ イ ◇o2 s9
商 条 ラ87 23 se /\と $$ 3
会融不製業 ノ27 23 os os
公 益 通ﾡ / り フ/ $?3 ユュ

そ他 イ 22o 火$ s つ 27e 8

•計 32oe /22o っ2ク2 /202 つ$み32 C22o

平 坦

島 内 地 広 島

万 戸 % 万

サク女 a< フ / < So2 3タク クヨ4
* /'3 ク$ ◇7 s

,2 o2 /と* ハ2 , s • ○?
/ o./ s4 . o火 7 o2

涉 s.4 $67 .0 38 久/

e ユク 32 フ3 /8 34
as 46 ○* 2 o.

6 3.3 s3& 2 25
72 &4 689 ? 3s &6

coo /夕/c/ ノ○Qo $3c /20.0
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かし, 大量浸ﾡでは上述のごとき傾向になても地垣の社 会的 

経済条件にまつてかなり ﾡ表の林野所有の 商層ﾡ成に吸着 さ 

ﾡﾡかあると もﾡえら れる。

なお, 本表からみれば。 林野有規ﾡが2○町を超えても/ 

戸きﾡﾡ画ﾡほ加せす, ﾡ干惑少すらみられる。番国の平 

的事ﾡ氏的度孫そﾡのﾡﾡﾡ承が この立にあることが港衆さ n 
るとともにア数比ﾡし危にくなるから, 農 器林茱 か調査 X 22 
町以下の略限定してもよいさ > に思 わる。

オ2-29表 所有林野広祭引全所有希に対

ﾡ安ア数

山 R 目 部 準 山 回 部 王

金点 頭 . 交 高 全月果 全 府

本野を所有L ない s o / 34 3 o < <
ノ 氏未 満 s 3 / / み / /

/ 及～ 3反 / フ ノ / s ノ 火

3 及～ $反 7 7 ? s
←～ /町 ノ / /2 /o // ?
/ 町～ 3町 / 8 スイ /3 /s /o
3町～ $町 6 /2 s 6 コ

$ 町～ ノ○町T s /o フ

ノ○町 ～ 2の町 3 s / /
○町 ～ $。 町 )

卜 2 s o /
$。 町上 丿
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ﾡては7$ 〜ノ○○%とﾡくとのﾡ歩 か 林るM将している こ 

と が示 されていろ- 勿 論山 向部は平部に比してﾡ有ﾡほ宇は 

&階層とも高くなフているが, 広な島界は全点県より も各地ﾡ共 

山林所有農条争か高く なつている. 本県 における展 条林業み向 

ﾡは, したがて, 全府果におけるそれよりし比較的聖要さあ 

るということが示ﾡされる。

漠ﾡ/ナ当 りの林野前有規模を耕地登営T局別にみると , ﾡ

する炭条ナ数辛及/ ナ当営耕地画積

空_______ / 户 当 経 当 • 羽 地

坦 顔 山 i単部 準 山 商 部 ¥部

型 E ・ 全 戸ﾡ 広 富 合有果 広 面 全A具 交 室

グ 2 交 
、O o 々冬 2 コダ

/ ← 〃舟 4.2 s6 &.7 ふ、2
/ ss a.9 &.7 ミ.? 77 «.3

'• s &2 .8 ? 4. s.? ◇.2

| 43 $s sx s? 9 s.c

? &7 . ク2 /o.6 &フ

8*.2 s./ /の2 8./ /3.4 s.e
/ク ダ /3/ /o

9 3 ハ? /o.2 //2 /o.←-

e / o.o j /o6 J 78 } //

次に雇うをかえて 全営耕地広 狭別 のﾡ家の林野有の状況 

を, M有ﾡ家辛ならびにノナ当内有の状況を, 有更夕きなら 

びに/ ア当所市林野面積から眺めるとﾡ表の通りてある。a F 
F有ﾡ条宅は全府県, 広島景ともそ塔ﾡﾡ が大さ< なれ 

さ<なり, その解向は ﾡ地の3反未ﾡのﾡ細層<$0 
以下, $反〜/町歩層てはら0〜ふ0%程ﾡ, /町歩以上の階 

層か大さくな る につれて,林野有規ﾡも入になり 明らかに 

ﾡﾡ係がみ とめられる. 山同部の方が平垣部よりもﾡして大 

さいことは当然てあるが 広島県のそれは, 全点ﾡのそれさり 

もしてべきくなっている頃にがみとめられる。 と<に, ハs 
P 以メ上の大規ﾡﾡ条においてその政 か 落しい.
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以上のことハっﾡ監 元に お け る 戻 み、林英 0 関 珮 し ている戸数 

の割今においても, /戸当りァ 林野所規ﾡ にお いてもﾡらか 

に全戸票のそそも高く. ヌノナ 当ﾡ地面ﾡか全国よ り もか 

なりﾡいことからそれだけﾡほ林*向ﾡは相対的に 度なそ済に 

おいてﾡﾡ な ﾡを票していろよ っにみられる。 どの ような同 

ﾡiが ごのうな地域に, とのような 階ﾡ のﾡ字にあるりか? 

こ n ら お 以 下Mをﾡって 明 ら かにした い吾 々 の研主ﾡてあ る。

田み に「昭3ノ 度私有林ﾡﾡ報吉- による向係表ﾡ区にお 

ける営なﾡの有ﾡ別, 業非選家列ア数の比申表を示せはナ 

2-ヨノ表 の通 りCある- そ営ﾡ芝の規ﾡ区分は前過 の林好利 

ﾡ 、況 評を よりも相 い か, 同様 八向が示 さている-

*2-30表 経送 ﾡ光 法 狭 - 林野 所 有 袋

山 南 部
•

内 地 左 自

4 厶, 」 1 林野所有農家ギ o
経営ﾡがらい

/P当 所有画ﾡ っ"ュ* o

3反末満1
| 株 ﾡ所有 ﾡﾡ字 6 s 7
* / ナ当M有面ﾡ ハ?2 ラ7

3 及〜$反:
< 林野所有営 条季 es 8/
、ノア台 再 画 ﾡ /$ /s x

夕夜 ヘ ノ町
： 林野所有 ﾡ家甲 &2 タマ

ノア当 ﾡ有面ﾡ 3.20 ./3

/ 町 へノ町
( 休野所有ﾡ み宇 

/戸ョ 所有画ﾡ

a 7 ? s
.23 S2ラ

/$町 ～ 2o 町 :
i 林野所ﾡ農家ﾡ 9o
1 ノア当有面ﾡ $2 ?.«

町 〜ふ○町
| 林野有農等宰 9 o / 4
(/ノア当 有 面 預 6.? 2 3s2

表車及び/戸当 有野面ﾡ

型 山 回 部 平 3 &_____ キ____

力 地 内 地

2 5 / s2 ヲ

ククタ ◇.2? o35 o
/ ふ < 2

/ee ○7← o ◇s o3s

. s 7 6 8 6 c
o9/ P.9 S o.70 o.e ?

73 s3 と2 a o
/33 >コ 3 o.s2 /○7
s ララ

/s夕 35 /◇ 2.2 6
8s /o0 s2 ノ22

っs4 6.6 6 /$3 <.99
タク /co a6

_25 //,4○ /・76 7,/ o
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オ2-31ﾡ そこ ﾡ 林 野 の 有 ﾡ、

歎 経 さ 本

ﾡ 数

農

評農家 能 数

愛

統. ﾡ
経営規ﾡ 

小

みる営規株 
¥上

総 数

内 ビ 計 /cQo
る 

クぶ
% 

$2.6
%

ダユ・7
レ み 6d3

な島7 2c.o 75.0 チう ◇6.s ・.o イUチ s/2
広 島/ワ ooo 7/.5 タニク "ノ フ5 c9s sae
広治3s 2oo 9の.2 25? ?&./ み70

—
贷 ; 団和ヨ/年 私ム有林調査締柔報き〔I] 養林ﾡ計話

別・ﾡ 非ﾡ 、別)ナ 蚊

野 4 バ あ る 営林野かな い

決 条
経官規項 

小
経管起ﾡ
#以上

費条 ﾡ教
総 数 継営規太 

小
ﾡ営現ﾡ 
中以上

F農条

勿 稣 レ %
$ス0 74.4 & $22 ジジ? <ふo 2ふ女 み

657 / /ぷぷ 3イJ ss.
78. /s.e sox /o /ぷ s<x
807

—
9夕3 /o /.2 ss ○.7 8^o

ﾡ部(によ る-

(iy) 日 ﾡのう状た

キ 林野の 状 えを明ら か にするテークは会しい. 香 々 烈 け、

•: ﾡ制 ら /ノ ﾡ ﾡ に件 つて, 民河林の林分ﾡﾡをかなり詳部 、 

ﾡ混す ろこと ゲ 光泉た が 表こ小る#す べて 式そ協 位

*2-32奈 ﾡ 用 せ 確 別 林 

とし 所謂屈 世統計 であ ろ ため)二, 所f有主体別には利用しが 

に ハ。今回の香々の末能調造は, 単攻為事 例! 的なも のてはある 

が, かかる不然をぶろ程底神う という課疑をもている が こ 

二ては, 予然的な証機手取として 列用状況餌査の刊南地種別 

所有声故

山 向

商 セ 型 内

正 ア % 三

用：坦.林 2②S77 s ラ 30? sクダ

ﾡ炭 22862 6sx 7.s /9ヒ2
久工林イ跡地 ・223 “7 2o/ &5 2 32s
m 株 ククo /?s ・ 32 /9ク

ﾡﾡ地 /4?48 ク23 イシ3タ 6s./ s327
上― 地 27 a7 20 クタ /do
そ の 他 っテ4/ ノス2 /夕? &/ 3zes

計 . s,4z2 282 コ$927
(林野有夫ア教)

• "**バ -

回 部 斗 垣 亜

交 ・ 内 他 : ・

先 ア % ナ % ナ %

s 42 $3s 328 /8o ふふ

ク%? ・ 加一 フ3/ /e s&2 ?3ふ 389 クユ、2
0 67 6./ /o7 ス8 ノ? 32

/ラ0 ノ8? /ク2 っ«/ク ノ?/ 6 ss
20 362 32.ラ シ /ク2 62 //

a4 6 o 32 Q2 2 Q火

so ク 7クー ノコク 4s 9

/ /o/ /// 53ク
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戸数及び面ﾡた字表と. 位受烈所有比きを示そっ。

才2-33茨 ﾡ 甲 也 ﾡ 引 高

ま す利用ﾡ別の林野所戸数の全ア に対する字をみ 

ると, ﾡ起して全府界と広島系とは大た3方い- とが 知 ら なこ 

1同部 では林野有ﾡの約ギ今程友か用材林を有L ている か 

ﾡ炭 林 侍森林所有着着 の 的 %以 上か 前有 こている=とな 

ろ。用林林の 所 宿者 比辛 は平ﾡ地 に向 うにし かつつて 戒する 

か、, ﾡ林のそれはんとﾡらてい。ﾡﾡ地の有ﾡﾡﾡは山

山 间 部 三

全点泉 左 ・ 全 点

回 項 % 配 型 % 亜 ﾡ L
人工林 22/2タノ3 /&と 3○sふ パ 42 夕/2あ8
天然: 2 ◇シ203 2 482"3 23/ ・ノスバ

用む林計 コタ?4/と %/ /9820/ 2ス3 /927222
薪 炭 林 48739ラ う 今o&2 "5.コ 2/290S
人 工 疎 优 跡 地： ク373ク う7 フ2ク7ク2 3s o/e2
竹 株

と
?e/ タ 3 o.s 262 Q

双乾光 /二/S$3 o.3 < o // /7ラ っ8/z8
s?93 Qs 3c/ af /ラS22

その他 472520 "o /347? ノ? cs92

■計 /oラ3+な" / ?フ74/2 /o09 3S2083/

*2-34 表 才 内 ト 別林 野 所 有 无

込 . 回 4___ XL 向

全Aﾡ 金府県 E ・

村卜にある 面ﾡ比幸 6.7 3 39
村 クト1= ふ る件 数比 字 〜 3 2o 8 ss
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ﾡに

山 如 垣 部

* な 室 全海県 ・

% 面 ﾡ % 面 ﾡ __ % 画 頑 %

/タ7 /2/ダ/ $8 み,u2sd /スs /々44 ミ/

み 2 $2Z2火 >ss イ”“/ 凯4 ノ2クノ 22/
っ2? ク/e“ 34338 2" 337 3フ2
s7 ィ o/527 み$ Z""7 S72 2クイ能 s2$
エク 434? 43932 «s "8 クワ

ノラ空 o8 2$3o8 ^s 24

ゥ2 2394? /ヘ s-/s4 $? 2sS $.o
et o8 ○/ 一クイ, ○/ os クノ

3/2 46 &/o6 * /.P4 3く

/クク e っ。23/8 /eo2 9278夕 /oo.2 7283 /20

ﾡ部ほと死して高く, 広な島ﾡてぼ洋 ざケ"上わ林野所 有ﾡか所 

していることになっており, 全府景のそよりもかでり高い。 

竹林や放牧比のﾡ季情 は全巨的向と本ﾡの傾向とはあま り 

かわらない。

次に利甲地稲列比字をﾡﾡを単位にL てみると ﾡ初にほづ 

く こ とは用材林の人工林面稿比率 が太 ﾡては s〜 4%程友て
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各地帝共全京ﾡ的向 (/4 一/8%) に 比べて若しく 低い こ 

とてある. 丁なわち。 甲林を片ﾡしているナ数の比幸ぼ大ﾡ 

はないか, ち方が君しくﾡなり, 一報的にみられる, スキ 

ニノキ の人工甲材林てなく本ﾡてほアフマツの天然林として所 

科していろも みが 多いの て う る。 ﾡ決 林へﾡ 福年 ほ 各地帯共 

ﾡo%内外 てあるか 全海界の方が広な島泉 り若干高く なつて 

いろ。 しかし本ﾡはマソー ゾのﾡ交林が多いことから, こ

る 戸材 なか著燃 ﾡかと"ちらに区分したかによつて, こ故 

信3かなり)あくものと雅定さる。このよっ なテ用目 的の不分 

な林分のみ いの が本 界の逮家林の特色てゝる。ﾡ百地のﾡﾡ 

は○ %程度 て, 本ﾡの山同部てほその比ﾡに帝高い。 ニク外に

受と しては個人所有てないﾡ ﾡﾡ野が本果 にはァ り)存し 

ていろ。

ﾡ後に所有地の位置そみると, 昭和2ケ年当時の町村界区分 

において, 村卜にあ,ろ私有林野は面ﾡにおいてク〜/3%, 件 

数においてα〜夕%程存在している。 このことは 全体とし 

て /との私有林野は村内に位置していることをﾡらかにし

向に比し, 村内有辛 が高 いことを示しているへ

以 上 現左 利用 し うるそ しいテータによ つて, 本ﾡの片有林ﾡ 

ク状ア & 述 べT のてある が 香々 の調査は この点をさ らに詳細 

に 取 ら か)二 すると ころ があ ろ てあろう.

) ﾡ予所有の移訪及 び賃倍

終城後か ら 昭和 25手すての 林野のﾡ買状泣を 一ﾡすると * 

マ ー4 表の通り て, 一に林野を 頁つた 世ﾡの方 がた っ た世 

帯よりも2〜3引く, とくに 山同準山ﾡでほ sヘ/o月 

に/Pのﾡ合て林野をﾡ入している事突がられる。 /戸当の 

ﾡ入ﾡﾡは山向部に此むにし たがつて大 さ く なるは 当ﾡ ざが 

そ 点 てもノ3町～○町のヤの中にある。 ﾡ却面積の平均ては. 

剛入 よ 0要に岩干大会くなっている。

こハよ> ない人くざ本野"契 か 何に起因しこいるか。 ス 

静ﾡﾡによる士地所石の不安, 建 で 生 産 力 の 上 异と安 定 や 状 

経済の夕に4なう, 休地への枚欲刀ﾡ加等々 ﾡ々マ発 

えろこ と か"てさる か 果 してとの っなせ域にとのよ うな条

2-35表 経営林野の利用地和 別面積及び/ ア当 り 平 拘 面 碩

(注) 昭和 ・/ 年度 , 私有林調査 結 果報吉 て1J による。

野 画 必

総 数 心 本 原 野 論 裏

纟 る 名
内 社計 /200 20.4 ク.% /020
広島7 788 2/2 /ooo
広島/夕 /22o 3 6.$ /2o. 0
な島3s /0○、2 82 /7.4 /220

__ﾡ_ /户当リ平 /ナ当り平

'用N•あ 人求 v 本 均 ム株画積 本野面積

% % た
44/0 $78 / 2 ラジ

2 ,9 /o ハ28 ラ/3
クs7 2Ko o3 223 22s
23/ 76,/ o8 323 37

ているのてある が 進 净 別に ば h がく なろ子部にむほと 

料 卜T有がﾡ加する 情向を示 しノ 府卜昇別にほ本ﾡては全ﾡ泉傾 

にめぐまて, とのさう目的をもて, とのようなﾡ層の人 

金 が野 を弾入 しているのかるﾡになけ は・, ﾡを要に深く
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「げろこと かバでそい・ 吾々 か調査はこ の 等 情 を 明 ら かに 

丁る目的をしつてい、

ャ2一36表 終ﾡ彼の林野

アに ﾡ野のﾡ ﾡとみと. 一 際 に 筑恒 はﾡに しか行っ/ 

れておっ す ダ付て ノ〜2%, 層入て2〜 ら %の敬値に aっこ 

いる。 このことから, 自己所有=巨己A率林野利甲又ほみ英 

〜に系シーみ的な形継て あるこ と か伊 ハる。はした ガヌ 7, 3 
同司て日信入材野の列る世帯かノつ%しあろのは注目 ・ハ 

・ ら ない、

L 準 匸
■

全点ず 全月ﾡ

■査戸段；ニ対する買った戸数摯 ふ./ 2ハ5 6

・ 売つた ・ 2.8

町r

ク2 2$

Ζ 戸 当 興入面旗 / o.86 o7/

◇ ・却 ◇ ふ今4 /6 ク /26

回 坦

E 型 今宮星 な ・

/ヘ3 $e 28
3ざ 22 /•r

o.62 o.s a/
/«o へo/ o.9/

ャ2-37表 才 野 の デ 惜

山 向 準 山

全虎 ﾡ 広 空 全友星

本 
野 
の 
信 
入

な ﾡ
株 野有看
卜f有 ﾡ

と 

? 

<4

/ ユ

/

ナ

s
夕
2

ノ方当信へ配事 8S de &/

の
意

*巧ﾡの っち ダしている も のの年 

ノ戸当ダ付面積

2
ラ 

ユふ ss
/

38

向 平 坦
・ 金府県 交 島

夕 /

3 /

ノ /
8.っ 32 27

2 / /
フヲ 4?

B5和 5 当跡の今の設定状ﾡア2一38浜の通り に 

未Tﾡ々たるもクてある。 新しい欲え計が入手出ﾡれは, その後 

の移かさ ら に明らかにするてあろう。
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今林の設ャ2-38表

と 白 

全月見

設

• た

ミア 数比字

株 3
林野福 音

非 所 有 着 /$

ク・・ X 項 (株数のみス

法

定 ' バ 当 被 ﾡ

統 数

ﾡ 面 積 (統数のみ)

o3

状更

準山 商 部 平 坦

全点県 合AX 広島

2 o.6 ハふ o./
/ ヘ名 22 o2

o クク o a4 - . 一

回 3マ7 我 ヲる ?・

0、0W o2 o2 o/ o2
3do ee 谷 ss / ○o

ャ2 4○表

京ぴ 

及x. 
て お い

に 今 本どして 林野所旬 , 井 T有 別 の 耕 № の ぼ付 状 、 

環 型 ・ め との肉及そ他ﾡ引,ﾡﾡ別に希 声 明 ら か にし

*2一39 林 •野 A 行 盲

・
山部

全点ﾡ

伊付ナ数辛
本野所河 ﾡ

井所有看

■夕

夕 :

2 火

ダ

/ 戸当ず付面 稿
本野所有者 

非 Pケ 有 者

。'

戸7

反
2 /

o

曲 の 試付

•. 山 平

全 果 広 全 A 見

___
広 ・

2 ? コ. 5 ふ /

とQ s 3

3.2 ユ/ ハ/ 20
/7 os ② 2 入o

林野rﾡﾡとﾡ

ヽ
山

全方型

買受数比条 ( 検戸 数に対丁る)
%

ミ 4

林 野所有 着のうちでH受けたものの 幸 2

受 林野非 ・ つぶ

2 泳、との肉ﾡ

一岡 準 山 岡 ___坦____

2 ¥ 全府型 氷 島 全点選 交 ・

a s « / 3.7 4 < ユ /

so a 条 2 s 2 s /
3※ 3o 3ぷ パ 4
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・1 山

/ ナ当頁受通ﾡ (田ﾡその他) 鏡
林野m 相ﾡ

柞 M 有 者

表ア ﾡ比字( 総ア救に対 す る ) ?
株野所右若のうちて た表しにものの辛 / $
非所有着 二

液 /*当完求面ボ /o"s

回 L 面 平 坦

女 8 全府票 交 島 全さず 広 島

プ ゼノ 2% あ

/ // / / // e
/e /? / ? ノナ

2 3 s ダ 2

69
反

今. 7 ぐ/
/クラ 2

3) み野自や 6 刊 用の与

== C;ﾡ索か行なう林野の自論的利用のﾡ 営 業 生 ﾡ ゃ 

ﾡ弥生汚に な風 す一る株野利甲の形式 - を現在号々か利用しうる 

統計司料口ぶつて明らかにする。ﾡ家による林業産は, かか2 
ﾡ野利戸を止し つフ形成これてウく もの で あると'rm は = こ 

c の分神ぼ 林 業生産 の ﾡ及 段階をたしかめる 一側画 そ ﾡ成す 8こ 

うがいない。自 裕 的 利用 は その 利用 の 目的から, (/) 山林り自 条 

河似探, () 山▼の利用 のi) 落素の利用, (v)そだ まさスいホ 

炭 の 利用,(レ)波牧だ としての和用とかある。 これらのﾡ票 引利所 

状 院 について は,「ﾡ野刊用ﾡ況調ﾡ限告」にﾡらかてあろのて 

その統計ﾡ料そもとにして, 本県の列用区ﾡを明らかにする。G 
お, この 評!査 はノ9$2年に矢ﾡされたものてあるのて, そのポ 

の喜業, 状業の花展状えからみて, 現状に 即しない 面 と 多分 ニ> 

し ている。番々の調査は二れらのその後の准移を明らかにし .； 

とすろ目的をもっているものてすある か 全国的な利用しうるテ 

ークとL ては, 目下のところ以上のものに限られるのて 利 用、 

ること にし。

(;) 白 ﾡ用代塚にっ い て .

搭従営者従女に対ォする自み用イ株ア数の比ﾡは, ム同部に 

出 tはヒ部く なるのは当然こはあるが, 平ﾡ部と 比べて それ程 

> がない。 抑ち太ﾡては*α〜とダ%, 全舟ﾡでは s7 ～

%のに学となっており.. るﾡとも自ﾡ河イの件数はう非 

常 高いこてが知うれる。 このﾡ向に本累はとくに全団的ﾡ向 

つていない。自条用 伐採 数 電 をﾡ係ナ 数にて除し, 利戸こ 

今:：！ の僕界 石数 を雅忠 すれはン との程友和用 されてい るかかっ 

• のるのてまる か e計 そ う な詳細な面き て公表されて 

いなハ のて, 大ﾡだに 総公深戸数 (利照E分にはﾡ係な< ゝに 

<i 所あぼる除すと, ﾡおては○.4石～2○石, ﾡ熟ﾡでは 

/.5石 へ ふ.8石程ﾡにっている- こ= ても山向部に唯むほ と.. 

ラくでるのは当然だか, 子nほとﾡはﾡ若にひらかない。 林野 

ﾡ 物"自諾的利用はその意味ごは比献的硬ﾡ的攻量てあるか 

も知れない・ これらは吾々の個列調ﾡ等料をもつて検能する こ 

とがでさよっ ズニニてる. ネﾡはアに特K左利ﾡ雌を示し 

そい な い。

自家用伐ﾡの目的やについては不H〜ふる.
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ャ2-41表 ﾡfのなより販売用にﾡ 太をﾡﾡしたもの

ャ2-42長 炖 戦 別 株 車

山 円 準 出

合べﾡ 全A要

は学经自着に対する枝哀尸敬军 ・。2 6 $ ss

/ア当

教 置

用 *石 

歌送お石 

そ の他月 

m *ま

ハ?

3.み 
o.
27

2o
シ7 
o
o3 -

ハ7
2
○.2

____■ 平

全nﾡ 交 ・

s8 テ7 $

/ワ /o o.«
2.6 /夕

o/ ○.2 ○./

23 クタ ○./

(ジ主) 林野利 用状ﾡﾡﾡよ ウ 作成.

小

全府ﾡ 大

ﾡ ネア数にす る孫家ナ数のヒ 8?

内 自 分の 経 営 地 から のみ将率す るもの 4 2

自分の経営地と他人 の役営 との両方 3 o
訳 他人 の経ﾡのみx s

山 林 .よ り

< $

ﾡﾡよ" 8 2

そo他 /o

不 ・足 戸 数 部 ( 全ﾡ家のうち so

そのう 附近にメハる所かない と訴えて いるア 数比平 s3

塚取ﾡﾡの うちて 入会よ りメ!っ ているア数た辛

Z

向 一 商 翌 坦

・ 全方ﾡ な 島 全A型 玄 ・

夕〃 52 a 2 ? 2

48 6 / 7 o $? 7o

2 % s 3 2 2 s 3 2 0

s 6 ふ 8 ・/ o

____

2 / 45 2 2 3/

• P 2 ? 2 $ / 9

0 身？ s 9 ふ a *

s / R / / 2 o / 2
-----

$o s s s3 44

"ヒ s 6 * 2

/ s 2 3 /
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() ﾡの利用

ﾡ業生ﾡのた めに ﾡﾡする農字ャ2一 «～表の通り殆くと 

すべてを占めているか それても. 山同もにむ3と, 若な 

がら禄革戸核字 がふ えている。 とくに本緊の1店宅ては?"% 

となり. かなり 高い 都頰に 屈して いる. ﾡは大井が自己の経営 

地内か らﾡ取 し ているのて あるが 各地ﾡ共 3o ～α○%位の 

慶条系がル人の土北)に公存して ・ろ.球肥芸業の ド 

においてに山革はスくことの出末ないﾡ料示てふつたが, 現ﾡ 

はその室要性る失いつあり, 採草地として亜 ﾡが ﾡもよく刊 

用されている。 その戸数ﾡは80〜90%に達している、し 

かし本県のム向部や準山向部ては, ま 也’山林 から 採 草する 農 賀 

ッg く 4$-←0しいることは注ﾡしなけれはな らない。こ

ア2一 43表 ﾡ厩用 甲1料用引ﾡメトの使用ﾡ 類引 ア

山 頂 準 ム

全A型 玄 商 全店型 怠

ボﾡﾡ甲ﾡ戸にす る

稲わら 6 幺 73
ﾡ 理 2 / / ヲ 3
豆 茎 / o2 一

条 祀E / —
落 案 & s s
その他 フ <

飼 沿 ﾡ用戸攻に対する

稲わら 8s アa 89
表 ・ﾡ / /
牧 番 2 - 2

一 i
そのﾡ /3 / ラ

-77 — 
nd山杯の利用に戻す るﾡ 栄ご業との 向昭が 日い形でさ 

ているこヒ が予知さ れる。 とくに本果ては入 会地 に炊 有する月 

牧比争が全風的ﾡ向にべ て低くなつているから, 深草に肉す 

る士た所ﾡの複ﾡな同ﾡが存在してい るよ シ こある- も く から, 

ﾡ地 -— 一 林地か一組と し てず付さ れ例と して引用さ 

れるのも中画の山地地方のﾡ#であるこ とを吾々 は 想起しなけ 

ればなら ない。 化学肥ﾡの状給寺が現存と 比べて著 しくﾡか 

ったm和 っ$年において. ¥ 数以 上のﾡほか幸の不足を前えて 

いるのは当然入こと てはあるか, 自ﾡ肥料の依存戻の高低ﾡ- 

方ﾡ梨生ﾡ力の水ﾡにも左右されるものてあるから, 現在採車 

のゆﾡか蒼しく 失せたと ﾡ曲す る ことは早計であろう-

同みに, 進ル肥 や 飼料 に 車 以外 の もの を 使用 する 割合 を. 产 就 

此羊 で 示す と 次世の通り で ある。一被

同 坦
的に稲わ う ペ天程の比条が高い・

___ 配 全府県 交 室

ク e 3 3 *
3 っ a s&
— — -
- — /

8
3 火

a ヲ ? o ・
/ 一

2 2
—

二
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(iiウ) ﾡﾡ 利用

ﾡﾡ双取の状況をﾡと同ﾡに地敷別, 府景引に対比すると才 

2-4«衣の通りてあろ。 全体として ふo〜火$%内外の世帝 

が客ﾡを深取して いるこ とになる が, とくに友』果ては. 向 

部よ。 平ﾡ逆にﾡむほと取帝の 比 望 が帝 くなり, 準山 向部 

ては山同郎のにもﾡする40 %の世帝 が落 ﾡととつているこ 

とが示されている。 これらはﾡ料よりも主として料に仕同け 

られるもので, きﾡ帯ﾡのマツのﾡﾡ7キである。採芭と 異な 

p, ﾡﾡ採取てはくのそ営地に依存する割合がﾡめて高くさ 

つている。 とくに広各景平ﾡ部ては 70%の帯かル人の1林 

から塚取していること が示 されていろ。 これらは山林利用とﾡ 

美生たの発戻との高に, 配え.しなけれ a ならない向忌がかなり 

ダ存 し ているこ とを致える。

-79-
られて いるといってもﾡ言てはない。 とくに7・ロパ> カス や 

石油コンロの普及友のﾡかった昭和2$ﾡにおいては, 自給的 

ﾡ料か大羊て, その中てし「そ下」 と「きさ・の主は高い。 

なし平ﾡ部に下るにしたがって「そだ」 「ラさJの置はそ干 

Tろか, それても左ﾡ的武要性を5めている。

「すみは自己生達とﾡ入との区分があるが, 「そだ」, r 
ま さ」は歯己ﾡ取するﾡが殆んとて *野利用の状ﾡﾡ査のﾡ 

票によると, 山同部ては70-ふ0%. 平退部ても3o%上 

に及んている。 客繁と同様 他人の山に依得するきがあい。

才2-44ﾡ 地 ﾡ 别 至 栗

山 同

全月ﾡ 広 高 全内型

雑ア 数に対す る落素株取ア 数の s 7 3 3 • 勺 /

内 自 分の * ﾡ 皿 からのみ 34 $ 3 7
白今の生常地と地人のを性地の画方 7 火

訳 人の経営のみ $? タ 2 $

用 別辛 ﾡﾡ祀 火 3 3 み y/
※ 料 2 s4 s y
その $ と

ﾡ取欲に対す る 入会地 よ り扱率するア数比条 $ —

ア状ﾡ

同 平 坦

玄島 全A具 な ・

2 2

44 3 7
7 a

sテ

r $/ / ○
se 6

/ s —

3 /

6/) そ, まき及び決の利用 ・

ﾡﾡの ※料 は大半か「そr」rまさ」 rス」 てもつて占め
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オ2-45表 平用ﾡ雇メ別

u 画 準 山

全府県 な M 会 高う

そたまさ 9 6 ?e ?«
根 株 ○.2 — o3
枯节,唔H Q2 os o5
きみから ○./ — o6

○、/ — o3
3o ユ/ っ

その他 o« ハ/ /

回 平 胆

な 3 全A垣 広 島

9s s ラ s ラ

— o.$ 一

3 3 2

— 2 一

os 一

o7 3 2

ハ$ 3

ア2-46 地 ﾡ 洗 そ た.

1 ----- 山 回
! -------------一

全点票 な ・

総黑 系ア女に 対する そ探取平ア のヒ

内
自かのそ営地からのみ場取するもの $«

自 分のそせ と人 のそ営せとの西方

訳

他人のそ営地のみ ← 7 .

取ア数に対す る入合地よりﾡ取すろア 数平 5 o

/ 戸 当 我 取 号 2/8 2 ?

状 乙

懑 ・ L 同 平

:金上工 ホ 家 全A" 必 ・

と 5 S 2 3 d

・ o *5
7 ワ 6 &

s o c ヲ

シ • s ____ 2 _
2/2 2/ /9o _2o<

ア2-47表 地 域 ラ ま 3
_-- 1 回

全 西具 木島

総ナ数に対す る ま ・採取ナ数の ヒ と 7 ク

内
負のそﾡ地から の みx « 3
自 分のそ営地と ﾡ人の&営地との両方 夕 3

元
----------

¥ Lk 直 平 與

全A足 な ・ さ ・

・2 4 < 2 3 3

a s < 5 so $ /

3- 6 « $



-82- -83-

--------------・-.....
山

全府

同

人の & 営 *の み 3 3 3?
我取 定数に対する入会 )ﾡ系の方数は全 マ

ノP塩ス系型 222 34

・山商 平 ・田

•府城 宏 島 全府ﾡ

$o < と

3 /
2 7 24ラ ノク2 22Z

(ビ) み牧せとしての利用

Bスの小だにおけるをきﾡきは, 小頭数の合何々ﾡ が一 似 的 

てあり, ﾡ地をﾡ受とするケースはない. しかし, 中国光 

方の山地の和宇生をに古く から 放牧 によ る 相 故 編 音 が 行なわれ 

ておることて有とてある。 休ﾡ 私戸状況語石ほﾡ字的2この こ 

と2製付けている。 すなわち, 家高ﾡ音戸なに清する灰ﾡア* 

比tし, 衣牧戸数のうち茨野放衣をするナ数の合も, 本累の山 

m部でチ山mﾡは全月ﾡにしるしくﾡく なっている- 平ﾡ地 

二おいては, 放牧する場合が著しく珍らしく ﾡるしその同述に 

はげしくない。ﾡﾡﾡをみると, 自分のそ営地ほノ0～20% 

程ﾡでく, 公共ﾡのﾡ合が高く なている。 株革や落葉

そだ •まきの 探 取 で 回 既に 重要性 を 失 つた 入会地 度, 放ﾡにお 

いては各地ボ共未だた存左起ﾡを保つている。 それらのこ とから 

して 次形式によるﾡﾡ育はﾡ雇そ済のかなりい段Tに

よるしのてあると判許さ るのてあるが, 話ﾡと株業の発ﾡが 

今後 かかる 土地 利 用 を どのように 変えて ゆく かに 国 u かもでれ 

る。 とくに本ﾡにおいても, 山同部の和牛生逢地ﾡての主要 

向ﾡてはあ る。

ャ2-48表 放 枚 に 灰 す

u 回 里

全府ﾡ 広 高 全点

蒙富飼音戸教に対する放牧户数比% 2 / / ____ 3

放牧ア牧に対する 林野ﾡ牧ア救比% 3 s /ノ◇ 3 6

株 自分のそ営地 / / 2 ○ 25
収|回 有 光 / 6 2 /ラ

発 都 遒 府県 有 地 /
恐 市町村有 2 S' / ? 2 s
霓 入 会 * 2 22 / s / 2

他人のェ地 2 2 ク 2 / 2

指 ﾡ

山 同 平 坦

玄 皇 全府項 広 A
3 /

? 0 2 7 ふ /

z8
/ 5

//
26

2 6
/ 3

6
3 /
/ 7

ク

6 7
s s

\
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() 林ず生声の 水 準

上 の=と ミ#野の 自給的利用の上に, 所有ﾡのそ済と林ﾡの 

そ済み発認にしとついてﾡ次, そ済事共としての林ﾡ生ﾡ か手 生 

えﾡ展しかけている。 株ﾡ生産の貝体的な秘ﾡは. ﾡ戻のペ 

地ﾡの ﾡﾡ店に+つまちきらて, 専 ら天然林探取 に 依存する祈崇 

林― 木炭生えのわﾡハら, 休 —— 用状生産ゃ, 特用林起物 

の 税培に 至ろすて存在する. 今これらとﾡ及の段諾と 生起の未 

ﾡ的形徳とに区分してﾡﾡそ明らかにすろテータない。 そ=て 

ず. ①休 せへ 林ﾡ生ﾡ的 び- ノエ そ行なつことに商する 活 

ﾡ ,①あ林、せかっ林3生虐事業として c - ハ乙 をする g キ

とに分けて. 私用しうる ﾡ計 テーク を分する ことにしょう, 

尚 附 般的に,ﾡ炭生産や林業ﾡゆﾡ専にしふれる.

() 本地への シャ 一んを にﾡする話事情・

林地へク・-/工 として. 扱し1要てあり, 目つ歌番的 

に把堤され マすい のは人エ 注林にﾡする諸計てある.

昭和25年矢ﾡの 材 野利甲 元調査にさ M は, 材 野 点世番 

のっち, 調査 年/4 年 の 司 に地市 别 し：！ 大ﾡほるい か 本 ダて 

は/〜と%て, 全団的ﾡ向に比しﾡしくﾡいととしに, u 同 市 

に至ろほと比ﾡす芝しくきくなっていろ。 こは、 本ﾡの 用 * 

林は弟 ビゲ マク天※契 新業 と期付 していみク ら )z 纤 4 らな 

いのY. ズざ、 とノさの林可徒の求部、ﾡﾡのﾡ都びは末 

だ用材林ルがおと Lそ\ る証次ごち ろら.

う2一49表 人工遠林実ﾡ

_-- 山 间 部 山何部
平部

内 地 広 当 内 池 方 自 内 比. 空 旦

抗野 m 芻戸效の中ぐの 造林ア数ﾡ / g / 2 3 / 3 /

其のみ6力 年 を 至 過した 昭和3/ 年におけるﾡ査におい てに

品去$力向の商に林し た年数を 発表 している が こ hに よ

-85-

ろと, Sカ同のうち, /方年でてもしたのは. 諛否だ 熬の 

3$～$o%で, $力手回続して造林を突ﾡしているのは 

2.$〜 / 2$% 理友 となっている。昭和2$年から 3○年頃の 

回にほ人工ﾡ林はかなり顕着にしたのてあるが, それでも, 毎 

年実している月歌はかくの如<. 非常にナいのてある.

*2-1 0表 人工林央ﾡ年数別戸救比ﾡ
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しかしにがら, 人工林化のﾡﾡは 林野計ﾡの階層を超え 

てひろがている. 今 甲林面ﾡを$0%以上所戸している 

世茶をﾡ局別の戸数比年て示すとォューノ/団の通り, 全司平内 

ては大体3○〜 3$%てある。 広島県 ては ﾡして所布規ﾡが大 

会 く なれは用み林を$。 %メ上有し ているアﾡ比ﾡは高 つ 

てはいる が。 それても, る地区共その甲さは大ミいしのて 3 •> 
ナ2-1 1 回 用材ﾡ画積る5O%以上有している
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い・

次に嘘林されている場ﾡてあ るか, 昭和ミ/ 年の私林N査 

によると, 内地の全体的傾向としては, 的$o%が用ﾡ林付跡 

地の両林て, 残り の$○%がﾡﾡ林"原野圭林と なつている 

こから判ﾡする と, 生本面ﾡは既の人 エ共に井 して倍加し

層別ア数比率 ( 昭3/年ﾡ.私有本き結ﾡ報告〔工〕による.)
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フあると見れるのてあろ。 本県の系林区引ﾡﾡは若干要り, 

用材ゲ跡地のﾡに囚せ府果よ"し高く なっているか, ss 

森林区ては, #ﾡ転ポバﾡﾡ)に伸びつつある- これらの堀を 

どのように引:fすべさであっウか。香々の継岬をから, 各地 

活 ソ!そざ部敬店 が名介これて ・ろ が 大 こ

る,た今後の止休ヶにあらわれた数垣なとと ともにﾡ熟す 

れト ー般にき転催んておらす 今後ﾡ的には内地計

ン(F< なるように准衆される。

ャコ-50衣 オJ甲理別人工ﾡ林突み面積

雨材 

防 • ﾡ
水 野
その

合 計

内 花 計 タ况夕 ミ &.
% 

ノジ / 222

7 コク? &.7 / 2 0.0

な 島 /ラ 537 .ン e.? /2 20

広 部 3勺 ユ43 2./ / s.4 eoo

オ2-51表 今 ﾡ の 林、

林 ﾡ 転

新炭がある ア数 計 ﾡ

総 数

計 面 か

あ る

計 画 か

な い

総 数

研ﾡ林の六 

部分を自 s
用 に利!所 し 

ている から

内 ビ 計 ノ200 422 ・?/ /○ ○C s70
7 /○oo $o /20o e ふs

/2oo ・73 ・2.? ノ202 4 6«
? s /eoo バ、o <so /20o ・98

_________* 询

か を い 運 当 引 戸 枚

入の天ョ 稲がや予入 林か用材 林並か用石 新炭みそ部

「 ア方林2 の労力や話 の源出- 不 の生ﾡに速 ※の人武へ
その他

しrいか代期 用がろくか 幌受なと= ろ しいとこ 利Jアさせて

かﾡいから かるかう た か ら ろ から いるから

/ っ.e 3/ /ム" o3 6./

3. / 87 2/ 9 — 2、/

s3 /ハ火 フフ 6 o3 ラ4

6.3
—

4.« 2 / 66 / $- 2、o
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野京

が あ る ア 数

う 型 か 京画か•

設 数 統 数

あ, る な い

: w 22o 34s ノ202

ヘフ /タフ 5/ /20o

4 e s.« /22o
・ < ・ /○ 2 2 フ?3 ワ27 /22o
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計 画

画 の な い 理 由 5]

ア所はえﾡ

F *改牧に利用 

しているから

ﾡ野かの戦 

出 に不イ受みと 

= ろたから

植付々手入の 

常力ゃ貴用が 

多 くかかるから

京野かﾡ木の 

ﾡ督にしない 

と ミ ろたから

承野テは部ﾡの 

人史に利用さ 

せ て いるから

その他

スク s. 3 /oo ○s &. o

ケンタ ?$ つ$ — $

7 6ク / フ 6.7 フ? ハ2 //

ss2 ハo ふふ «フ ユo- 一 24

や 程 こ、

ご あ 2 か あ 心声獄 っ チ
; ____

言 品 が 勘 ﾡ が

総 数

あ る で い

計 /o00 / 7o s3o /22o

自 フ7 /20c /3、2 a 2.a /◇2o

グ / ラ /○0o 3フ« 6 7、6 /200

? 3 s /202 3フ4 6っ.火 /oひ0

ない理ナﾡ

良画

ﾡ不林を用
プノ る子定

から

付々手入の

力で書照が

か かるから

士 池 か ﾡ 木 

しか主者 し 

ないから

ﾡﾡ 改京は 

・部気行ネ 

尽"か ら

その

2 4,3 26、$ 2 火ク s、/ / 夕.2

3$、2 フ 6/ ・- 6/

/92 32 /32 «.s 292

254 2 3.6 2〜ク 2? コ3ヨ

注 : B沼和ロ3/ 底 私有な調査行票報告てによ る。

物 音 罔 珠 の 数 値 を 本野利ﾡ状元えﾡによ って もとめる と 一 

投に 〜○.%〜s。 %の 竹有 ﾡか 昭和 フ$/ 力野向にﾡﾡ作業 

に 従 爭 してい る こ とを示し ている. ﾡてはさらにこの比ﾡは 

伸びているかも知れない。 本ﾡのﾡ向を全回と対比すれは, a 

ﾡとも全回よりもﾡ〒 実ナ 数が高 くなつている- 株 

ては低かたけとし, マツの天ﾡ林ﾡ育はかなりゃられてい 

ることを示している。みい作ボﾡ類は何といても下メである 

が, 本ﾡでは味, 同代(天然はの整理や)もかなり行なpれ 

ていること に主目す るﾡがある。

ルみに, こハら 浜 #作業に従寺し た方ルカ の新空予・作 て ぁ る 

ゲ ん との世ﾡほ日 家% ノカ で、やっ てい る こ とになつている。 

常居 ほ数値に上つて こ なrい ほ ご値か 「ものてまるし, 百たを入
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れた所再杏にし ても僅か/クー /5% 程 Iに す ミない。 これに 

は 地常別お色も, 本系 の神 気し見出せない、

2-52云 ﾡ官ﾡ別件む比辛

山 商

全声 全為号 オ 富 全点果 立島

野-ﾡ有に 右 

するﾡナ卒 3 7 $夕 s 9 $e 上

: チ

召 引

の た

ﾡゲ 同 代

下 ]

ﾡガ→る:7 
そ の と

/ s 
e o
2 o

2

3 / 
ラ

/ o 
o

/ ラ

チク

/ワ

3

s

?
o

2o
s $

3

S 7
/

/ 2
o

*2一53長

・
山 回 fヽ. 百 平 旦

金底紧 な.耳 合席% 五 ・ 金府吴 回 扇

保 用 労仲るの っ ち

官ﾡ汚力の争 合 ラ $- 9s 9 6 /oo
日ﾡ人ヌﾡ合 / $ / o Ζ 3 / / 2 / o

() 林地からの 配比 ーパて に肉する 話率情

林地からﾡ*生産として&メーオ そ矢現するのぼ立才 

の加エである。林野利甲状況ﾡによぼ #野そ営治に 

対する扉木販売ナ数ﾡはら〜ノ/%前後で, 山同部に む ..-i 
と高 く なつている。 全府県 的傾 向に対し 広島県は各地市共/ 

%すつ字になっている。原木の販ﾡぼﾡれも立木のまま ご 

ったものが圧例的に多く. その阪入は生活ﾡに主に光当さ 

れている。 これにﾡ金支払やﾡ挙そ営ﾡﾡ当 なとがフい てい 

るが, 林業そ営すに向けられるものはyない～

次に林野前産物の販たア数比字そみると, 会ﾡﾡ的にほ 一 ュ 

～38%と 平部に 出むと・高くなつてしる。 広向界=もこ。

ャ2-54疾 自今の山林りの示木脈売戸対幸

-93 -- 
傾向にはﾡり な い が 比率 に ふ～ / M %ときわめてくなってい 

る の かﾡ 色ﾡてある。

山 向向 ャ山回回 平 怪

全海早 立 ﾡ 全済ﾡ 本 部 全府具 京 島

本野をﾡ春戸なに対する 
承不販売戸教孝 / ノ / 2 s 7 6 s

オ2-55浜 林野面き物阪売戸 キ比幸

山 m 草山回 平 垣

全方型 全京ﾡ 玄 島 全府票 玄 島

7 西そ営落ナﾡに対する 
原木販元戸改

2 2 9 つ < s 3 s / ビ

ﾡぎ林ずからっ木阪元ﾡﾡ を是ると 甲村販売こは$年の 

うちノカ年販売したものがゞ○〜62%であるのに対し ﾡ 

飛定の活い"年〜今年の戸数は /o%以下におちて しきう。 

即ち 発んと が向 営3に用 材 販売 入を矢現し ているにす さない。 

こは全海ﾡ的解向と 本ﾡの傾向に大だはない。 硫熟球のよ年 

同 においる康売年ﾡ比率は用材のそれと大差はなく, B8じよ 

ッなﾡ句をっている。

欠に昭ﾡ ・ノ年 ' ヵ圧のそ芝林野みら本雇物をﾡしたナ牧 

7 屮 字をなﾡそ き報み引店居 別 にみる と 次国の 造り で, ﾡ〒の

所はあっても, 会潟梨的傾向と本ﾡ的候向と3大ﾡなく, パ 

同 赤浩の意組層では ノs %内卜( 平均す ぼノ。 年から 

7年にノ友所売している。 )の仮ﾡであるのに対して, $～o 
F?ラスでほ72 〜5○% (平す ・ノ/年半に/ 程度林 起 

ハ 入をあげている) と 急激に 上耳 してい る C このクラス※上の 

7一 ? の上昇字はハなり伝くでるのにも希色がある。 こらの 

成野型営 番 の 所得 著ﾡ"そ営林野の#分ﾡ止などを得ﾡに検試

n い と ﾡ断 ごきない か", この回にハ 規ﾡ 株 業に お ( る 階届 羽
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老林野から の林左物販売ナ※比t辛

-94 -
う ろ 力 な 13 て の る れ ら め と み 加 夏 迫
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テ2一 7 3 をす野からっの材木阪ﾡﾡ数別ア数比ﾡ

(昭S和>/ 彦 秋や 林 調をﾡ ﾡﾡき〔工］にょ る、)

別の 産物阪ﾡア

ﾡ別に区分し て区示す

さを,

ると»

ご ら に実ﾡし天ﾡ雇販ﾡ価格

ユ2一 /メ図のごとく なる。 それ

------  円こ計

一...  に島 7
-.... な島/9
------辽圍卄

3年

それの至莒面市階層別に ちかった店ﾡの形 バ み ら れ る。 ま す

/町未ﾡのなﾡ倉ては, 六部今 ($。 ー ク○%)か52万未 

通て メ下& 教に少 し, ○う円上 林産収入 そ実現し ている 

ア数はﾡくﾡにふる。 そ i ご る パ ッ数が バー セゝ卜てあ 

がって、ころのは、 ス ﾡ 林米のや色 一 不の 干 備的貯音的 

代能 ・ヒし云える。 ノ〜$町の階層ては2←万四以メ下ほては

$o%mのナ歌比で. ﾡﾡに平行 に 帝し 2$一 $2 
万円? ラス に 戀；敷 に 下る. この傾向ば/町未ﾡのﾡ 細居 に似メて 

いる～ これに対して, s- /○町店ﾡては. s- ユ$万円の? 

ラスにモードかあり, そ以上の全ﾡ? ラスへの税動は上ばの 

2「層ほご色ﾡてはない。 ノo。 万F以 上もの大金 を林ﾡ収入 

ておけたは帯も方干いるこヒになっている- o- 2○町「層 

/ ○ 町芦ﾡ とそほ と"ﾡ なく , たた全体のカーフがゆ 

るゃかてあるたけ ごふろ。ﾡ内の数管はサム フ・ルが少く るた 

め, これっの「層てはかて9不整さ 配分 そしている. 20町す 

- s ○町にづろと. s〜ノo。 万円と いう F常 に中広ないモード 

ハい て いる。 50町サ以上になれノ町未ﾡと は正対izエ

平カースそそしていろ.
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ﾡ商ﾡ別戸 数比 辛
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() ﾡﾡで#末賃ラその地に同す るﾡ事1

ﾡ求英をﾡ別にみると, 山部ては製にそ事するナ故に 

/〃 %ﾡﾡて, かなり高いﾡ業を秒成している か, ﾡ山同 〒 

退ては〜%スび/%て. 今んと取るに足りない 数/必 になて い 

る. E和25の利甲状元 続 をにる 数福 か こ の位てあるから 

その 後木 次 き 演 の 仔 為 はこ の お 他 以下 ,, ウェイ ト しか占めてい 

ない てe つと花熟ごれる。 製炭の ﾡ営予態と して寸自 当 

か 受も い か, 子と し て従事しているし か/< %ﾡﾡある 

-と は上ヨ してち か ね ほつら な い- シ エ 办 保 向 の 全府 具と太飛 

とてに余りだ3ない.
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ャ2一57み 林木 送 賃 労 イカ

山 同 準向 王 坦

全票 広 S 全点果 4合 E あ

山 爭 に 早内 に出るもの ・ 7 /$ 2 o // ノ

ﾡﾡにﾡ口コにるもの e /o < 2 7

本材加ロエ エ最にﾡ口にﾡるもの a /2 / // ?

*の)は事の合商に法るも の 4* 72 co ? 6o

統戸数にコする交琴ア枚年 22 フ ^ / 2 ラ & 3

ヤ2-6衣 ﾡ ﾡ ﾡ

山 円 準山局 平__

―- *#*w

全点見 左 ・ 全おﾡ 広 島 ・

総たナ牧に対寸ろ製炭ア数の号合 / < / 3 夕 3 / /

!
ﾡ炭ア数に辻する.

自営て ﾡ く ラ/ a/ s8 9/

後って*え< 2 / ラ

子としてﾡく /o /シ /N // ?

宙営 ﾡつてもルく 一 一 一 —

・営・x子 一 一 — - —

請承・規子 - — 一 - 一

自 営 ・請ﾡ ・焼子 — — — —

林英賃にろせ帯は山向部てに調査世滞の 2O %程良,

山同部でに /©%, 平ﾡﾡて$%て 山部てぼか。り基 

翌な仕平の場に さなつて いる か それても, 相的にはﾡﾡ常 

はうすい・ ﾡ労の形式と しては. 家の事の合店向に出るﾡ居 

宅の渡 用 て, 幸ﾡ的に出るものは僅かっc。内外にすも

Tよ いゥ

尚1, 余考のために 林を枚涙にする収入ﾡ別の収入価階 

層別戸教比ﾡを因示した。

ャこ -1 5図 本支肉係主入源引・ ﾡ収入ﾡﾡﾡ 引戸数比幸



主入ﾡ :

(イ は経営杯野から生左敗売し戸林産物 ( 甲材, 

当業務用原木, 竹林, 野ﾡ産ﾡ).

新決 材, 自
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(p) は経営林ﾡからの自ﾡﾡ木によつて 生産ﾡﾡし た木犬。 

い) はﾡ入原木て生ﾡ販ﾡしたﾡまたは 木.

(=) は林*頃。

休) は他人の林野からな取販ﾡした 野訓 産 納 .

(ル) 浸家ﾡ済における林ﾡ部円のウエイ ト.

ﾡ後に肥和3つ年ﾡのﾡ条ﾡ済 ﾡ査 報ﾡ喜のﾡ価にも とっい 

て凄 条そ済におる林ﾡ部口のウエイ ト を甘計剥してスよう-

ャ2一$5云にぶろと, ﾡ査装家/ナ当り の株野ﾡ規様は. 

そ営ﾡ地階ﾡか大きく なる にし たが つて大 きく なっている か 

全為ﾡにし本ﾡでばその道加はﾡい。 ﾡち, 去いかえば 

同じ ﾡ地 そ 営 授 ては, 本のﾡ 条 の方がョ り ない画茶の林ﾡ 

をもつていろことになる。これに本調香ﾡ字のみらす 更に 

本ﾡのはじめの部分て永時利用 況西査 #にも とすいて花 

ﾡしたところてある. M査満字/ナ当林業指収入も営ﾡ地店 

用 か•很 めす大 とな って いるか、, この場令e, 本ﾡ八道加は全 

府月 に比べて大きい。 告 定家の能平均におい て も本景平均は 

全府ﾡのそれの約2倍弱の3/.○20Fになつている。 公 反法 

ボ の山な ﾡ条において ほ, 林*収入は田林や ﾡ央林 の販売よ 

りも, 新や木ﾡの生産による京ﾡ収入のﾡが多いか $及上 

ては立木竹 の 売却 、怛入 の ナカヤ ウェイ ト が市く なつっている。即ち 

S及未ﾡてほ林の所ﾡ全ﾡよりも,浜太を目ヌはﾡ入L て 

林野ﾡ物のォつ次F加工 に る商浮の方 か, よりヤ要 で5 る こ 

いうこと がい える・ このﾡ向は全ﾡﾡと本ﾡとこばﾡりない。

# 業支 出も 受営地階層が唯 め は岩 〒は大さくなっている 

それほと増加していないし 収入ではかなりのﾡのあった全ホ 

私と本ﾡの差も 支出では著し< あらわていない。 支公の中て 

は 償取が大 きく, ﾡ用分賃は 階ﾡが! んても そほごび 

< いない。 木炭ペ 著の取た 収入の多かつた夕及満の層では場 

然のﾡ乗として, 新ﾡ京木代や製球重のウェイ ト か 离< なっ 号
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オ2-58長 ﾡ 訳 全 済 こ お

○35ネﾡ o3〜25町

全府系 広 望 全戸果 島

(/ oo) (/ec) (/oo) (/oo)
/ア当 子:夕み ス 入 /ラ $/ワ $436 /ク,0ふ3 /っS87

(タク) () (36) (s
加,と崎崇病木 7夕/夕 6 あ,20S <の$2

内

(シフ (a3) (s3) (ふo)
新ンネ炭 ラ/ジ3 <44a3 2ma /の3$

(ノ) (c) (/) (/)
を のさの林、業収ス入 87 32今 イ5c7 so

シ“ ○)
/アセ 平内林業 支出 ク$2 ナ死 /3s っs33

(一 () (/
<メ<ダ- ・-- 夕

内

( s (/4 ) (
確 と官理書 -- 24? 一

(49) () (so) (39)
締ﾡ及木と製ﾡ長 $97 /○ 2/6 ///

(5) /ク か (3)
そ りの林茶支 ラワ2 ぷ / // 2ラ

訳
(/ダ) (87) (c)

減価備却費 34 七フ" 3? /2/6

/ 戸 平均# 業次入 4 44? s/o4 ノSノ /eoox

ﾡ 家ﾡ収入に対丁 る林業 料入 の % タズ ハ3 3.0
ﾡ外収入に対する林業ﾡ収入の% ス/ /4 スク 绮

1 る 林 葉 部 口のウエ.イ ト

O～ノ。 町 /の〜/$ 町 4$へ2.。 町 ェ

全月型 広 島 全海号 広 島 全相甲 金お果

(/eo) 
2739

( /eo 
尔％?

(co) 
2S,くS2

(ree> 
S6%5

(/ee) 
328?

(/co) 
ダ<7/

(xeo) 
/2S6/

(/eo) 
ミィノ3O

ルタ)
/ $6

(8) 
32/ 9

(sの) 
/3ど

(s4) 
4今77ク

(er) 
コ ク 74ダ

(フ2)
*ダ68S

(ee) 
/ed22

(g8) 
29&?2

(ダ) 
/3282

(3sり 
つろの7

(o)
/ク7?

/ (ョ3) 
'2あぷ83

(3の)
/イ ふ2つ

(o)
/ス?

(s>) 
クS/

金—
Sダ2s

.9 (c)
447

・% (+) 
イ?2/

(s)
・:733

(P) 
S

(s) 
のミふ

1 5フ5 ッ22P 3/テ0 6cラ/ ・3ク/ 3s33 35 3○っ7

3 ワ2 /ダ 3ぷワ < ラe6 ?/ コ ソ <

&x2 2く /448 s33 <o ・ j 〜2

ク45/ っ033 628 ク982 /タタ /43 イ234

・

387 "7 &8 ラ2 ィ36一 8 "クミ

80 1 <ク22 93 イ243 73o 3/22 $58 イ/シ

2%2パ 1 &s&す . e3ex 229/8 /
--- I

$2882
1

/ジoッ3 →S'e3

7o /ふo 夕々 / s/ 52 3s &
/e

--------L

sう コスs so 4/ シラ /o、<< 22
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い る .

○3町未ﾡ O3～ os ﾡ
全京ﾡ 全月ﾡ

終系のﾡそﾡ用中に占める林ﾡ支士の / e.4 つ、2
数条所7甲十に占める 林*収入の% $7 ノ・ < s ユラ

平, 均 林、 受 巡 視 2.3 62
部ﾡ ﾡ 条ア辛 s 4s / 6 ク3 / 3s

ヘ/○町 ス2〜/$町 人$〜 2、○町 平

・ 全ﾡ果 広 宮 全府星 な 宮 全海具 な 会 全有具 な ・

s.o 3.o ハ 2o & 2.2 2.7
a.6 ルク 7/ さ才 /へo &.s スナ

ふ/ コフタ /e. 3 "4 /2 ラ ワa
/ラ2/ 43 / o9e 2イ $$3« ノo

ﾡ家状入 ﾡ外ス入, 表条所年に対するﾡ部円のﾡへの最 

も高い —— し 尼力レ つて ﾡ家林 貨 の梢対 対 に 密 手 モ-站港 は友路梨 

ては/○へ/$町の階層て, ここてぼ林米支の皮条のそ 尚 賢

中て 占める割合も早レﾡい師ﾡにﾡし c/ハし , 花 一 

/工 ともかなり高い依存ﾡを 示してい る階層 てある = と か今 

る。 全府ﾡて o sへ /○町の諾層と /○～ハダ町のﾡ用と : 

大体 届 じ位の ウエィ rをもめているろ か そ 県 そ/1 のウェイ i ] 
本のては い・

この 調査から 判断す れは 本ﾡに全府界の中てしとく に渡 条 

*すのウエイ ト の高い見であろといっ こと ク清権 ごきる。こ の 

調査 は 農 多 を 対 象 と し ているため 抽出 ほ 平坦 部 にかた よ り. 

山同部はﾡく軽く 取スり扱われている。 しかつて本界のL 同部 

ては, 尚一層ﾡ表林業に高い 御次存及 をL ていると 像し< 

シﾡりてないてあろう.

( 本飛工 英は 年 目 ごま し い発展 をﾡしつあるが その中 でと 

学工英とく にパルフ。桜ﾡ菜の飛及が望ヨ ている。 本果 はパレフ・ 

ﾡ料るアカ マソの生産に戻しては全国汁一位にある。この主7 
る生ﾡ看 ほﾡ ﾡ林ﾡてあ る-

z) ﾡ家林業のﾡ家そ済内師に占めるシエイトIは, 済梨にべて 

かなり高い。したがつて, そのを営的発長は非に書要なﾡ決た 

シている。

) Fアア マ ツ林地帝て に, ﾡ業への展所はおくれている。野 

の 日 給的刊 用がかなり の 程及 っているし 大 な牧野が低い * 

# て 首産的 テ 用かなされて い る。

y) これ に対して アカマツ 林地常 て は 林野の 自給的利用 が未 だ強く 

宛って いる上 に, パ ルフ・本供給* としての株 ﾡが手生 えて来てい 

る. しかし林せの自然的条件めぐまれす, 生起力の飛及が阻さ 

れフつあ る。

ヤ6ﾡ 結 び

本章てにﾡ々が行なわんと する広島界のﾡ字林業の調査研究に当 

つて, 研ﾡ客休が如何なるﾡ様をなし, 如何なる同懸点をもってい 

るかを予の知るために, 香々の利南 した諸資料について若の検甘 

を行っものてある。 その純栗 以下の研ﾡにとくに深いﾡ係の 

ある項目について記 すれ は"次 の通り てある。
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3 研究う法

ﾡ1前 研兄上②緒仮文

吾々はﾡ妖林来ら研そﾡめろに 当っ て 次 ごx ミ仮認そαて 

ている

(1 ) ﾡ系林業 は 農京 —- ボ※さ家糸Y L て 営 お個別 終済 —— の-生 

鹿部 門 で あ る か ら. ﾡ糸林※は そ今袁ぶ*枚数○あする地ばっ永 

糸ほ老の在り方によって. をちさまろど②ぐろ»Yいうなﾡでろ 

ろ. したかって. こ今ﾡﾡによば及系ﾡ老○構逆な査うこYに 

よって. そに附爲していろ 様系林※ ○ﾡ数送は相天す ろY い 

うこYIてろ 一 きp 糸件妥因ら ﾡ知と\え上

2) 農 家にかける 系主艦事※は水来久 ら 次 氏連ホ 供用 していたu 
"呼の自台仲i剤«ﾡ次止ﾡして 発展 して米た むの ぐあっ 

て. その発及ﾡ階はﾡﾡ芝は②林地へo-/t. ③逆へら 

oau*-/ut ③林地に形成:た林*ﾡ浜火本くcんバなaとゝ の= 

ﾡﾡムらなす»こ とがでまろるのくろろY仮えL てい» ここ で 

みろ. ーー aP ば',欄 き受因灰えヒいxょ う.

前有○糸件矛四にはﾡる2林祭生ﾡに彩客*及ばす曲*的 同 

協的譎要因の う ら 総老徴済的珠因そ表家の老む救米な老そらるら 

cもとp. 浪求ﾡ念べ沢す九ば. そに影署マうけて 承※林※ 

がそぞuったむつになろとうえな»ていろこママろス A 
・ 

米と林示め共に土地主た糸でら力久ら 自x的. ﾡ済的立地によ 

って *に aた ナ 2 経 君槽豊は帼 次する こ Y は 古く か、心 渡来镇清 

すの水えととこっにした欠ったい②でろろくチュ-ネン エ-レボ 

ク ブリンフマンをﾡよ). しかし 両生産ﾡ系べ個別優巻体とし 

てﾡ合ていろﾡあに力いてば どちら久べ因になリ米となって 

いうこ と 木 予週 やれる。 タく◇場合 表○ヤ水ﾡ如門は意系 x » 
クハら 双朱 終 君 ほ 盛 落. の 土地 利用、 ガ イカ カ 利用. ネ洲用、 m 
形成 消共ﾡキ 々に1大な彩署る スば し い て は林米に ﾡ係し 

くいろ こと 次 予 想 やれ ろ. しからば妃何»ﾡ茶区せらﾡ造ら下で
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い久なみ承 み林条系がべ形麻 てろのか. こは未だ央ﾡ的に花極

れくいない. そっんめにる々はま ﾡ糸縁きみ形ﾡ化そﾡ糸林ﾡ 

○糸件委因らﾡ型としてﾡﾡしていろのでろろ. る々公地以&分 

ﾡ酒区分をしくいろっが こ○糸委因さ四ﾡ北し. 形急化レょう 

としていろことにろろ

Lからば 検為のﾡ造我函Yは"か ﾡ的2云えば る々欠知ら 

しとすみ求ﾡ 林糸 ○内なそのい○%指す. これなどのようにLて姿 

理しくろらりすヘというこては. 香々今研えﾡﾡそのゐY直台L 

なけばならない向ﾡくあろ. しくは 本所 をはじめろに当っ て 

飛本した、 「ﾡ象林条 研fえ○課ﾡY力法」スび求ぶ林系ﾡえの予 m 

的秀条そろろ 「日本におけク小永有林②経宅」にmらかに したベ、 

ﾡﾡCは次のようC要的さろそろ»ろう

づ考々今所え然ﾡは. 表系におけ々林糸生産々上り及*せ 

そっm件形成能力なる. ﾡ系ﾡ済により立たせろYてぬIに 株 

産式系不又のる固2届氏軽済にみ能させよ う と ろにあみゆけだ次 

との あ林茶 ○ネ及を ﾡ条の 林呼 ○利用②形ﾡからみ は.ﾡ 央 

的に. 自除的利用—— 柔. 株撃. そだまさ等の利用—— から 経 

済的な林条生産へ —— ﾡﾡ用の木炭 新 系材ら生艦など-Y選 

?く委がみどめらっ. ﾡ型図をハけは次の通りで力っ. I の

段崎では、 木だ本条にアけっ林糸生 

友は東光建で,球家は林野をすべて 

自総的に利用していたにす ざなかっ 

た. 2時には林ﾡ◇永的有は明 

確化してカらす. 広人な部落共同体 

的林ﾡ 利用次ﾡを Lていたにす ざな 

か、った. 西代次並みﾡ糸②震Y林 

糸ので及Yべ、 ﾡ次ﾡ条林条の成立 

ﾡ盤を昇え. I-I◇役陥に入った, 

ここては. 林 o 自 ﾡ的利 用 x 林※ 

生産的利用Yな併していろ 双在 
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◇タく ○枚京林茶は この保商ぐろろ. さらに進 ば 意条ら林呼H 

用は会に来的刑に行すろに至. これな▼②段Nそろ 

それて共に. 林※生自休6 内ふ的に高い水単らものYな力にち 

がいない. こは. 林系生Aゆ段せ違Yしく示さろ.番々○ﾡ 

メでは. 林地へ○林糸的-. 林朱的 夕以•-* 林地上に形成 

*て い林※的 cencta2 等 ○.A Y書こにナ\て計刈さろY 仮文 

してい». 即ち 吾々 の诙穴忆 よれば、. 林地へoム. 林地入ら 

。 ・オ-イ本共に 夕くて. しかも林地に形ﾡされていみ そ次& o 

淵透の すぐはて いるもの (ﾡ的に8 検的に & ) . ﾡみ林※Y し て 

発及ﾡ階のﾡいものと していろわけでろろ. Lたべって そより & 

そぞつ指ﾡに»いて xちろもつを及役噛の悩いもと し <ﾡ

型化していろ.

かくて. 老■々 は 実悲、用去々通じて 明らみ に ミ たﾡ糸林米 以.

出 ﾡの 仮役 %とづいて 分外ﾡ基ﾡ Lようと してい らもりであう ・ 
印ち 糸件ﾡ因に必とづて成立して\ろﾡ条林米らﾡ造発風役 

消にもとうて警ﾡすっことによっ て. 表京林糸ﾡつた»○糸件 

多日てﾡ後委回Yのﾡ老条済ゆ西系内係る"らかにしょ うと Lてゝ 

みもので力ろ. 今りに何ら久のﾡ値断べ与えら . 例 え ば 

ﾡ あ林紫 へのィ /ut ○増大というこて公目諭まろとすは 逆 

— い 福 趁 W を たら サベ ミ糸件杯茶さスこYになり. そっ 

系件 のクち. ﾡ案的に物かしうろ糸件ﾡ因々ﾡ整すろことIにょ 

って ﾡ渋的係ﾡにﾡ的に対然しようとしくいろtのでろる. そ 

クいったﾡで、 号々のなあ飛Zおけろ研兄は. 毛々ら-つの巻 

に すい. 光ﾡゆ2ﾡ表地を抜げろこヒによって. 光城際 製#ほ済 

ゆ百Kﾡ係さよりなく. 且っ派めろこYに々けYめ、 x下き 

々のﾡやでは. 未だに力法的段階に仲迷しくいろにすゞない.

/※) 本ﾡの叙述はﾡめて筒単2した 細は

,い 農家林業研究犯料才/柴「報題Y方法」

(2) 本糸林業研究女料才«素.林ﾡ試ﾡ場ﾡ老制ﾡ料

「日ホにおけろ 小有林の区 够」 z象照さた\
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考々み研元におけっ地城乙分の力法"手ﾡについては r ﾡ題 x
法」において従始した. そこては. 神ネ川系○令にっいて 車 

例的にのべらて力ったケ 略々 同 じょ う な 方 法を もって ・々は 

な多飛の地放こ分○作ﾡをﾡていった. そこて *○場令ら除 

を超く商ﾡにし 設先*た地&の糸件平習Yしての始々の性格々 

熊織す クこと - す立わち地ﾡﾡ○係糸- に1糸なおく ことに し 

よ う.

(1) 地坂区分

(a) 利刑した デー タ

① 「生雇任ぷによと番回ﾡ系○ル城&分」(農林省農世尋圻 

動 師段済N昭和ね スチ昇発及の料)

の /Pケ2年ビ系ﾡ業センウス町列糸計表く 承林倉休#計口会 

新太 >

① ﾡ許意糸ボ本綱町列究ス く ﾡ林相統押表部)

① 町r村列野る項師表 くﾡ林為悦鋼4術)
① な朗来り藤栗世斎 く広筋果) .涵

の オロ回な多系ﾡ計ﾡﾡくな®示)

© な 名 衣林水星 統計 耳扱 く なあ帆計四る平務竹)

© 昭来ラ/坪み有林がなﾡ系報物くボ者鋭計四な術)

① ス多系○地ﾡ 林業 くなあ系場u冷水ぬ会ゝ

② 系氏m符推報ちくなあ系)

① 枚系基本ﾡﾡﾡ告くな気系)

cb) 杯用 L た燥

① 求系生&択より みた市町村ﾡﾡの性*

① 枚糸の主委ﾡ会作物 ﾡ産物のﾡ択

① 土地当. ﾡ糸当水糸生産翼

① ﾡ系生震の犬ﾡ力的

cc) &分さた水条地城

① 求北山m地城 ― 作木. 布野 ﾡ田. ・ 高呼 比和

番ﾡ. 東城•東 町村

① 来新高尿地ﾡ —— 神忍. 木. ﾡ. 三和のﾡ町対

③ 来御8ポ地燃 知な. 神ユ. 沢を. 承た. 釈尿・ 福包

市 協和. 月ヤ. ジ田. おx. 8問. 内». ﾡ求 向s
そ世. 三尿 御細. ﾡア ・

① 中部区除地以 ― 総筑

. 函あ考市町村

平x. 上て. u. せﾡ ス井

六和 せﾡ西. 三ね. ﾡ. 内. 橘名.

松 否 番糸. 系ﾡ○る市w村

高. 、ね. 入本

® で師門地光ﾡ-— 高さ. ※上聖、人相.

内. 加休. Mﾡ○ふ町村

① 西部車 山向地域;—— な佐 3田. 湯来.

※北.

寺ね.

ﾡ平 ナ河

佐っ8町r
衬

① 中8金地地ﾡ-— 駅. 三次 三ﾡﾡ も令

向原. ・木 八千代. 千代ふ市町 

.過*地域 ——本 坪. 竹保. ネ※ 

大崎 木ェ. サ 堂求 浦メ 下 清刈 s.
川. 高、 T. 佐求. う※、 

な あ. 通園 をも高 五日市

田、 き田.

交清. 川元. 東ﾡ、 

素 ﾡﾡ部 瀬野

科中. 総越、 途田. 野.坂

せ日. 大呼. 大. gゃ

江田あ. 沖※、 能美. 大ﾡ、 者ア、 倉場○る市町
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3-1表 地 城 別 繕 指 株

； Lﾡ ﾡ 東北司 対パ 皆附同 3費向 +e地 ・43札

ヌふﾡ係

$ o ス ズタ

河ポ子均糸活 c
/ 月 2o As $e スス ペ <3 2. *4

2 F 2 イ3 *.s </ Zケ 3e *

ラ n ェ/ K合 7身 4.7 火 *ス 4, 3

4 2.4 * /<o A / ノ" % <

s n /ヨタ /合 クァ よ7 e ス &4

4 月 ス "•タ スく ア /タ? /®? / ス&7 スノ4

1 if 24 スヌス 24 ス34 ァ

a n ? 卯 ス2e 243 ス43 ス4ダ ス4.4 2スP

P 月 s4 /s 2 スヘク /ス a スマ 4 4

/2 n ス ? /a.7 /夕 / .e /&: /

/ ア 4?
•

・・ /.o 4.3 ク Ps

ス 用 2“ 34 ?4 «6 タ ァ s.e s
. 全 ャ

o /ス.o よ.$ 々/ バス® ス e

/ 沼 /&ス.4
1

4夕7 $os 4xo 2S.? ssx 必"

/ R /ラ.ス I ae ”7 勿/ /4K7 スス スe &x夕

3 A バ4.4 i 437 アダス e&.4 w 4o7 //2 〃*ス

4 月 /4a // <.< /ス イクス /フス4 7 P4a

s n ク” o /ス/ /なス ； /4oよ 2/2 イスク <ス7

4 R スs2e ； 24& 224? スヌe 222 ィ火?

7 R タス&ス 2727 222 24x4 "氏/ ス2. 2スタf

s n /P « /合 2夕 ? /ス.ア /ス3 /<ス /ス ? sx !

タ月 ス44? ス323 /ク5.マ 2/Xs 2 ラ// ス
1

ススヌ 4

o 月 //. o 班夕 ク/ 27 /4 .今 43 7
/ A パク s 『sス <4 >x/ 4/ ス /o.P 42 z4

* *
パス F p3/|*'

4a « 344 "3 //< クタ/ ”ク 〃员 今

________全 2/4と ・ 4sa P /24 /&27 ・ 22ス7 . 2ス4フ [<4P2 / x424
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北山同 東变南原

土地 岡係
総土地るﾡ (名ゝ //ク2夕P ラ79タス ///

u 林 ﾡ 承(, /ル/ ラ/一 ラ2/マス <? 7

枚条のそ老すろuよる会 c ・ ) o Po // 2クフ ス7ス7ラ

林 ﾡ 辛(メ アス P- ク . /
株呼中の枚条午 く %; スP? . ク "。 ス

M地るら (fa) 4 ラ72 スス./"

折 地 (*ゝ チ Pス 22

水 函 率 C % ) Pg ← "7 宀

加 地 率(*ゝ /ラ 火 ラタ/ ラア

ﾡ 園 地 くメ 4 2 4 ? ?

・ ﾡ 林 4(*) 久 / e$ バ/ /

公 河 林 車イス> s.マ ス.2 6./
私 有 林 ﾡ(*) P2 ? fュ,

氏有林ヤの杉林 ラ7 n ス /o
株林全 ス.? 3/ o «
マッ林ポ ェタ 2ス P <e s
その米ル林全 — -

P ◇ < o. /

は"乱パに対っ(
ス2 P 2 スス. 3

枚糸/ナ当地るム <4a) Q クP ◇ ?ス 2 j a
枚条/ア台耕地林る込 (Aa) • 子 a フク / o/

土地動項者り核水企生艦具 $みロ下 ダろ円下 /2～ /み円

西斐山阿 百部 u 円 中全地 西郡沿岸

/ラ2423 /e4.23« <7 クク // e" /2.*4<

4 3 ク/ 42ス 4 2 4z4 と アク P. «e4

&7427 e4 /.PPラ ス4.よ*3

クス 7 4x P よ ?. 9 x. x

グス.夕 23 / シフ よ スク 3

/P os 4.44t ノ 女2X /a /2 / «2

/" <.2 •レ /ス. /
・ !

sよ うo P2 ? Ps. 3 4?

/ラ / /$4 . 2 / ス

o4 々“

卜

3o /< 2

.o /.フ /。 2 a « スハス

P7 P ク ラ ピス./ P g 47.e

ヌケ .« / ク ～ よ
•

1 * 3 24 ス. « イ マ

? ? スP 4 // 4 ク3s
- 一 .. —

:2"；
$P. 4

•
aュ ス 23. 7

/« / スク P ェ/ ク s

2 ク4 2 42 2 44 A 44 2 3

2ス7 K 2 2.3& ス.3ア• 2ァ

～/2力円 *み円 下 よ万円 ス下
•

$～ /2万円 s～0力円
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求北山商 ヌ部あ駅

枚系ﾡ老岡係
「

今来絡g磔^圧一トの輔く%) 27〜/2 Aク～ /o 3 〜2よ

u有水系ﾡ (% 身々 P ダス

商品生座戒家率 ② 〃チ s* a夕

主認みる生ん意る科 ② /P ラ *
商系的救系を老む浪メ率 ③ P * ラ/

与 呆 残 冢 隼 (%ゝ 3ク c4 フ

ォ/ﾡX糸ﾡ系生( s &/
オス種兼木取豕率3> /

•
/ラ x

耕地利用ポ () 

作ﾡの作るぷむ合、

/ク ノク /クス

ex f < « f2t
/p. / 々 ラ e /

い る 頬 / 夕 3./
寿 米般 s./ e // <
系 料 ラス

工※場 々.3 4 フ

司宛料作物 / / ^ ダ ス. ラ

Lキ1水核条率 (*ゝ <み <* スノ

ねキイ水系平 (ス クビ.3 そ 4
光る水当 み督位攻 2.ス /P« / s

ﾡ水全系生心化ﾡ比 ② AL-B5- c5 A4-BS-cS AL- cs- ps
//当農水屋条生産執 (み円) 2ク～e 2e ～ スケ ス 〜 o

社会ﾡ済 岡保

く□a及 ss 3 *z。

総人コに対すみﾡがんqっ合 クe と/
・ •

&7
専来農象率 2 c ジ

工※*糸* ク? /P 4.7〃/

色常的後米系せっ常攻※米対ル#(4Xよ火をぴばでば生心秋業央と系すゝ
/ 々ア 3夕

------- J
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4 ずu同 恐初単u円 ・a全地 で切るや

◇ク〜 /e 2ダ ～ ◇7 ペ3 ～ 我 C
Ps〜 フ1
ククハZ0 J ペ ～ 4$

s フタ Px t4

4 タラ 2 &e 33

ス« / 2/ 3

;• / スス

* 2ァ ス“ “ス ス
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/& 34 ク «ク

/«* 34 /43 /ダク ハ,

ss ラ ?/ 2 クク 3 ? ダス. 2

& / /. « A 3 2s e ス s

ス7 3 c . 4 ュ ス ス～ 7

ス .ラ ク 3 4.4 / 4

/ « / s ス. ス ス.と /.4

3P 〜.4 .ス ←. /

ス ス // o 3 ク フフ Q &

4 « ス. < < ユタ ス.

4< ? *? -ユィ. e

/ s /«2 /43 < *フ ノス

AL - c5 AL- 8s- cs AL-8S-cS A4-85-cS As-CS-pL

e へ «2 /e ～ / /e 〜 /ダ

/o 4/ <s /夕3 <se

?4 / ク? 4 ス

ア 2く スP

$/2 /ク/ ク </

スラ z4 フ 42
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(2) 、 域 別 •借 様

次に ﾡな指孫について.ﾡﾡ円の糸件番因つ相ﾡる歯単に方 

づけてみよ九

(a) 気み係

月列の平均 浸税計て よろY 何れ②月に力いてい私ぬﾡい 

平均気ﾡそ示していろの公求北山同地以で 及対に系高の気 

受客していろの次来否ﾡ洋地域でちろ 番,向. 1商 a 
地光は何りこら中問的な気ﾡ示し そら○商にはﾡるな 

髪はYらない. しになって

① 双らxい地城 ― 末 せ 山同

② 中円的ﾡ受の地城—- ﾡ部1問 西那摩山网 中部丘は 

来明高深 ヤ術会地

③ 系り吸ウい地城 —— 衆恐8岸

yなり ﾡしてたよりﾡにあくなあらは初かでろ々か +#に 

くとは召より 来の万がマいこ2欠統と々

地城別纟 気温较差セ みろ と. 炊久ら々にかけての執送な番 

く 殿かい光城Yない地城とては ど本& ○いら:がら々(ノ 

/ス月. /月のﾡ合). こに対しﾡから浸にかけては救迷少 

く 3〜 "程 となっ ていろ くオタ-3図).

次に岡水費 てみ夕 z 岡水 英 の 最 ふをい 遊 吸は 西新 革 3 回 
光域でろみべ、 この地域べ化②地域Y比べて 月利 に秋タの浦水 

■ ♦示すつ は. 〜ア月◇番ムらﾡにかけててろって 秋こx 
Yは. ﾡ郭山円<来郡山円欠かえって今くなっていろ. こっこ 

Yから. こらスつ○同地城はﾡ水ﾡつ分布久らみて四らム 

2頁日本型のえ供*系して いろ ここべ分ち. こIにムまかえ 

東ﾡのﾡﾡ地城はすベ て ○月な通じて 本飛内で及小の水ョ 

さ示し. ﾡめﾡ状したﾡﾡでろ»こYケ分み. そ○年向岡水型 

は/3◇スくmmで力って. 西平山向②そﾡてカカ. 冋 じく お 

岸地域てめ西初ﾡﾡは来初ﾡﾡより t夕く. か、えっ て中向地以 

であろ金地. 立 收. ならびに来ﾡﾡﾡIに並い(*夕_のﾡ)
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(あ) 会任済岡係

商師 の 沿 洋 地は昔からよく必らけた地城て方ろた» 

一級に人口著及なるく. 来番汚ﾡ岸地城< sスo～ 4ss o « 

値そ示しくいろが、 ﾡ次中ﾡから北ﾡ②山問術に至みほゞく 

リ ﾡめ但い本化そしてい»のは求術向ぐ、 南部○才に8 

尚たない*すとなっていろ. ヒくIに南棚沿単備地域Yそ②他o 

中北#○城と9 教送はﾡ し い.

ヘロﾡみクう Yくにﾡふくコのみ*地kすば t<に 

そのﾡ合のﾡいのは否額ﾡﾡでス$メYなり なあ. 天なYo 

大創市の母在ケその1委な原因Yなってい». 決都ﾡ片○浪泰 

ヘコは 7* ぐろろので母部ほYﾡくな く この逆は太に尚 

的は逸そかなりぬしてい»ことなﾡべ*せろ. そ○②地* 

は秋孫人ロ は在 ヘ▽o大*なとめ 東都為駅では&/メY系 

冷な示りていろ. ーカﾡﾡ的水業米※の比ポ々み»Y u村的 

な番額の山円及び塚u問地域と ﾡ市的な否 eポ 地城Yな他 

2とへて者しく高く. かえって系部山同は/8メY系めﾡくα 

っていと. その他②地 ゆ、は 2e～ ◇x合く方ろ

工糸ﾡ糸救そみ々Y. 東部ﾡノ と西ﾡﾡか:り»て高く 

次いく中岡地放り会地. &後地城な松型する. 西沿岸郭を対比 

ば 西郭はﾡ糸水は系器よりはﾡ千少い次 /#※竹当

加ポ ば大*いこYなみと めらろ. 

o) 土地岡保

番々がっけ地めのや休の示す通り 林ず報は 北ﾡの岡 

地城人高く商新の8ﾡ地域に々ほ立ﾡくはなってい»な そ 

○みらきは大さくなく 系い林ﾡ○い系ﾡﾡですら4/ 

%をふして いろ. そ○及対っ帆向とし て耕地は会体と して個 

く. 系り高いR初ﾡﾡに力いてら22。xにすマない.」 前さし 

た通り本照は一級に水田は高いので方»べ、 *で8ﾡ浴洋 

地数は 4～ 4 * ﾡ及 マヤ して低く. スvくに 底部 高R地松 

ケ畑地ポべ高いらで $タフ*Yなっていろゐが将にﾡ立って\
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ろ. ﾡのヤ部 北ろる地城は〜2メ上み水田弟で、 物種 き 

と しては水ﾡ 作ベ社一の主妥な作目てろろ ここそ示し ている

そ○別ズ*的上地用Yして百女ってい»のは 視 沿岸 地 

ﾡで#風 地津 ②高いこ z ぐろち

林野の京月乃花别にみろ ヒ 百ﾡ津地域及び東部高尻地城は 

化○地故に比 し四行よ為次高 く. /o*ﾡ及の救ﾡと示しくい 

っな ﾡ行もさゅてねい. 一万ﾡ術みる地めは他に比 

て公有条原考いく 2～ み2*ﾡ及>. このようなm区分 

上若千ろ又はみと夕tて t. 全体Y し て永福卒へるく 

7クメメ」となっていろ. *に ﾡ社列 e み ﾡ卒dみ»

① ブカマツッキ滋地域 -—— ﾡ西舌だだ 中胡金地ﾡル
② な系材のキな光城- 来商. ずﾡ原」 秀新問 

ﾡﾡ山地ﾡ てろっ

すなわち、 北部はな系 片林、 中新・時6はアカマッ林というこ 

ヒになと. 北初っうち 西術ス光坂は切々せ城に比べて ス 

ギ. ヒノキ林のウエイトか高い. 浪くス隊#林らウエイト次で 

いゥは. 来北山岡ﾡる. ここはﾡめわくiれた地域Yして#セう 

けらと. 尚中部丘険. 東西 沿岸 の 3 地域以 とく 忆修位 生&林 

即 ち 妥政ﾡ分べ多 い ・
土地司ﾡ当り◇林系を除く. 送水座生農㈱を推計 すれば. 来 

西山向ﾡY 西堀単 同#◇3 光城は $万ロ下て信<. 東那 沿

次 /◇～万円合でﾡあとなっていろ その化○地 城は こ o 
商功②中同Iにろ力
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cdy 枚系○構

枚系ノナ当りク光行ﾡは系部. 系ﾡあﾡ及ど中術丘限 

光城よ比教的広く 平均のフなメ上②ﾡ*示していろ 

上 うに円光城にろ ッ なべら 西新一ﾡに州作規ﾡは小て 

ﾡﾡ沙1円光城て Az4f。 にす さない こ。 ことは宮ﾡ枚家 ・
の比を高久らしめるﾡ因とo灯っていろ ﾡﾡ対仲色秒のﾡ 

い中ﾡ会逆は o 44 . 中同的位置にあリ 沿ﾡ器司地城は 

そ<2ラグf て 系る不然検Y4っていろ 例地隆等/ 

ﾡ別みそ- 卜○ﾡ o 天上の子的順ﾡと同じて力方 

枚るっ?ろ 林マ所有していっﾡ系に来西ﾡ沿ﾡ 光城べそ 

そ x 4メて力みのと除いて 何え。 みoxﾡほの» 

なり 研い比算を示している. そ○/ア当リが有尻属は *百u 

同地欺べﾡる汚く 平均«%ソメ上になってい» こに対しく 

海洋際にい来西ﾡ岸引は /ん。内 外系が 低< ﾡリ ○4地数 

は何れも2ん。ﾡ段てろろ. 番器4山,同光ち は ﾡ 年 は 3 み っ r 

けビめ /ア当リ 州地°林地 ○竹有ポに っいて はぬ す し ( 

高くはない

ﾡ系の段巻形態な及家率によっててけくY 高る生震枚系 

は. ﾡ都以外○ﾡ地ﾡては湯洋 山円を円りす 40*以上 

o*ウト②救位そ示していろのに. 西部 3 地域は 何れ も护く 

と く に舌棚斗 u円都はスイズにすぎす、 自台水系◇夕いこて% 

示していろ. 主殺作そﾡる化していクﾡ系は 東部山 同. 中州 

a腹. ヤ引会地寺水田の高く Aつ排作ﾡク小でない地ぬに 

多く. 高糸的枚糸そ老むﾡなは及対に系部秘原"来番両ﾡ単光 

城キ 水田み欠く. 耕作ﾡﾡの比救的小さいく但し系為ﾡ 

は例外)光城にみらろ そのﾡ着み何にも入らい地め4 

否朝山向及び山円で自ﾡ的色彩次浪い. しかし反ﾡ こらら 

ス地城はﾡずしめ糸糸べﾡくはなっておらず 水ﾡ○自 

総的名系つ構浅に仲滞していろのてあろう. 逆にﾡル②似道性 

の強い来ﾡ山円などはﾡ系ﾡな冷い、 来召司冷は加市に並い
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てけポ共ﾡな私る高く なっ て\ス

ﾡ光洲用平は求引ﾡ洋次 /ク7 そ系め高 く 次いて中ゃ会地 

てなって\ろ. こちは何め浪業の米的度があく 飛下○ﾡ 

ﾡ地城そ形成している 突地u円ﾡは o ～ 4o ﾡそらろ 

水ﾡの作付ﾡﾡのﾡいのは. 来西商ﾡ洋地城Y. 東部台地で 

うろことはﾡ述したべ 束郡高原ぐ 東部沿中 では畑作物の比阜

中工式作物の作付ﾡﾡ比欠に比へて 高い ことには法目 し 

く力かばならない. ス中郭会地、 西棚山問. ※部山mなビで 

はﾡ祀作物の 作付比ポ部い.

ﾡ牛○阿角ﾡ象科は中郡 女ﾡ地ケ s.«*で目立って高いの 

%除いて他は/〜タイeて»ろ, こに対してわ牛は. 生え地 

ゆて»ろ来部円 系船高原では何672メ上になり 中 

向解の2地めては42*合○意条単な示していろ. しかし そ 

○の地ﾡでる大体スに/ﾡつ令でGﾡ してい力ようてろ 

る

ﾡ媒水ﾡ業生ﾡﾡの枚念/ナ当リ水ﾡさみ々Y否者山問、ﾡ

スがﾡ洋化より※千低く 中部会地来部8洋 中加丘 

険べこ%久なリ上っていわ. これに対して. 来新山円及ど 

求ﾡ尿は これら○中同に位置 し ていろ.

(3) 地域型の妥的とﾡ書町村ならびに米冷

今並は 主登な指別の地媒性を認ﾡして沢た こ 

こぐはこらマ受的して地 数別 に登理して おこう.

乜 米師山円地城―高冷山H型気供、 水日學作.ねキ生&. ﾡ 

炭アベマキ生産、 ノア当土ルﾡ営規ﾡ大、 用材林へゐ発ﾡ性大 
・ 

納者光 • ﾡ呼横冷部ﾡ、 と町r木&原郡送

①の 切高界地城-- 水田、 特用作く畑作卒大.)、 来キまﾡ、 新 

メ&どスビヒノキﾡ材生&. ほ営尻米中常.ﾡ問作Y忍牛生 

A○比"大. 立地糸件で4のめ、 将*用材生ﾡへ○承ね的ﾡ 

内々ﾡﾡでさろべ枚呼の用整にﾡべ方ろ 河公地・神石 e
町 ﾡ・本郷部玄
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@ 東制沿岸地域ーー 漫ﾡ千ﾡ.が 面車. 除虫繭等. エ-作 

ペ高ほ尚る作次年総. 土地ﾡ巻祝ﾡ介. 花尚ぎの済ﾡ地次い, 
枚業はかなリ及したべ 林条 は 忍き に 彼庭しっつみろ 玉 
地・ﾡﾡ町 甚野部ﾡ

① 中会地地城 - 一日車越. 票ドの孜心地文 林ﾡ加横中高

ﾡ4
(1)ﾡﾡ
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調査②手ﾡ

ﾡ伸二. 山衣. ス田き二. 小、ﾡ ス.

寺沢 B 郎. 魚城 実

細井 守、 鈴木催

以人上本

メ上天

アカマ ツ 注チカがそほどタ込しくいい 表し/z及ﾡ
を廛後に林糸.への城極的展用不期待 され う. - (ﾡ公地も田 
町r高8岬考 )

① 中報立隊地城 - 水「車越. 土地でご帆ﾡ中ﾡ Gり よリも ア 
カマッ林ろ生ﾡアへおちろ うﾡ妖にﾡ材すろv ころホ多 
ゲト光み生&は:◇て他い. あ者ル 地ﾡ町再山町※

の 西新山向光城 - 冷令 F型ゝM 水田 と 騎戕林冢 で し 世, 
当規ﾡ小. ﾡ林※上み日茶的糸件はのくまてい力か A* 
生活速袋なﾡい. — ﾡ盗地 • m計町 川登 部 落

@ 召新uﾡ地放 -ー のY外形上ﾡ4すカへ 枚系ﾡﾡや生 
青赞は節 よ ソ も钝い ホ糸的糸ばねめめぐiハてい»べ そ
○ために発及性はﾡ止さていろ,一 御表地 佐伯町治上#応

© 番新8常地城 —— ﾡ段. 那市也都. 自冷家型はノm够し卓越. 

林来況様極小. 主と して旅料自ﾡ②ため林地の登1利用矢行

Pていろ. 極鱷忆將悪 化 の M向木あ ち,- 無者地 ﾡﾡ ar 
彩郭%

ﾡ3胸 ﾡ会項目の衛成

ﾡは分法についマは. ﾡ 糸林条研究式料オ /共「ﾡﾡY万な」に

#論 してあろので点邸す»

佐旅 系(島系ﾡ地林ﾡ郭) 

住田E人 く産め系 林務 初 ) 

平扱 ※ (ス島 系林ﾡ例 )

(2) ﾡ盗行ﾡ

① 地城& 分

上 //名

4 *リア月まぐ

子偽綱会
昭和.ヲV耳ク月 スノ〜24a 鋼我風 Am

& ﾡ例益
ﾡね3«年8月 
調布及

/7ロ〜 スみ 日

東ﾡﾡ ス田.も沢 A木、 住田

綱な内8 -

中初売 舟山. 小菅. ﾡ井. 佐株

西新来 繰ず 敷 航 平 

県惑規況調本2 個ﾡ依ﾡ

@, $
ﾡA項 ■田町 - 小管

計町 - 魚崎 

佐伯町- 平坂 

神石町 - 住田 

せﾡ町 —— 平坂

W 内春 -- 素途別ﾡ aﾡ本

② "才3ケ年ラ月/4日〜スケ日

■ ―■ ﾡ呼、 ス田、 ﾡ田
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が各光 吉田町、 野村、 と和町、 神月町 せﾡ町 
ﾡ M町I2おけろ地城 比 救 我讨
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震家によ る造林事業の動向
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戻本によ る基株事求のw向

1はしがさ
わが圏の合林栄の及術載程こおいて . ﾡ糸がどの程戻め根割名 

采L<会 たかをﾡかめるこ * 自林ﾡ※はm久採畑 ごあろうが、利 

用どうる計こよつてﾡ慨ナばズの通りである. ナ・ 日本の 

林の主受なるせの 主体列に人工ﾡ林面ﾡのﾡ行少合受みる y .

オ/ぷの量 ク 全母次zわたっ て徐ゃ私有林茶が基営野災mA)z 

対 し相対的に 尚い救盤冬示と ているこン がらかてある. と<に 

政検の私相株求の 堂林置ﾡの伸びは . 他z 比べて着 といのが 

ある ・

ォノ表 人工林面政の秒

株林翼求基本選衣事かぷ「日本林求の現次ン林茶珠の戸ﾡ」P/〜

「 ・ —

r -x・ 人 エル林面科 そ は休別天行 商求止率
さ 計 区 行曲林 公相株 え、有 ・

/クマ. /

------------- 

ノノ ・ ノタ/

ノノラテ47 /2< /夕 /4.2

/ ノ/ //2 ノ4ス

/ ノ»スァ<ク ラァ .< / <.3 <52
Ζ 7 ラ «ス. /22 / 7 /ふふ 4みぷ

ス 4クマス/ マ j /*< sz2
ス J /ク .< a / ノイ ア37
々/ タマ <<3 /シ< ～ < /ス

2 ア «3<.2み3 /ク.3 2 ノク← クみ

次)z ・ このみ石林の ク ら表るがゞの ようなﾡPを采して来たか 

安雇かめたいのてあるが. これ 安血接に知るﾡ料がないの で. - 

お林野 用用 氏横 か七酊 歩以下 M W の名検条立みなL て オスぷの規 

税列 ヘエ林面ﾡの ﾡ移冬読むY ﾡ検豊林面徴の仲の ・所有翼 

供の大さい林求る営よ りる よ町歩未満)z現者zあらわれ ているこ
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が分る. このアラスのる芝面ﾡは全部で私相林供ﾡのは々2 

% Lかちめていないのz かかわら ず・ やイ◇*む の堂林 冬気行し 

乙いろこ*z なろ わ けナ である ・

才々森 私日のる芝炭験人工地林ﾡ点の権移 (町)

(I) 残林行統計ざなシ ス ア 千私村林ダ より

(2) ( )は和又～女)z対ナる比キ

アメz～4 21 4 -4 2»4

p町少 (/eゲ )
* ▼** *-マ--マ
イ〜ア ・

------
//< ブ ) / /ニア ) (/み← ) /« )

M 上 / フクク " ← // 4 / ス«ンッよ マクノア← さジア

- 4
I 

(/グ )
1 二 --

( / ア ) (ノィ3) ( /ケ,) イノケハ
町 夕 4タ フィイ 今S < < テ みイe イク<Z

今 町サ (/クタ) ( ) //ケ/ う (/テ/ , /ス/e) (ス3ス)
木 ﾡ フスッ2/ 一 • / ノア1<< /イ ジ/夕 /フタ3ぷ?

豺 //^2 )
/・2◇フ?

ノケー)
- ZZ. <・ /

(/イ )
マ </

/ / 〜ジ
<7

(/ アケ)
ス う全

( ス・ フ ) 
タスアニク

「上 /X " // 3 /2 ◇ x

さと 3® 々" ゴ歹。 ラ ◇ ク 3m 乙

暇噹 +4< <マ テ < , よ22
[

正Aは救ど」d / ラ<2年 セン ゾスのや米 名特だ.ずしはいが・ 炭Aスア年及相林ご 

絶米)zよる と と歩人務ウ着の〜"乙以上パなてあるンされている.

人z. ﾡ和スクの永ﾡ林ぷ査2よつても、 /ﾡ木ポの 

細幌ぷ有者においてひ . ナ /ナ9合で. ズ ノ町サ以上か 

ら歩未のフラスにAろとスア幼にノアのﾡ合でみ並林が 

雀められていろこご冬ﾡもしていろ. 二ういっ た小ﾡ属 X は本細 

ク皇林の堂及Y いク事央 ゲ基愛 Yなって. これ)z表業zおけろ 

自立るきめﾡ京・ さら之林茶)zおける 所将不均初又Eの 目的ごN 

ﾡしながら「林朱基木戸ﾡざを会」zらいて r 条次そ営的林求」 

大さく及 り上られたものYはれる.

しLながら ・ こ み 春根 お宮 的林家 乙対 してH、いろいろの 

価 があ りうるにちがいない・ ニれを日 本林求の 発及の政条の 中て 

位履 づけ 上り/すみも。. ,村るﾡのﾡ神 め中ごのその役馴なふ
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ようッするるの . ズは林求そ芝の兄ペ論の炎ちゅうで検対し より 

xするがの*てよって. そそれ卓った兄ケが之てられ上う・ 

そのﾡﾡ今検る茨る的林業名 めぐっ て忍殺な対冷の及mゲ千将 

される.

しハし • いる がえ って. ﾡるおいてﾡ林米 が 生え・既 の 

ごッき及府名してポだ過程名みは. -初のえ堂せ2除大洲分 

のルﾡzおいてはﾡくﾡ皿のこござ云えるのであって、 Lたが 

ってこれ2林ﾡ生冬の長ﾡ性z貿平よせて考素ナは・ ﾡくの戻 

条は林米生星場叔のﾡ初飼な部分2 自このる送クヤにり入総 

めたzナさない ご見られる- Lだ が? < ﾡ在時え に お ける 家疾 そ 

営茶の評偶は余 クマ も早出であ ク . 部 分的な車質で 3 0 て林点 

生震全通ﾡ名ﾡし stらクンナるこンにはってLヨてちろう・ 

K農 衣 炉商林乗 冬自乙のる芝の中)zこ ク入れていろのはオ 糸 

2対すろるせのマむを ﾡない迫 であるならごもかく . 今検の 

浜条そ営のよ ク 合理的は発及のに め◇大 ごとての西 がみ ¥pら 

れみAらド. ごこzは、かかるる送発ほのネ名書起的にﾡと 

< いる 攻的・個列的ﾡ子が資る林米及ク事案ごAﾡせな 

バらﾡえ られねならないぐあろウ . しと家株 エ替的林. 東 勿冴确 

ゲか ・ る天ﾡ分炉名才 L て行われるとナ は日環 な 及相 な身 面 で 

扱っにこンてなつて し弍り で •カ乃ウ.

A 冬めぐるこの二つの内ﾡは各々乙糸次る的林未に知ナる 

厚ﾡは ﾡﾡとや一ﾡ化名いま しめ現欠のﾡが ご勤向z 今事的ﾡ» 

2注ぐ こ*冬こY める よう)z 消所 全れる. L たがっ て 小論 ご片衣 

蒸 至学的林業 の だに注目ナろため Iz • な爲系におけろ氏家林メ 

の到A式料 冬ご< 12育林て声とて 室ﾡ し検し てみだ・

本ﾡでは取初に族象に上るた林事米の天ﾡをﾡ之料盤資)zど ¥っい 乙列にあ*つ1 

2,輸生林の倍ﾡ及冬氏2ナろ火別てはよ木FSるにおけみ炭求の宙之会にる 

Pルる営ル於 x ・ 家浜至落的林家ク炽農に図ナる林野堅宫廐厳 zg分L こ 行っ/ ・ っ っひ < 

二らの地列z 育林棘力 我衽的及所a をたっお そつ州刑る着的7よ必)z前学半なかとな 

行った. ここでﾡ介しﾡﾡしている失は.太負示のられ平例てはあるが今検り二のセ
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の口災及所のﾡﾡンはりう予さのめ工み外のキ sろ.

2 羽在地のﾡ要

ここで主ど してﾡ介てい るぷ安林※ の)ﾡは・ 吾々 が目下行 

っていみ「広爲祭z上けろ氏 家林ﾡのぷ書」の一知分てらろ. 2 

く2一部分とLたのは 飛内の大郷分なちのているアカマツﾡ地 

比 2除いた府 ・ ナなカム 梨在の皮ﾡ水ﾡの下においz ス 

ギ・ ヒノキなどの mo 角林が行われ ていろか. ス は行わ 

てる見ムある地ﾡと分方の対だとしているからでめろ. この地 

布 玄貝外的)2 示せ は削番3-2 法のごと く • <地以 今 力 町村 に なろ. 

柯オ Z 山 间部 で林野 洋 が昌 く (タ。ーヌ"* )ぷ林茶以みる 

ﾡﾡ業なく • ヘコ宏及ご界平均の子スはそﾡ凝にナざない非常に 

おく た地ﾡであろ . 但し地貝 ﾡの 自式み件はス ギ ヒノ 

キの用材林る営)2名し .今核のﾡ林の楽及が岬符土れていろ.

ﾡ祝的2 はか地ﾡば 上おの通 の共通性 芝っていろのでめろ

が. やッしくるンオ表 ぐ示 したよう)こそ ぞれ 地ﾡ的 岩 比

オ3 地ﾡ別の主妥指杯

名ってしる.

消 • ﾡ 東火し向地城 系弾高原ル坂 d:P円Iルル 認ﾡ平とな

人 ・タタ ← 今 s 3 < /
*-----マ-- ***〜〜

x s
意条る *

C2 4
水田 単 作.ﾡ求 
和中キ 生 左

水.村用作 
和牛 生ノ

* g ¥作.求べ 
ﾡ求生差

水u ニそ

,ノナ
「耕地る芝児験

友
ク タ ア. ス <・ ス <

""k本niox* ラ / ノ 士/L <2. / /&<

出胡S更城戻 2 〜 ス a / み

仲方 (ノ〜(ジ)は島糸ﾡ「玄島ﾡの求よ ク

(2っ～(ぐ)はき* の行った羽在表の 米計絶米

ﾡ単に祝ﾡナオば. 地以来の内発火から云え、mw-
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団都率山内 - 高原 - 東北ﾡのハとはろが. d初の円地 

旅は共 に耕地の 生ﾡ々 が求部 zし必く . 発及がﾡ止さ れている. 

このこごは. / ア当林地田脚 y 人 ▽a凝 yzあらわれている. 来 

界二ﾡﾡは排る営ﾡぷがﾡ内でひ最む大さく . 且つ和キの生産 

此どし て角る てあろ. な大は枚ﾡが存在L ていろめむ . こめ此ぶ 

の#とごめる. ポ評所承地ﾡはﾡ内企一の畑作ﾡの尚 い地ぶて. 

こんに*< いむゃ業たこ はごの 村用作 の 紋岩が目立って いる.

ﾡﾡ休のﾡ供は来部=地軟がﾡL て大さい. 東部尚原 で は 人工 

旅む かは ク々 ぐいる がポ 北ﾡぐは未にみ。メ内外で感い. 

しケしﾡして. 西部 也駅 に比べて 今後 川 史 林風世 «な く 六されて 

いろ. これに対Lて岡北部山ﾡ初ではﾡ門での長話の人工並林の 

奥.,改良直示 し 乙いる.

二のよ>ムルﾡーベ的は水ﾡに対し てさらにしい欠ﾡ冬 

頃するために ・ 地政内の次の村に対 して調査のスボッ ト ライ ト 

2当て ・スた.

北ﾡﾡ地以一野村- J や林段の派むおくれた村で政林平のさざさと 
L がめられてポた

比和 町一 1

2)Rﾡ高保ル ーオ 石町-|

" ""ﾡ "一の"一 |

1)師季府地事一佐伯町- 1 

ﾡ林るなの基ﾡ

全体Yとては"村子工とが・こてよりジ岩千 
どスが尚い村

来部 と L こはハは ク地林が々 ごいるがにま点 
ﾡ余ﾡかされこといるT

及も きくからや林が らているが 山鼠以て 

生獲xt 戻本がチいの て桜& 時条及が回止 
されっ・ある地堺

2)と ごてほ ごメがないが自ぶ的ネゲA工 
林の発及之ﾡ止しつ〜ある地

炭新による育林る後の太供である林ル将 

並についてのべる。 ごの場合 

かLた

- 基さの東列着

るせ上地面ﾡﾡ炭ﾡ次のよゝ2z



オ 4戻 &せ 土と Aﾡド層区分
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欠炭 _ こ__ 3
(/) : ■

ス～ よ& (ス) *浜 --/。ス - I
1 ---------------

4_2_～ "灰 eス～ ( I)h _ _
2～ タ 匕 」 o 2 - レ 乂 ( W )

- ---- - ■ ・
/ 及 〜 →ク 灰 _ 1 < - - 々ノ ― ( ▽ )
ス2 ス ～ ッ◇及 レ> /r2 A 〜 ーバ ア .

タク 及 メ 上 ・ア "クス - ダ次 ( W )
・ス ス 「7)

呂 • , 7 ニ ;
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L からは株野為 一 至/技家は ﾡﾡ別に ビの」う な分m な し 

z かみ 力、オ/太トよ るごﾡスび林地のﾡる千均呉淡融倉Yア* 

分布の 多いﾡﾡごは大休ておい乙一ﾡL ていろ.

ォ』炭 るせ土m属ﾡ居列ア水

(/)林計地ﾡﾡ 別

(/) () ・3) ・よ) ・<) •7 )

< ス < <

比 和 < / 4 4 /

# a 夕 3 e / /

m 計 /ス / ? /ス

; ぬ
< // タス <

オニィ 林外不そ営表家

林不る% A ネ 円i 申

布 H 〜 ス ・ ?
ラ,

比 和 , ? ? フ

神 月 今 2 4 e /22

m 切 s 7 s ス

佐 伯 〜 7 ク ・ 夕

t ススッ タク7

まづ炭のうちの休来るき族条のﾡ合冬みる・ 大ﾡかのﾡ象 

が大 はク小ムク林ﾡそき名しているか. ス林野女料L ていろ 

ハが知 らる. 日ス z林業 名そ営していないﾡな. あろいは非u 

林有ﾡ象のる営かよ名みるとこ ら山向地ﾡzBい 乙は会条% 

共4して. 地る芝炭ﾡのﾡ友感細は永来表条ぐ入村者や分る 

が多く. ﾡ落社会の下ﾡ之形ﾡしているくのドゲりであった. し 

た ゲっ 乙こを盛zみれげ. いやしくひﾡ地布zおける「ノア 

m→の残孫であろﾡク ・林野をﾡ有し . る営しているこYが云え

(ス) 林計炭ﾡ別

! 2 I I 亜 T_ W W

3 / ス 3 2 / 3 十

** / / ス 8 < / < 2

w e 2 $ み 7 /« /グ 4 /

m t み /ス < マ /

正 伯 < ^ 7 / 2 /

#地ご株地と 合体 Lた族条のる芝浜人ﾡ型ど しては・

(/地 ・林地共 塚 xLて 千均ﾡ属の 大さい才折: 和において 

は. 一Vに属 ナるﾡﾡがア*Y L 乙派むシく はって い 乃とく 

zﾡzおいて その条中友はﾡい・

()平均現ﾡの c)つ ぐ此ﾡでめ る神8に おいては ・ »ーTン3一 

IIzAナる凄るが長 &多く .この来中友むさい.

()m第の二地城はスーI. 3-I. 3一Iンいった類型にム現ア 

女がチく はっている・ﾡL ての計には共小ﾡ求に条ヤし. 

佐 ごは此攻と L < つ 中ズ屈に鼻 中ナ/力 負が、みとめ ら-の.

今本 口畑ご設量 Lている 自立る後の況炭目杯名上の英)z
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四里ごせてみろ. 上次のりごあろ。

オフ表 白立農家必説度玄とっ戸ゑ

ﾡとRネ"よ 全み※けナ2比

布 野 / 7

比 和

神 ク / ?

計 2

佐
/ 1

々

このでの目灰家込耕 

地る芝ン黙/疥步バ上.株

る多兄属 今町歩以 上の 表 

さ必いした グ のごめっ 

・ • 河償ﾡみ お< 木 z い 

みメク同村ては2 -3 

ッ の 水 現率 2示L ていろが

岡切ぐはﾡん例外ッにになっていろ.

どルたタガたせ..本レ半メどぐる中していろよﾡその、通用すろこと

2は同思がめあろ,2らと) はL.日下クと ころﾡど本ぶのそかう土ﾡ余 ナろ T 救ととてこ

メ上タオらォてだ、いク ご くお を お ナ州 し た.

乙多林め次驚に乙 ッグし注目と 2お こり..状家 圣な林野力制

隔次ﾡ はオ み 表 zみ ら 木 ろ量 り明らハz=つの 型 ゲム ¥ p ら み 

オみ衣 林野の利用死 (函ﾡに年)

4t ※ どよ -

出 林
从 係ﾡ地

- --天べ本 ヘエ 次

布 野 ス フ a 2 /2

比 和 3 /2 / / <

神 万 3 ス, ◇ク 一' / /< /

m 針 < 2み s ク / /

佐 相 3 7 /夕 3 ? d 3 /

ﾡ考 ﾡ条査のでめろの てシ 込卜 行 や 部き有林等念 れていはい.

/は東切三老Zみとめられる型で・ そ営林めなかzかはク 

。 冰革世が残存 し林料の大加分が•天冬史の江業惻林 て 人工林ポ 

こらの天 ダ 名ﾡいて僅められているどのてめる. ここざは人 

工林の及次はﾡに友米ﾡ林の紹狭ﾡ)z通ずる . 人 エ林のﾡ 

ﾡからみは. 神だ - 比和 - 布ﾡめ順)zなる.
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→は面の山ﾡ地てみンめらる型で、 係単ルはﾡ家クそせ 

林野から発ご表名ﾡと . 休相の相受はあつてこ大今天紙林z 

ﾡ入されてLまっている。ここざこへ工林の件及は天点林の組 

Y相量 ナる け*そ ・部の ご* さ 玄 奈*林 タ 四裁 一 数炭量盤 

の箱式yいうプロセス2ろクェイ トは軽くなる. 林地の自炎的 

ネ件ゲアマツ名主ごナろ天べ生用材名えみナンいこYY. 

ﾡの生考感盤のみ全が でスられたよ うな新我生養産をの

桐 充 加得 ごは 生和 無 用 か困 離 なだかカ、. 絶采ごL て初 ごは地験 

。 門発企夕 y ヘエ林の雀長 ごは一致L がた いど向ゲスら れみ炎)z

念ナベ会 ぐあろう.

曲局 では / ア当 り&営土ぬ品ﾡの 不細史 自 ユﾡ条り炭炭y 内 

させて止べたゲ・ さらにﾡLく . るせ林新一団地の本細性につ 

いての ﾡ料会ﾡ上 う. 課細にﾡ余すね は 干の域ﾡの相賢は 

染*ろが・ ここ Z は 全体 を显 す,力順 向 だけを 紀 W とてらこう. 

オ ア※ 林野る芝ﾡ炭列 ノア当 団永 ビノ団地当 商ﾡ (戻)
1

I I N I w

1__ 一__
WT WT

茹 ノア当田 地 22 zx &2
1"

ノァス
「 /団当 前双 マ.◇ ジ とと :Q /をア

和
ノナ当 H 
/田地当血検

2.ク
<S

.ク
う 7 <ジ

ノ//
う.<

; /x.2
- ヌ2

石
ノァ当 田ル水 
/田地当商ﾡ

x
/«

ラ o 
マダ

〜ス 
テ2

4s
エノ

ノ
2

レスクI 2 x<e
/

1 m 計
ノア当田 よ 二 </ ラ x.
/田ル当 面点 マ. .2 う.« ア2 -2S

こ
伯

ノア田 炎
/田ル当 面ボ ノブ

ラ ジ 3 
さ

«2
み4

ば.e 2マ.2
ダ i

林野 の 圣博猊履が大さ くはれば. /ア当ク の団地まは ダくなみの 

は当べであるが. 在予例 では←町サ上のク ラスにはれ/2 

田地以上. ノ2町歩上のフラスぐは々ク団地以上の炎ﾡ)zなっ
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てい◇- ニ ケ住どケ らそ ぞかな りの距肉とじって 今敵L 

こ いろ又に炭み林のﾡ色がある。#別に費料のﾡ救は省恐するが

*の ヨ在 ご ・ 平均 とてWﾡては夕。。* ・西師でH々ググ2 

米以上鳥火てむろ.

/H地当 クタ 町政名んる z 平均Lてノ田地/ 町サ z ナ るの 

は評そ多ﾡ模 ノク町歩メ上のﾡﾡてあって &児属会スサ以 

Tの階ﾡご片団はﾡゲノ〜2スの広士にLならない. かくて 

地画ぶの株少性ケら< る生艦ﾡの区下はおム < LAい.

こ、ぐ「団地とろ?て!やはそ営さがﾡ求の半ﾡごLて系り収っていろ土此みな

ゲグ名念"してい ろ.支的学てある 第. 林A 的7単てある "分. y はﾡ分内&会 

义ド こていn.乙い て 云え小ﾡ.幌やにいのてあろル長が行は河糸休をﾡ学的 

ﾡ木zおけろた平つ許友休でくないから.ﾡ永的用始こよっご印地とした.

4 ﾡ林ﾡの垣当着

ﾡ条の林米 生 2ダに祖当し 乙いる人名な浜内才双 の「永株内 

の柄z区分L て胴らがzと よ う.

オノ衣 ﾡ林ﾡるせのﾡ凶者みﾡ茨内の地

属材に 消林る営 

安柏因する人がﾡ 

れでめる か女る々 

のをから引を 

¥そ*. HYいっ 

て と「古竹 主」が 

ﾡ例的2多いこY 

が分 る. LかL.

行株業2 寒2

ア 2 み 2

あ立*ク <

4 • 表 / 2

そ。他 2

・るな し ス ス 2

これ2次いぞ「回るなし-が多くなっていろが・ これz片. 未だ 

声林事業がぶ*のよ り -ぷ条の そ蛍のヤIzﾡはルな料ていな 

い他求がめ らわたひのご推衆女る・ 因スz段業の相図者ては 

「目各はと →はノアむ将在していない. 渡ﾡン 対比 してるのは 

「母スは表のﾡ図者の率の感いこと てあろう. 一ﾡz「山林
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は年庁の仕手で裏茶はﾡい者の仕著に」ご云われろが. このょ 

な家験 円 での代事の分担は. ﾡ"の査のやﾡら.はつさク

*Lた叔印*L て はだ え 海なかっ た. しかし.ﾡﾡン林余Yの伸 

図者の受なる条涙 - こみよう& 夜族は二 去バス は 三古代 の 家次 

ゲ多いゲ - ぐは 古•多 主(林一)一氏再(裏束)ヌは父,林 

ﾡ) - 古主(炭素) の組み合 世 か比較的多 < みられる. スこ 

のよ>な農林業るせのﾡ町者のか商はﾡL てるご凝炭の大会いﾡ 

森多く . 下ﾡではﾡ林栄は一休で主どし て裏スはなの担当ナる 

とこそとカク. 米栄 どの業書の分ﾡがﾡ着 こス られる村きがあ る.

大z現災)に ﾡ林作茶 安すろ人)zついてべょ う .

オバノ衣 有林作業 )Zお けブる入いの比

こ 本 室 率 ﾡ 担
1 アム年

x人直比率 人旦全

: // 地 

布 n
—

/ < 3 3

比 ポ * / 3 フ 2 < < »

神 . 々 J マ ? 3 < 2 s

加 st ・ ? / s / 4 2 ス

佐
»..... - ■ *

伯 x ← 々 4 マ 8

オノ衣 土地る営規ﾡ別入グ内戻糸半
はじめに家ノガカ 

メ外の産ヘサフに依 

将ナろ創合玄ほろと 

と壊列 には白林業つ 

企及及低いほ ご. 

ﾡ感列 では後業呉ポ 

の小さいほ ごﾡ へ 才 

切 校存 幸 が低< なろ 

A向がみられる. こ

・-----------
新世現謀 戻族年 林地状 表 本 キ

(/ ) < I
(2) / < I a

(3 ノ フ I / /

( <) ス J T / フ

(ぐ)上 〜 / / <

▽ 〃々

_______
W以上 ク ◇

れはいづれ ひ ﾡ林事業に委せられるﾡげﾡのセ対ﾡの位少でめ
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るこご 自条才竹ク状ベPゲる2今ク 少な ニンが自本ガﾡ 
力によって 内休朱ロ 当会ち比ﾡ全泊めていろこ こになって 
いろょうてあろ- 市林作ボ中の必付過ユンぷ々』なとては、こo 

岡"向3に&災はとい- たよ及名はづLて 単に階層】のム会兄 
は ﾡ計地林ル共るみﾡぷゲ大 さ< /(はなろにけなへ分の岐 

キが白まろ"は今支の二Yぐはあるが 州地呉属で/ﾡ4反以上 
林地虎ぷ ぐ /<ﾡ サ以上にな は こク依( 年 は 飛飛的)z まっ 
乙. 必半の浜衣ば入々z依府 L < いる他米が示され ていろ 
さらにとくへ2し てい ろ四列浜条八研地に国 幺注ぐ N . 
ﾡ楼り人きいﾡ品 で•目 林 系也 浦•を入れ て い)ろク朱分仰受番 
ク多いこ*が当 ダク 回ごして方えらろが ごれごメに表検月 
の基幹分カク承求老 短祝払ﾡない 獲出 と なっこいる. LハL 

て不細炭ぷ に 林 も生 け か める長るは分々 ごき常 ま 旅 祟か < 今機は 
ケさてある.

次に条涙 内の病林共ボ着について見上 う.
細zは塚列. ﾡA洲及ﾡにﾡ日しなけれはならないが そ 

例本が少い ク ご会休を品ナるﾡ向クみ文 Lょう.
ォノ表 育林 米にちける 条株 徒 策 者 の 用 充 比

表の住林労レがク ～2ふご他の条族買x比べてかばり高い比 
zはつている二ごこはﾡ目すべきでめろう. スそのの条及内 

女性ﾡふ、く め は". 女性サ仰カ が各林 カの 3 ス へ,/% , 2 8

1 付 隠 オ/3がに

ち帝主 と / ・
よる . き

ベ 3
主 ゲ放 付ぬ

あ** テ / /
角 安品じてょ/

* ラ ◇ 2 み
多 て最ひ高いマ 3 ス
比奉な示して

そ ク他の ﾡ 子 /
いろの ははうな

その他の 女子 3 ス
づ か れろが、
こて乙っいて
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ていろ二ご になろが 二ては沢皿*< にを目さはじめた環ﾡが 
初。 ☆化ﾡ向 と 浜委林求にかなはり表及していろるのYしz 
理解されろようぐのろ. そゥ及面べのオめぐ意子のﾡけは条オに 
低い年2あること こも注目して おかねばならない. これらの向 
林東2ﾡ当ナろうﾡ口の地位の契歌は. ニの仕事ガ我家刀住 事 
。 中 て ビク よ な宣ﾡさ 冬t ? ていろか2 条す ろ 千 ゲか りYざ 
Aり. 今後の必臼に差日するル受があろう.

大幌庁士は「オ= 日木幾京の通必」。 中ぐ後東/,がおじ乃新人カカの的呎によ って 
氏系るご長ﾡ生毛の*所がだらよて.表求生震力がボドて普大ナる天消がキえらて 
みどかれている・また.炭求考におけや氏証長朱』化の叔向は.たしかにこの 
よ夕は点ふ生しふくそてられこいろよクてあろがーカ 僕木のら林犬*子のは事*L 
てXっ1ナら北 てい/たこク でp った o にせ々のみを せ 城 ド ムゅ こ. 山世 げかオなク M 泡 分婦 
ヘ カ/力 上っ て担当士れて いるこ 上 自外.林ﾡの近 的 及"凡地から 内 照 Iこさてよは 
らはいてゆろ. ﾡ人つ千河の林茶から斉ﾡ子のルム"災へ林茶にすろためには.ま～ 
灯が不Xしていみかを検さナろだﾡがめろう. これは 主題つ火目全ﾡえ ろてニオoメ上 
解kないておこう

5 旅率*の内な
Rよ力年向に大行した「表象 林 ﾡ不-」)こついて. そのN 

ふをム別・ 問ﾡ列z験引ム てムょう. R初にる客土地町ﾡﾡA 
別zよ々年断)z林市求名行ったこンのあろﾡ条を全林野る芝ぶ 
条2対比ナろご次なの皿り ごゅる.
オ/よ るせ土ルmﾡﾡﾡ列よ力年府林大行浜象率
•)州世戻权.

(/) レ) ・ジ) cよ3 _ 2
「

布 野 今 e / e 7 ? /ク2 ••

比ヒ 利 & ～ 4o / 。
. 州 2 < e 夕 / ◇

■

m z 4 ク 7 な ・
城 
- -----

」
2 / 8 3 テ _________ I



(ii) 林ﾡ
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1 I 近 T ▽ WT ,..—I
WT

万 計 2 今。 タ 3 ク 4
ラ ム

比 和 /2 2 e 〜 3 <7 今。

神 8 2 と J 7/ i ク ◇ /22
加 計 4 < /22 /22 /◇グ 下3 。 /2 2
佐 伯 / ス ラ 2 <z

ー ー _J
ﾡ地や野の死炭にか> わらナ分イの炭みが林し て し)ろのは 
ﾡ山円地ﾡのてあるが. ここ一ﾡに浜ﾡ抵継 バﾡ ﾡ て 
ﾡじ茶米キ がG いァ「科村ぐあっ/た. 自※町系グらいってスギ 
ヒノ キ迫地ゲ多いこンは他ク地域に比L て持色の一つz長えら 
れろが. 当地&かかる地林然を4 全ﾡしにめはﾡにﾡ呂するか 
-っ ぬ計 o 又 ごめろう. 本町之主として対糸zしだ合々の斜 
査ﾡも では. ﾡﾡンして合如的な行あYいク +り t . 相利にた知 
さ究内休の 例に料核さ *た. い はは一 ム 的ﾡ)z を/)尻 
甲名れどめている.
その他地ﾡはﾡれそ 土る党虎炭が大Iz はれI欠炭系キバ大 
となっていろ- 耕地ﾡ炭にﾡしてムれ/町歩上. 林野虎ﾡて 
は町『歩以上ぐ大手の校家ゲよ々年内z一及以上林していろ. 
スない休渡区保夕 &っ野. 比和等つ束即山 m 地域では. ル 
/町以下 ・ 林 町「メ下の クラスでも 半炎の枚るがよ力 4ﾡ)z 
一及は芝林し 乙いろこ ごz は.っ 乙いる・ これz対して東西の中例 

よに爲ナる神月 と 佐作 でば耕地 . 林地及炭 と t zﾡ細zはれは 
生林大行ﾡﾡキは着しく ほく なっていろこ*にﾡ目 して おがはけ 
れはAらない. 二ての運出こついてはﾡ止すみ.

二水にけのﾡかと云«する二ごは外ないがニ 二 てらかに 生れや米立炭林 

ﾡ余基本口パ ご相ﾡ L て い之ﾡ/少上 林 ←町タ上の会区Yは大において 

-致するようてある. LかL ニれにはさらに責の一桜性のなう冬ク*にRの4ﾡ 
内Yいう平欠ンなる平均 ﾡ似素であ るとい >ﾡ初 2 叶 ね はば"ならな い.
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*れでは. 林野名ﾡ有るるとながら派よ力年Nに会く必林L 

なかった及彖はと-のより はぷ支 名しているひクぐあるか. っ 
ﾡこ2名 さ前ﾡzそのﾡ白だけ 冬こしてらこゝ.布. 和. 
神8予X 部の 向高み地炊は木 ば木次の ﾡ 品 ヒが座々 z行われ 
チくの ﾡ条が最よ 力印にﾡ炭済材YL て自この を探し 
ているのごあるが. そク 中て麻地に計ﾡ#用材をﾡ救L ていない 
氏条のうち ごﾡ地林地共 上ﾡ ク ラスて入る tのはる送主ス はﾡ取 
A ご系炭 内基幹分力 をサラリーマンスは自 きな ご。 永求にして 
いるため・ a林茶るはは主Y してﾡ各かを ゲ相者 してい◇上な 
上ﾡ氷茶と 自永氏求 rに専合 し・多< のR牛マM本本冬入 て い 
る表業虜校型等がムられろ . Lかし 忘倉め 上 りな 精挟 型 ぐは本ポ 
関の』ぶだ初Hz ょつては. 袋するごY<かえ つ W 林ま •程 
型zﾡﾡすろ ど クゲあるが. 総じて 丕逆 主 が若 いか労力 不又が戸 
林余 への炭入2ﾡ止し. ヨりﾡ水は天式ヌ新 —— な朱ﾡ求林ﾡ 
z件せていろ及因ごなっているようでやろ. これz及し て . 
下Aプラスつ如はひっと深く . 将の経対的悠*が基粋ガカ2 
水ﾡ"日ユに良いαて. 自本農林朱そはは今ごﾡ予さかじとなり、告 
ﾡは放質士れてしまうニンにはつていろ- ・部=地ムる上止と 
大以た触白名示ナが. =らここれらの地ﾡど< こ佐 ではﾡﾡ 
。 林家我所では スギ、ヒノキの 用材林化名相 利にとないアカマッ 
林地がかな りﾡ入してくろニン ・ ・ ーﾡ的にﾡ部に比しﾡ杯知 
Aがほく ・ 受堂林地がい他ﾡ・史林をﾡしなかったﾡ水がか 
Aりあるようぐある- ニれを受委やナ. 上ﾡ例では力不又. 
下ﾡ部 ごはは所行不又がクられ ・ さ z下Aごは所ﾡ不Xがﾡた 
さね で む ( 佐伯町の 場合 ) 土 座不 足 が、友家 にらけ ろ連林 不 矢行の 
み区となっているようであろ. 4 かしで々市例からごは、土地 
不 そが炭が2 おけろ 月林求皇及の 受はﾡﾡ氏占)にﾡ)になっとい 
る*は云いえないよ り 『 思 われる.

林不ﾡ行表条の検にっゞいて. 次z, 或近 a力 耳 同 ド実打 
( に族家上林のﾡzついてべょゝ.
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上此子営ﾡ戻列の突行会み/ ア当林間枚な らの2そ林y共 

面Az対すろ 比 2 ﾡムナ ォノダ 去 の m りてある.

オ表 土ルる炭ﾡ別 よヵ年印ノア 土林副ﾡ及の同大行面ﾡ 
(«) " )i ﾡ地ﾡﾡ別

(I) ・孤) ・T (▽) ・vT) ・VT) 1 cWT)

バ 2 タラ ノ4 /ク。
•

11 「 ど < 3 <

ヒ A,2 / 2 c フ x2
さ < 7 ズ 3 /全

邦 石2 ア / ノa 今 フ ラxフ 4xx
/2 今 / / / 3 ノ /

m計4 ノ/ マ2 夕〃 ノス ノ / 々.e
ス / ジジ /ア 3 今 / ア

た g ? zみ ノx 2/ / 4 ノzと" - 4 / ア ン ジ <

林 面 X の浜係別 / ア 当平均4 は ・ 地紫列えそ て は ごの及名示 

L ていんい. ﾡ区列乙は州地ス以下のな細ﾡ条ぐ今 "4点zス 

一3スがら〜 4反度友 地炭よ及〜/町クラズぐは«.s 

スらノ町サ内外 • 地/ 町サ以上クフス)zなれば 千ﾡL z/ 

町歩上の 堂休 *っていることzなる. 同じよう な原 P1 2 邦ウ 

現ﾡzついてもﾡ祭するこ とバでさろが耕地ﾡ炭列度ﾡ白 ごは
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At. 戻条の 生度 ご生とが /Yいつてる此会 中 に組微さ 

れているのであろうから このム日は 至座当がの こッ・ゼ云えょ 

う・ 生らに叶多ナ. 俊林天m息の大さ生が林るご炭検) 

活千なり*ざ 比例 すろ 阳 向 クあみの B . 大体め 地ょzhい て耕地 

と林どのが石 &営現ﾡが々 バラレルでめるンいうせ米zひン 

づい c いろから ぐあろう. 林野ﾡ検別にみ . <町歩 

上の ラメになってはじめて← ク同z / 町歩 上の林欠ﾡ名示し 

ている・

L ハら. 頂近.4 ク 年同の芝林は 商科比ﾡ的z そ林野の ビo 

&名 とめるに翌ったてあろうい. オノ*ム ぐaは洲 に そ 夂 

タ示し 乙いろ. 就L <ろえば人 工休鑑ﾡぷの お< れているﾡ北 

向部のッ*止和おい 乙 は大部分のﾡﾡで/2 %未務のか 

はり信いルキタ示L ていろゲ. 商地ぶの佐伯加計/)ﾡﾡス

A知月の ・)尚用なごごは会るじ林呼の ク～ «o%=立 

ナるm具の休冬済 していろンいクﾡしいﾡﾡじ見される. 

/ア当クの史林末の根だは. ごさの二の桜祭ぐは. 地炭 

休野ﾡの 柯;h 姿係にとつてみてざ ダ細呉供ﾡ大間ﾡ比が部 

」ク • 以 F炭ﾡの送大ご共 zﾡよのペ 白iが以らる-Lかもその 

颁向は新曲次极 別 ゆ 方 が 林所理根 洲上 り t大zおいてﾡ像ぐゆ 

み ・

ノア当"今力の 林索行 茨乃の 祀系zつ ごいて・ ﾡ ノ ク 

* 向 の 林中 ﾡのめのガけについて検L てみ上 う・ 

ォノフム 版皿 /力坪向の/戸 当此林 . ﾡ有ル
林 此 功 状 列r-------------

(/ ) () (3 ) (<) _() :

: m 野 /夕2 /←2 <«◇
比 和 2 /4 →2← < * 夕 /

w 万 2 /222

: m さf スァ 44

1 慶
" ロ

伯 2 と 2 << N/ノー
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林/虎威別

2 1 T7 ' v
布野 / 2/テ *24

比 和 ク4 ノ/ 2 5 /か2 バ ◇

仲 a 2 e 3 ◇フ 〜* タン

m st 2 7. 7 2 <4 <22 ..

佐 伯旧 < ノ 〃 フク ア2 /c2 1 _

/カ年百に所※されろﾡ脈のノア当 ク:労 仞 嚷は脂 胃 別 牛 用 

zおいてじほ今人以下の ど のゲ . 及パ→2 ◇人以上a ぐの 

ら つ名く?くいろこ* が られろ. ノア当クガグﾡ選翌が 

ス22人<1はは. 水田/町 步ク至 芝受炭 zらいてﾡせらね 

◇ォの受とは 炎すみ女受で必るがらせとて午チA党林判ネ会 

するわけzはいグない. Lかし二ら は林が全般P zよ< A人 

でい ろ 地炊の Lかむる 営休が /2町歩以上)zナる階層にメら 

ろ努分的宛象 c ある ・ 大ﾡ分の拠条はオノクなてよれ はノ ア ・ 

年同2。一 // 人枉及 勿 力物发 入燙であ りま/角林の仕市の加ﾡ 

xL てはﾡ付Y下パy が大 半ぐあるようてめる. この枢友の仕著 

ﾡ ご且史株 めめク個期好は マほ ご宏く ないか ら 農 家の労力配 

今上准ﾡの 口尽で &い上クに 判』とる. 力面からみたこの 

佐必は. プ•なわち育林労初"片手岡性は理林事衆女段家至誉み- 

都门 と し Z 東扱り 0 )2 注目 L て おかね な らない.

さらzォノフ次によは. ノア当りのﾡ株サめﾡは地填の人工 

林の進A でいるところほ ご全体ン して多< はるﾡ白がめるという 

ニこ・ス びﾡ層向のmﾡは地ﾡ及列 よりt 林ﾡﾡ験別のヶが羽 

者てあるY いう幌向 ゲ認 条よる.

こ こ で 階 務 別 の 史林 藤 的次 2ﾡしてみょう. づaﾡz おい 

<は・ 人工林の 鹿々 で•い 方加計 や神石 と" った 地 賊 展 ら かて世の 

塚上 り t 条や及が全ﾡ骨名通じて高くなっz いろ.
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オノ8求 新ﾡにおける労』東や戻 (ヘエAよオのロ/新量nA) ス*
() 林ﾡﾡ列

(ス ・ジ ・よ) /

布 野 <.・ * s ス 7

比 和 s ふ /*

神 E 。 < / J. 7 象#

m 計 2 ク /3夕 44

庐 相 2 < J

(ユ) 林ﾡﾡﾡ別
「-- ---------

I F wT W
好 2 4 7 4 : 今 ク 7 ～ク

比 ク 女 フ2 < 7 2 み 3. <

た 丈〃 /.2 ア 2 / ア./ <2

m / * / フス み 7 44 メ2

伯 < ← 4 / < ) 今2 < 3

オ/ア 株音こ月けろィ承やべ ( 株向ガィ//年生木満の人工林ﾡ) 及 当

"ノ ル灰ﾡ列

ロハ (2 /3) ロ> * ) つ !

m y . 2 3 < よ.* / /

比 和 3. 4 ス / 3 み 才〃 < <

神 万 ◇ ◇ ス <
m 計 マ.2 ラ / / s

佐 伯

1f--------------
2 <2 ラ < パ オ



(2) 林野るじ伏別
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I 面 i I
・ .

A * — -- - -
N ▽ !

▽ T

野 / - / s
ヒ 和 テ2: S / 夕* / / 2 / " <
神 石 2ン クタ; / 7 2. 7
ロ s 3/1/6 / - J ・ ? » ダ-

を っ ! ←

1 ； ・
------- -

= ；
- • ・ 7

ーオ(はﾡ枚本放グ消・ 旭将. "足細宏このﾡ量どいった 

ョ条や作未のや米ぐめるど イノ z P均内なA救 地のよいとこ 

ろの史林キが夕くつこ*よ々四名 一地叙区地区へのお動 

な どがこ のよっなお米な生イていろりのYわ. ﾡ施の県# 

ﾡ zら けろ 倍& 全 項は必逸 ごは ないゲ 人 エ必林の 比救め

A ごいる二地めに片いて は2ク 験の そき慶ベクヤ同科A 12 お 

い てﾡ千ﾡっ てい2向 ゲム られろ.

こ*らの口にLて総ﾡが』の県初友は験洲 商A利メヌ 

はAく兄されない・ ﾡじてﾡ在におけ ろ休ﾡ求は ま に だへ 

円分めによっ て発々 xバ央 テ上うるよ 段 ﾡにゆろ2 か ぐあ/ 

から ・ﾡ楼zよる次術准 や 來约及 叙の ﾡ以が兄* Lえな<xど

む2料はい でゆろ力.

次によル年向の林ﾡスタﾡ衆してみよう. オノ4よによるY 

東ﾡ山師のとﾡがルっ乙必いクが目につ<以才は&協ル炭 

z 比例L た 林契夕 2示 していろ. AL比教的人工 休ク皇A < 

いろm計や神月ぐは他の 炊z べて そ芝 尻検 小 くなって 

ど.そ ごセ林ﾡ夕はら z いない- F)z よ < 株ゲわ 

ろようてなった どえわれろ 派匹 今力年同においてそ .ﾡ年戯林2 

Lてい ◇戻条は柱< ほ か ぐ. ﾡﾡ列科 ゥ 乙 は林野炭炭 ゲス ◇町サ 

以メ上にはっていろ・ Lかし個列ﾡﾡ衆では林野 今町サ上のシ 

スて点見される・ 大第 分のま 家はよク年ﾡにユ〜3夕Mえていろ 

ﾡ及 て、林野 /町歩未ﾡﾡ ごは多 < は ノロ程及 L かm枚L z いな
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し).

オ/4衣 最よ力向め林ﾡ

/ 片地児炭別

(ユ) 林野伏デ

r/) (ス ・ ・< ) c4 ・ア )

灯 / ス “ノ

和 / / Z フ / J 7 *

神 ラ パ ハ /

mロ 对 / ? / s 2 み

佐 a < ◇ / 2 2 / J

こ・ご・ 堂林対安地のえ 会 述べ 乙 おこ う ・ 林対条地ク粒契 

別ﾡ夕るッ*ス2衣のりぐ. かなりﾡ者はﾡ域建 がみ e t 

る .

オ。 选 林対 系此列Rﾡよ力年ﾡの地林面A比中

I I N ▽ w」
• _-*

野 / ス 々 4 3 . 3
t •
・

! 出
/ / / 2 3 2 < :

•

州 2 々3 ママ
i

m st / + -2 3 ◇ マ ぶ -2 . ◇
佰 < 2 / ^ / 2 ZJ

野. と和な どお < 水れた北切ﾡ地ﾡでは殆ん ご全部バﾡ炭材

「.. Netトクパ4A **はクい公 新於林の改良 ﾡ此は株

¥ / ク s /
比 和 ス ? <
神 2 / < 4 / / -2
加 釘 〜 < ← o <
虚 3 今 ス 7
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の用材林への 転状林でめろ ・ 用材林とのかはり連ば加計X 
ﾡ石ては 用材林地め 円ﾡ林む 相当行われている. このﾡ向は佐伯 
こいたって士らにﾡてゆろ- こ、では. 天窓生のアカマツと広 
系がの型父林の改Aとよくかなり行われくいる. 今•再立林か相 
当行われ ていろ神に*か計* zっい 乙 円芝林名行ったﾡるのる% 
ﾡ戻2スろ <や々 ご会部 が林 ッ町サ以上のﾡﾡぐゅっにことか 
ら 林様 ﾡは全ﾡるにわたってみられろ点向でゆろバ・ 材林の 
浮林はﾡL てめ内クそき尻ﾡの大全い殺ﾡ俗にﾡられろょう 
てゆる-
吸核z本条のそせと マいろ人エ 林の A似ﾡ広2んて らニ う.
→/表 ヘ エ休の今払ﾡ

ノ - ルカ バ 〜 ノノ '

価 野

.--  ﾡ

/夕
一

比 f zx ・ 1 <

神 月

mu 針 今 2 / 〜 / 7 ? 1 /

を 伯 ス / N < ス ク "/

%的)こはヘ エ走林の登及ク お<ているﾡ数ほ ど納令林分がチ 

く . fA /地めほ ご令林分が多 いyいうこY ゲネえ そ う てある 

が. 本表は&すL L その継ﾡ並ﾡ片I zいない. すなわらおく 

/ﾡ洲同地ク=妹る ぐそケなり ◇程及の初令林以上の株か

任 L ていろの ぐあろ. 残条z上 ろ人工林は .R』y<に一 

ﾡ的にわみよクになったひであろが. 快来から •小焼鉄 な 

が•ら屋敷 网 典 や地利 のよいころ では いろいろの目的をいつて行 

われていたこどにﾡ因L ていろ上うzだわれる. それぐるﾡえご 

の地ﾡで/2 ﾡ生木着の林分 が最 半名おめていろことは. 最の 

凌林 事衆 の 仲 反切 若 2 いこご2で欠すろくてはない

西スz32生以上の利 用可の地林地な っzいるﾡﾡ2樹

払と乙 ﾡ条 ナる.
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r/ 地及 び林地の る滋虎炭はY 2 に地族Y Lて中ス び大 に爲す

◇ひのがﾡ例的に多 < . 例才的にスらる小ﾡ桜ﾡででむ . & 

ﾡ的外糸に状する どクごある.

G)ごﾡみの人工林年 ( ※は林野)て対すろヘエ林ク m波ﾡ) 

2 地の ごれ上 りも高くなっていろ.芝千ク例外は.やビク冬 

兄的糸兼ﾡ条にみら れる.

の初くで. 生え共盤の 独のが . ﾡをごしてクﾡﾡの高 い利用 

株の係村2 していろようてあろ・

6 並林米量ﾡの地ﾡ的ﾡ型

今4 マば移々のﾡな書料会主Yし てる感よm点ﾡ求別に区分 

ごの平均的よぐめって. 一屈別柱格な就み N万 う 人 乙 だ.

しかしこの企てはッムルの女の制ﾡから. 拈米を一般 化 ず み に 

口ケなク 枳定 さ 木上不 を野な,). L たが?て原初に止べたりる 

々は単なるな底糸rBける市例ととて • ﾡ営向の株必 土兄てさた 

のzナざないのぐあって . 平々な一承にはﾡカニタつ > しんで 

米たLかLながら. こういった 試衆がﾡはる 手均値的2大ﾡされ 

たところケーススタディで止みﾡり行ﾡとしての会送の分』 

zH白不十分ぐあろzちがいAい. 2こぐ以下の三ﾡzちいては 

&*は千均的な損型化からははれて ・ より個烈のホ例z恐し . 

ごこからﾡみYる性必)2目L たいYﾡう.

並林ﾡﾡの及友 冬示す相ﾡYしては、 前命までに兄上ク2. 
いろいろな項 目があ げられろゲ、 そのﾡもﾡ合ﾡなt のyとz. 
こ こ で け浅 をの圣核林野面樹における人工林の比っョ クヘエ林キ 

*これを相先する,カ N L て最のよ力年岡zちける造林矢画ﾡ 

N 質頻凝* 冬取り 上Iたい ごメ. 今るﾡる別る検条のヘエ株 

年2地 と林地。 る芝炭税 )z L だがっ て 図表止ナオ /〜$s 
ヨ ての クである. こてをﾡ裁子均人 エ林半ナ &わち ルの は. 

林 唯 及度 N 対比 乙っ ・統人でゆニ.

: 郭惑の平均人 エ株ﾡ はフダ て塚低てあろ . 地ﾡ炭 Ζ



町サ上のクラスでは・ 第の平均人工林年より高い季名示ナ終 

家 が•多く Aり スそ多林ずのなハて人 工株4会 <塔にAい※系2 
アる受当らナ 全ムが定地的に歳林2章めて いろょってんろが 

地児炭がT ろにLた ゲっ < • 人 エ旅辛 ゲﾡふ平切以下 の求条* 

ヘエ林名全< 4 にAいﾡなみ女がﾡえて <ろ . 第求の中ﾡ合。 条 

ま ク ごあるご兄られろル妃伏よ〜ノ。ス日ぐは . この ラス全 

休のそ2 全め <催ケのがあぐある • 魚極 的に 比林 2 豊めて 

い ろ渋安がある ・ 後弁は日じ州地喫ﾡﾡ身のうらてYくに林 

る堂呉ゲ大全 澤求ケ ク ぐめろYいう I ごはAい ゲさみ周 

ナる白ﾡの中ルらﾡ況L て未たくのぐめろ .

林虎験ﾡにム< ・の<* ノ2町サ以上ﾡの当師逃の救セ大会 u 
虎炭の 陽石 < は人 ぶ分は 平均坎 上力人工林 半 を示し感良 灼 に 並林 

名並めて り今ゲ おの長殊は全<人 工林2くつておらナ天対* 

重 型の 林朱4営2していろ. こてにつくよ～ノ。H「サクラスて 

は 師巻のぐはR*多くのﾡ系ゲニのクシスに入つているて 

P ろ ゲ人 工林率が師芝平均以上つ渋条は例才的は々ﾡにナさAt 
とかと スm人工休のない炭条む この巨沼にド例オパz し ゲ X め 
ら水んいのて じてこの昭Aは人工数体に知Lてンくに虜M的 
な推雇型の感冢少く違附.性切系彦が多い と云えよ う. =れに 

て今町歩以下の小ﾡぷクラスでは. ヘエ休女どっていはいﾡほこ 

かなりいオ灰面•師蒸平均上ク踹い人工林孝を示す衣家2厳見世 

ら力 消ﾡ型と枚2処との 二 庭分化か'み ら火る. 派しよのチu中 

契炭ﾡ ご史林進量に畑 し て中だるスがめる ニ*Hこ 一ごの#営 く 
らる.

座和町 :第党の平均人工林年はノ"*て何野よクHめいが」& 

平べるとケAり必い・ 風初 W豺世る 送廐模別 に月若 と ノ4x 
メ上の当須送立しての大会いﾡ於クﾡ宮<は一般に白い人工片年 

名示とていろゲ・ ス～"及クラスのヤ向は尺炭商層にAる 

と スナ十ゲアのみが師きの平均人工林年2ﾡえるにナさ 

ない・ ヘエ林をるたないﾡ条む多いし ・ス平ﾡょりむ感い人工
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キて北殺と < いる長条が人第分 ぐあおY兄られる. これにﾡLて 

林地脱炭と及* 下のダ細ﾡ ては・人 エ林がA い渋坂1 いなクゅろ 

ゲ ヘエ休のめる炭本は平均人工林キ上 クそさい. 前ﾡの布片 

とたべて感口一のル域的系にありながら. こmては州ル炭属 

ぐ兄ていって セナ 向層の 中だり みかとN に着Lい.

ザ票炭 てなてと 日係でダ～ノ2 Hﾡタクヤ向日 に第惑の 平

• 人 工麻 年 > 越え ろ う 家がタ く ・ ヤだるスﾡ象ヶ双着 ぐゅる .

* 町月切: ※の 平均ヘエ林年は*«*でポ第ユ験ク+ ぐは長 

りさd- こ〜では前=片ンヌ?て. ﾡ層ゲ大 くなる

U％ か” てA的に 人 エ並林夕堂め < ・ る長丞べふえる いゥ 

より乙 ・Lろ. 林比ﾡぷ/2〜/ 今反座ほ 中 间居 展高 八 人工 

ポ 冬ポすﾡ条のムﾡ料 がふ、えて ていなと ころz持2 バpる.

ナAわら 新 世々反 家 誤層 では た4 ご公部ゲ人 エ林会 こたナ 耕 

性とダ及〜ノク及クラスでゼ ダ～アスでは人工林女どっ <いな 

・資孫ピ • ﾡいヘ エ4年 タ不ナ式夕z にﾡにかたと ている ゲ. 

ごの校人工旅2くっながﾡ承にﾡ加L sス〜ノ;ス収の町て 

L 翔送の平均人工林キに湾はい多<のポる* 美系よはい 

ゲ 師糸の中 ごRし尚いヘエ林本を示ナ氏本Ffンが今ていろ. 

メ F 片地規人 が大になみにつれて 全休 yL ては部意の平均上& 

示ナﾡなが多く なって< るが. ペ列浜本の ヘェ林年の部よは てい

曲ﾡ名ﾡく ・ LかL これ冬林地ﾡﾡぐ見ていく とかなり ク . 

前ﾡの支内最島のヘエ林キ名示したﾡ系は. 最大の 林野 圣学岚 

僕クフスに爲し.ﾡ校が下ろにしたゲつてヘエキく羽式し. 剤 

乙 二 師意 ぐﾡ条された 網ヤ子ル ミ翼ﾡはJﾡzゅらわていな

Lさt町 :番々の復地ﾡの中ズは長ﾡの人工名 示す 西那 の 

m計になる と 二の 市掛はさら座L ている. まづ州地ﾡ感羽 

でみるこ. ズ細ﾡﾡﾡほど個洲漠なク人 工林午はﾡるの平均mよ 

クそﾡまろス面 ・ 当地ﾡy し て はルる営以ぷの大 いﾡz入 

る7ス以上ﾡではみ人 Yがﾡ意の 平均下の人工林女示す表
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坂になっていろ- また林野拠ぷ別にな て1ﾡ係て休る払票 

ﾡの小さいt のから大さいt のこ移るにつれて表条ウ人工林やは 

ﾡﾡ"ﾡ 印 ゲめる -

［伯町 : 地 数ク へ 工林牛 は n 計 町 2 ス よんu ゲ a此)z は かな 

ク カ 反及足救*れく って今伯町rぐHﾡ 一ﾡ型のみ人 

工休ﾡ分ﾡﾡ向*加型の分ﾡ中2のﾡ今地が祝※れろ. 3 

づ#ﾡﾡぷぐ兄てけH 全休とL <そせ収どゲ大、くAるたにど 

/zゲっ<人工林22さするﾡみむふえ ス*の人エムヤ1ﾡ*さ

ろA向ケちろ (価券 和型)LケL土ノだってﾡい人工 
休年多示する芝は"えって本ﾡﾡに以北さ々. (m型 1 

・林町炭属によってﾡ条L て2Fて界ク千均以上ク人工株 

年金乙 っ戻 妖及のそのヘエ 林年は林ﾡ虎灰 ゲ小 =くんろこっと 

高さろけィごイ. ﾡになﾡﾡ燈くはヘエ皇1たない炭分ヶ着L 

くふえてく ろ.

以上がを町片例に材地Y呼クる多炭尺別2ﾡ途 Pﾡ人 ェ朴 

ﾡと涙家の人工年とのパ係を規魚L てさた. 今これらの個利ﾡ 

系2祭合 * の二っの型 が 染さる. (/)は党会体YL 

ての人工林年 低 い*ころて契われた型 -— 布野. A一 へ 

ニ て を 林野や別 也 の &芝ﾡ税にパ係づけれ. ヘエ休ﾡていﾡ 

燃白名示す 乙のてあろ- 勿比和み中グルミ*野fの大ﾡﾡﾡ 

打がめってる ・ 解白*Lてﾡらケにこク叔白は救列士る. =の 

円片のようェ ニれケら林 ゲN c。+ク立ナるンニろは株本z 

よ みょ休のﾡい 千Hらル区月の大いﾡ居にあり . 後のﾡ 

的旦魚極的な君動が. 第号社会のﾡ片を通Lてﾡ水中 →小クク 

ラス Z永成 Lてく・こ れは内林発及の「核企ﾡ」ン云えょう 
3)は 世耿 とし てのヘェ林止ゲケは り企及L ているど=ろに契ガ 

れだ型 - 加 割 —— マ. こ ・ では人工林はる後 ﾡﾡが大 きくな 

そこっれて てい 武域 白名示す. Lたがってこの此点ぐは、 ヘエ株 

年牛からうえド*< に小、次ポでる細具ﾡの地林がAイ て. ょり大さ 

いﾡ居てはそれ程びていないY云えそクてあろ. 小肥炭階沼に
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二 のよ 夕なﾡ白夕ひ全火 しだのは前にm計町についてべたZ 

の外に系業河ﾡのﾡ係. さ文の糸や接茶ク 発展な と一じ み 出考え 

力ばならないが・ ﾡKこL てﾡ林の及入永よえ湾さケ 

Aり念易に旦っ急永にヘエ 林年金高うみ之▽性がめるケら で•あ 

って 検で及ナろように かかる活月が卓林字ポつ浪は的A* 

当者てあみごは云いえAいようにﾡえられろ. 二れに対して. 大 

きい双楼の比キはケ"の使林によつては各易にﾡまり 将ない ハら. 

二の上うなて い永H向zAつ ているじのである. ・かL 新*台株 

ﾡの戻はこてらつﾡﾡの人工林2皇めて行会、 ヘエ林ﾡの出 

保は商い水率 で検軸と平行する ようてなるぐめカう- 第るYLて 

このようA人工休手のﾡ俗列バターンにはつだゼクを「ﾡ量型」 

*名けるならは 加計でみられたるのは未だ「"皇型」と 称す 

べきてらろうか・ とムあれ= ・ぐは 終皇型 って 卜ﾡ炭や父細 

契 ペ が皇 林栄の担当者立して会場L て全ていろこンz走目Lて 

おか A らない.

しから はﾡさ 木 た神ﾡや佐伯 は yの よ>な型と Lて 理解 る 

ぐあろう. 私見zよれは. 神月は 佐伯 zしﾡ意そのヘエ林 

は高いけれご • ヘエ林迫地ﾡに非竹にﾡられている伯に 

比 べて 神石 ては林和 ﾡ校ク 余地が木 だ多 <双ていろから. 相 

対的 zは平お7人工林手が感い地以てあろとAL ても上いょうに 

尽けはれろ・ かかる神石の上シなYころては町 —— 比和型の後ﾡ

ぶで大 さ い ﾡぷの 西洞 b よって 演用 と 人始めで未 た金林 聿第 加 

前次中規辰造国 に,サ及 し. ごの階ﾡてのヘエ休ﾡ女ﾡめて行く 

のでめるゲ. 未にそﾡﾡ盤ク必い小 規炭居 zは受ナろま てz支 

おら番っ ていない いったﾡ併にあるど のと位置づけられる. ス佐 

伯 はさら に金人 ぐ. よ り小さい契機階骨にが 林の垣当着がう っ 

クつ、ゆろﾡﾡにあろひの等ごいったKに段暦的に理さうる 

上うに兄られろ. この最がは著例 が非 にﾡられていろこ*よ 

って早府なー被 化 は空 けるべてあろう が. ﾡ産ﾡから▼」地に 

登る一つ ・・ セスを示ナバターンンして はェ分考 えクる」うにど



ウ・ 灯て&とてし ・ それぞての陸片々"ておける堂当者ル 

n 列にク <ﾡ以L ていろニ* に注目 L ておケカ はA らなu. L 
ケう枚がビ4 うこL<. そ き火の現炭岡層から担当者と 

・ て 季 上 っ て未 た グ. ど よ う な個別 るﾡの』冬Lてい るﾡ 

てうろか. こメらzついてはﾡ2改めよっ.
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グ四 m町そき地玄状刑ヘエ林早
10O* ○3 ©
94- 2

②

-183一
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7 ﾡ林ﾡ家の基ﾡ此

本ﾡでは 地炊のき林の 及英別にヘエ林ﾡの高いﾡ系印ち人工 

必株を粧と て いろご兄らろﾡぶ2事パ的に検L . そ個列 

そ者ﾡ占上の将色 ご岐林考ﾡ震 ﾡの愛西を探ろこ yにしたい.

布 野 . 和型 ― 後量型・

こは番々 ゲウけたと広ﾡ例 とLて は最む おく 北/に型に属する. 

こ ・ では』の似衆ては比林地にか>わらず児炭の大さい濃ﾡ 

こAエ林キの 尚い渡丞が兄払され. これについで昼く ケムク小契 

炭ﾡ俗長条が人 エ休タナ、ているというこンてpった. 今円 

町村の人ェ林年が上ぬから 今思に入る渋公冬るﾡ幌炭ﾡ品えチ マ 

示ナ下表の皿り て・ある.

人工林年上書ま て"の ﾡ祀ﾡﾡ型

1--------

1________ / < _e
布 野 <一VT <一VT 3一W «-W 一V

比 和
___ _______

一T 4一▽T ノーI / - I

布ではベてが念ご とて大 きいﾡ属ﾡの涙なになっ ている 

が 和ては小スは細ﾡの炭ながらかに$番目式ぐの中z入 

って来ていろ. 択初に大さ いﾡ於 ﾡ習のﾡなから見てゆく こンz 

と+う・

行野で最高のヘエ 林年 を示L てい る 展 族 は 第送 で一番多くの

2そ営している戻条でもある. そ営主は契在よスオののさ か 

り あとと ク 名玄最の戻米域大に学はるはYへポ未に対ナる 

炮 い肉ベをホし て し)み. 氏男は目下西片のﾡ業書ス買して地払 

ヤぐウるが。条乙はﾡ育ﾡの子ﾡが今人るﾡ尚し. こ、当分物入 

りの期岡がっごく尺公スてある- しケし使は度来に償し.ﾡム 

映の 入 ペサイ ▽の教なごﾡ求そせをえ実し てのく と共に. ﾡ 

任的 澤林世を拡大 し. 麥耳 3c"反タ直林 を駐猊して し)3. L/に 

ゲっ て ﾡの林野は ごの大さ士のから云って部表て才/番目zな
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ってい2・遂ルら ナL z最t 45賞ﾡMﾡク 尚いtクとAるて 

あろう. Lし 一の43ﾡ冬生林り立こ (1みりのは上ﾡの 

上 うなﾡ区町ノム"な< ◇ 今許から眺いていろ改旨サメぐ 

ペ 休業長 ﾡったy毎ヶト"の バ と余はな< 上<おりニクバ

地の年ﾡYいう林ﾡﾡごﾡ秘»今二Yバて土んいのぐめゃ. 

そク地 キり22え ムのたけ「激当し. スー闱明に貝炭ナみな 

x. 当此で方えられみ点 -いの林ネそせグク加将ﾡ門労カ会 

ﾡL てい2片式休京てゆる-

そクオニの地域ては終地解次の際に小は"つ林地で林冬千商 

し/た旧地主信2人エキのないﾡぶ ゲみ られる- 野の人工林年 

オ2お目クざ彼るて 二のな常の人工年をﾡめていろのは

2～42 野 ・ 当 Eのたバﾡﾡ』=佐休L た絶米 ぐあって契 

在林 が&イ に行われくいろけぐムい. 二れしてﾡじ旧 

地主ﾡぐあり Aら人 エ休キオ: 4由のﾡ浜は氏男 点奨"ゃ料 

件yそは主大みﾡネm料ンて生ﾡの基桜を当め最ぐ分4 ) 

史休名*ﾡしていろし • スオﾡ目クぷあは所本月の編ケ*た 

そ含炭ﾡっ下にらいz . ﾡ永2専会L . と<にAキ生ﾡのﾡﾡを 

坂大L なゲら生乏域独 2ﾡえ. 火4 - き術主人新といった分u 

クの電まれた本族砕以をA用L て 分年 フ反にﾡす◇休4x 

っていみ戻条ぐゆる. 前為印らサラリーマン波保の場かZH林栄

のzかムりの意へ バム るが. 枚者てはナべてﾡ条分めでめる. 

二の才布野村のオ*書目の長浜は旧小 ﾡ ぐあった バ央地所灰名

た 43スのを* パそ製だ を加えて生計名区て .和 牛4 A 

冬4ﾡにまでなし ・ル枚Aを入ろなご. 摂業そ芝のえﾡ夕計 

っている. 彼は4年2一3スづ、ﾡ林L ていろが. こ2は最皿

ご生L ていたそ労主の文の 在が大 さく保日L ていたよクで 

pる .

和にお ける大楼俗ひ大体行 の 場合て能似しておク =の 

第系)2おナる人工林キオノ番目の及新はの*々4目のﾡ条の 

よクにた代ﾡ的生林のﾡ采点L ていろタイ ・で. ﾡ任地
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0属&的椎者 yなっていない. 人 工#キオス番目の tクは上A 

ラリーマン残ふ型で、このる労ぐはYくz産 術才 仰が多くヘ 

られ乙いる- スォ 4ふの送丞はﾡ"のオ 4書目Y日じ< 旧小作長 

の栄会3的条及型てある ・

こに対L z. 後造ルぶzおける小スはﾡ神ﾡAク場合はどう 

てあろ うか 比和クくエ林年 才 J 番目ク意水山料地はﾡか2ふ浜 

zすさ&いがとﾡ主 はをx し た合料R 2 で長※はらぎの支z2

らて ている. 林は7 ス で小 さい の ぐ芝林日 こ そ 少い が 

衣 入力初に 上 ク ﾡ化ゲさ計ら ていろ- スォ«8日ク株ふはを向 

主が大ェタク ・ 胶衆に所者同じく マがﾡ台 Lている・ ニこては 

前為のサラリーマン長灰ど受つて林はら白な分々でめる。こ 

のよりに小現依層)とな九は*雲生野賃段将力ため当太兼泰が入っ 

てﾡみマあろウけどひ ・ 人工林率力禺い悪家には当世力一根问 

は栄茶 々 程 で历み表次 や 日位yuったとのごなく麻件クがく < 

回つを条し < いるﾡ迎にﾡ文るよ クてあろ。ﾡてことてく 生 

ﾡ桜の 区ビいクこン が幌炭ク 大 小zかかわ ら ナﾡ 条ク林 

僅にはかなク 求欠的な作川名スにし <いる上うである。

m計型 - 中ヤ企ﾡ

二れは番* ゲみた地験事例のヤでR乙々だ型てﾡナる- = 

こ てはn止の 似衆マムい ては、 ル. 休地2 n 冬内は ナﾡ校の小 

スは恐細なる芝z人工林ﾡの高いごバ見払さ水た- 今人 工林率 

よま ごの終な多祀炭ﾡ居す ご表示ナてば下よの遣 りであろ.

人 工休ﾡが上位よま ぐ・ﾡの凝状ﾡ

「ノ マ 火--

・ーI ノーI パ ー I スーI

オノるがらオ«恐砂まざ・ 林地よ夕木着、林よ及木着の冬細目)Z 

ﾡらてて いる ・ オ*書目2丞って、 念当地 十ﾡ的はﾡﾡのろ 

があらわれている.。み細堤戻ﾡzおい て人工 林年ゲa くはってい 

のは . 対ﾡ)ここの 芦層 )z林ﾡ皇的妥西 zま ている yい»
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こYてない・ オく番目さての因条2ﾡ別に検していってL ・ 
老人犬ﾡのスのと り食いち ぐ. たま4 納令支林だけがﾡよ

たい ク場合ぐあっ たり たた4ﾡにおいてノ日殴ク 曲林 

± れ/にや米が区い ヘエ林と年なってよわれたりLた さわめて 

普性クケい*殊ん予例はケリ ごゅる- L たゲっ てﾡの地炊. と 

< に段 庭的な尬域に比 て云えろこゞは. かかる ﾡﾡzお いてひ 

&細究ﾡの史林ケ行わる とひ シア 黑 のみであっ て . ハかる商品 

にd ぐ使休ゲ行われるてそっ /た基継ケそこZあったビいクニとは 

ﾡ天にいクニYはご全ない。かしろ. 宅林の る斉的放桜からはA 
れたーム 的性ナ らさじられるのてある- そこ て今 で主愛相

がとL て“々人工林年国 と らわれ ナ,z 取会 -岡 川*上疥豊 

が多く 自つ土林ﾡ及のﾡいる安を地ナれ下の通り ぐ

L て、炭ぷ の大 Li かた よってしるろ .

加れ町Zおける氏よ力千岡 の林ﾡﾡの規ﾡﾡ型

/ ス ____ J___ « 4
3ーワT 一W J一T /一F

本次 ぐク / 株次はﾡ茶る3ﾡ水 ・ 収そ共引る岡オ -位の戻 

条であり ・ ィラ2は部感一かの大林何者である。その&芝主 

は本氏冬あ」・そ定した生乏域後の上で、ﾡ入ググzよ ク並林 と 

企めている。 2 ッ及すはる営主 ゲ土栄 名 整ス . ろ イはﾡ 

ゲサラリーマンエるなど、それ それ 交ﾡしほ得の上 で戯林投 

ﾡ が行 われているこごz目 ゲっ く・し/た ゲっ てこれらの事構は 

野 - 比和 型Yム余りだ浜はなく Aっている.

神石m一中ﾡ型

こ こ ごは地林地の十ﾡﾡゲかは り店足的此林名なめ ているx 
いク契ﾡが下されたが、 ヘエ林率 上位よ番ま ご2取ク払ナェ大表 

on ク ごある。A祀してしかにる営土面ﾡの火炭別にはざ送 

乙の最上ﾡ番にヘっ ているものは多く はない が#細 zスれ . 突 

質的な上ﾡ督にﾡられる」少である。すなわち、 クノはル

神石町zおける人工林年上 «番ま でのﾡ状ﾡ型
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/ j _ ふ <

-v -------------
<ーT < - V $-WT

ゲりの古常上大まの グ、 そのキムび火4名加えて なﾡ内 

力 を 2 ら. 計 地究属こ そ長上A ごはAいが、爲を賞骨*し ﾡぶ 

救地で野、二人*< い4◇枚だ ・ 和牛生産&びAみ番子沼的 

に長点夕領ﾡし て ・ 浜艦物炊た 白zおいてはﾡる内オノﾡにある 

ﾡ長糸 てゆる -この条 ぐは林為 t 発々 ご自 夕みル てゃ? ている・

らに 船#木 生 ・入 Lたり. シイアケ安ﾡしたりLて、林糸る 

芝の糸め化 もっている. /j ル M 家心 面Aﾡ及<ド派上ﾡて

A いゲﾡえﾡ光活は知委門オスの象で当木生左 ・コンニ 

+ク ・ P (ナシ. モ、) 救 め て 多ﾡ的はﾡ函艦で段

る営を領欲L ている。当家城 旧地主層であった力、、、氏は子オ 

の本角期に入っているの ぐ生計貴立のための 立木区がの ﾡ及が 

さく このmからじ林のﾡﾡ冬せまられているようである. 円 

杯の頃中が.よそひみとれる. イスよはﾡ送内オ/夕の 

州地る営ごあり、浜を物収光 高からみるとオ位にはる・ ズ 

J ラ «のﾡ条は持後のある戻栄るせをゃっていろわけではない 

が.毎年の立木ﾡど杯しており、 Lたがって.ス3林冬とて 

いる いった型の戻ﾡである・

佐旧町一*岡ﾡ

こ、は .十同型ン L てるよ りz匹工い変名とていろク でらる 

が 上止の地験*同林人工林キク上位 今番ま でのま条金場る と 

次の皿 てある.

作町におけるく工林季上位よ8ま でﾡ交の規税ﾡ型

ラ / は承株内の基幹労 が大 エxサラリ ー マン に 出て のみ能然
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&る求栄冬布談本 反zータきさ Lな= z z ょ ってォ ノ&と 

はった・ ,•ン一 て←は朽iどう→のヤ受ﾡぐあるろがス3 の涙条べ求山 Pチに入ね ・芝干っ、L ていろのz対してﾡ 

はナて、戦前のﾡﾡ2上ったこのて、ﾡのでは会くﾡえていな 

・・ 当ルぞし初*同こく 』の土林尽が部く . 日っ終占株受 

2 多 いの5ぶ/ りしちて良求4え 天L Z てp

ろ・ ニク面からマにヘ林キの 内 いﾡ系バナLざ. ﾡ在の止林 

ﾡ企為 とは三えムし-

以上・ 本では-"な名の円係さ土とLてヘエ休やにとり、 

ﾡ列にﾡ R 君 "こ内ぶz っいて意干のﾡ2った. ゃﾡ

とそ次のょちはAスカハ、えるょ 2xわ* る .

" 氏uの並休』.よ当ク ナ て)2ぬじて云える こ と は生者禁進が• 

確义った家旗で乃ること,ーーした.ゲって.上/亮潼家か凌夫旳 

承応哀祭が多くの場合祉皇者になっているこ こ

) ぷ及ﾡ皮ゲらて=セ寂及. y<にの力のあるヨ』さ 
低すみ こ y

( 与東浅豕型は芝 < と こふ株ガの で 糸栄環求は主 とLて継人 

労イカ て一率 米 を 行 り 陶 句 ゲら るこz

" 予米ﾡ条ては林栄るる内aでの多的化皇 りっ、ゅるこン . 

とかしな ゲe株素る 莒 自体 N••の 圣営 の合型的名欲化 xいった島 

について は未に勢 土はスられない.

8 並林4秩るのﾡ層以ンﾡ更

本前 ごは地ﾡの並林食ど列にRu4 n t 細に政&的には林&進 

めていろ渓本名必夕し. そのお2ﾡﾡな検射名加える. ここて 

推堂ﾡ条の基と とてR り上るつはの◆力向に～凝上A 

枚とたるの、«力年ﾡのﾡ面ﾡがよスサ上るどの、 てある

上によって・町T才刈に以当長条の主な*濃2-覧にナオ • 

表の通 り である .

テ 衣
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町 H 高Aジ . +
林日よ

, x工*»R
W牀小星

• 最4力"円 
久日女 今材長 専求求aP

布村 ◇一 WT * /2 * &2 ﾡ *

一 W 々h4 今 /ジクク ◆
3 一V 1 4 ← ◇ o 2 素*い人豪)

一VT * ノタ2 $ $<e
<一 ▽ < / /・2
<一W 今 /タク ◆

ターV <. ◇ 4 ッ/← ◆
J 一T /ク2 ジ<ク 表 考

a ナ •
1

ノ <

比和町 <一W 今 * $ <2 サシ ソーマン

- WT . 4 //2 今 <<2 ※ 炭

一T ,ノノ 4 マ e ャ

3 ナ 夕72

神石町 «一TTI 今 スス/
1

プ 72 1 、 友

<一v «ッ 〜2I ◆
〜一T 今 N/" ファ2 表 *

<一 WT 4 44.4 /〜2 .
<- v j と ノメス 受 ふ◇ ・

一W 4 2 2
一 v 4 /34 $ 4 共 専

3一v 今 ** 2 2
!

・ 1
s一V 今 ク 2 2 2

:
-"

J 一N /2.2 2 *4
!

サラ リー マン j
- ▽T < マジ. 2 2 * s
<一V < ～ラ 2 2 1 

ゾラリーマン

3 一v 夕2 2 2 涙 守

---------
/ ナ・-*:・------4----- -_ L タノ
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サラリーマン

ﾡ方 バ杯2は白が々用は念めていなし。

ま づ木 ﾡぐいク ﾡ表条2ﾡるの全朱&X 対にする 

布 野村 や神石町 ではJ ◇メ以上の契年2ちしているル・ その他 

の ・引では/2 %程及てなく低い。いづれ2L て も大如分の炭 

条は.4 /ざま に止林市求夕白 条の 年▼字のヤzる的に組み入 

木/反階)Z d ぐ立ち列っ ていない. ﾡ金求条の クらこは、神8町

ZみられるごY土今ルﾡのm及がラ7ふスこもするるのも 

あるゲ. るのノア当平均はや2師歩2なり・ 年年 4： 提友ル* 

林が政子 的なよ 受2なるよ クぐめみ.

西みz里 〜及の皇林炭炭名 我家 が桓 格 的に説 げる どのxして 

ﾡﾡナば. ズ ボJ○ﾡでノス町サが受赤林mﾡとなる ・ 

ス ﾡ林米ごの向受ﾡﾡ はA付、 千入な ごふ<めてや〜へ、

同ﾡﾡ* イ2死円とはる。 Lかしこ にはル位、 利はら び 

z林地のか旅戻なご名加Lて. かベり ◇安会係よ2掛 けるど器 

がら る .

次 展 ニク 彼の技煮力 至善上世面題商局 な みより. まづを数地 

2っいてスれは. 加れ計町のス炭 条名 除いて総ア女スクナ中スクナ 

まてゲ»ﾡﾡ上( よ及以上)になつているこンでpるろ. 地る 

ﾡﾡ店営別の総林ﾡる炭な水 . ここ での確件ﾡ家女のs倉
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名みみ¥ では/ / ジア中/ィナ ( /ん) (のではタノア中 

/2ア (マク) (* 上 を ピ ケ戸 中, 产 (3タメ) zなり、ﾡ 

僕が大 当 < はば素次ム翼ﾡが高ま っている. と がL怪半よの炭 

轰が演進農家):1なっ ていない.

林野面ﾡ貯ﾡ別えみろン . 推進ぷ条は林野炭模 の大 生いﾡﾡに

よっているこY が眠 らかYなる。全林栄 至 落演家中3町多 未希 

っ戻系はノ/ «ナあみが、椎皇表 かの中zはノアるﾡわれていな 

いし ・ 林野mﾡ3町〜←町のクラスマさえばかスタナ中ィナ (そ 

の商Aの戻条中ノッ ② ) さな い)。 ←～/2町のクラス2なれ 

は/ジア(ユク) . /2町以上のフラスてノスナ(チ*)と 

新次ムﾡ幸は営まみが、この場今し州地ﾡ炭剥ﾡ向Y日杯)z最半 

彖の族豕 が推 理双 家展 点 っ ていない. 片地児求が大さく AるYい

二ごは・ 逆林ダめ炭入茶が一つ仲された といこンてはな 

◇が. 林野面ﾡが状少ぐ史林対条地がはけ、 栄大打は不可 

ﾡん こ ¥ はク鈴である と、ズ ス対て象地がや ってし ﾡの感い 

日っ不ﾡ寒はﾡ では 及林 ﾡ業火打へ ごやx とAい。こら が相

って以上のような推堂戻なの水現になったりのごﾡ気さる 

*&か<. 前部のさ米立ﾡって.ﾡよカ 知の史林経対受に内

L てみれ、地欺別准 yな<メえ ごナべて が中ス び大 の ﾡA )z所 

Aし 乙りるこ y冬注目ナやめ受があろう。

Lから は数 z彼寺がﾡ匠の隻林整進者 として浮び上って未た 

ハ・ こ て 2はは階A別の将船込求A並な と林東の井部条件的 

は検洲Y共に、 有林ﾡ2ﾡﾡる有の中 に担執せん たす方 至連者 

の個別的要因なY名細に検まし て おかおAらないの でせ々の 

ﾡ系ﾡﾡから ごは十かなﾡﾡ名料るこンは困兼ぐある . た だこの 

ような 理にアフ・ローナ ナる一つの ﾡ料 yとて、最よ 力 年岡の

林 能城盛・ 家の花•氓動 向 を揭ガよ ク ・ オマス表からAち z見られるこ 

*は・ 野、神月、比和や林ﾡﾡ換がル波* し て 点ﾡ的に皇めら 

れているyころでは. 長』よク 间。 段林 惟叁者 の# < は3年日 

E u 林々た 目 的7 で灰株 とているこYてある. そめクち ご数だ表
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条 と非数炭表系 と ごは立木ゲゼ こらナがﾡには非常は相ﾡがある 

ゲ. 妖受のみを探アてて除し. 千均ム ﾡしYめろY 的み 

今2月Yなる. 二は当地の新求林の掲状ケら/チ～ス2町 

ほの面ﾡ(向一 4ス程タ ) yAろパら 全の町平均史林酬 

項 と ﾡ突合ナ ろまぐめる。ケ< て各年«及ﾡ戻のﾡ※林名灰採 

Lて 卒とz 用林ﾡ意名量付け てゆくと いク林栄るダクﾡ並は . 

ざ&のヤ炭以上 守共ﾡ条z 平均的ZK保土るYいうこ*)z 
はる- ・

ひカーっのァイ プはR匹 よ々坪Aに全く 自 こu林2係と < い 

Aい)ﾡ須ぐめろ- ニド計町や神や町の一初ぐみらろの てあ 

ろが. 戻栄米者か糸ﾡのﾡ幹め カゲサラリーマ ンAゞzi < 0) 
る安笈親来状駅ゲク の。 とビ z所将水率が品く . 旦っさ夕と てい 

る表孫罪ご週去の杯か地の ﾡ理 殊恐林分の改 渋殳林 など忆勢 

めそり)や- と林突行に孫 しては、 サラリーマンﾡ系てはXくﾡ 

ﾡ常力 が多 < 入るﾡ口がある. れzL z これらの校象屏は、 

ﾡ匹 今力年向 に分ん ビ林求ﾡ押 を後将し 乙いないの であるから.との部内の余て料っ ばか ク ごらる- その/めか. *列の 

堂林mAの】以ゲ出 L い.

兵核のイ Yして、ﾡめて例外的な母度)zははるが. 林栄師 

円ととてかはりを寒し た 屋 書株査 M も っ て いる央条がゆろ・ ﾡ 

町ク <一WT. 佐伯町の3一WY(つ た長条がそ れで. 彼 野 はかな 

りの水のかが々のめる炭糸る芝料z4料皇Wえ. ・/林 

休ごとて矢と た 春林 務 後抖成 # 上)2 林業圣 営部 円 / 紀頼 Lてい 

そ如会 タイ フ”裏家 で历 み. 林東 労切 は をの 我安の 豕扶御 成如何 

によって ・ ﾡ備が取 りヘられてはいる が何 れそ救炭師/H 御が 

されていAい・ こ水ら◇炭なるせみﾡ虫はォーァイ プ・の林ﾡ濃 

暴が列金ナ 全一つの交*L て 区置づける こYゲ系上 う・その 

ﾡから と て ・ この枚のﾡ条の林ﾡ門の及詞程には十分検ぁ 

○価ﾡがあろ*足われるゲ・ ﾡ々のぷ査では不えかぐめる で、 

今後の探ﾡと し<永しておさたい。 .
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とるあて: ﾡ岡-の 4営糸計ク 下户あ乃段家玄 し て皇ﾡ兼z 

向わしめ之勢因の一つにﾡ探あ向会京ク上てみる場合.番"は 

三っのタイ プ・があ ◇こご夕 製新 L た .

(/) 林地からのインット が林 地へのァク トフットﾡ 尽 ナる・ 

- 多< の林ﾡ軟ﾡ真条てみられた イ ・で. 着々 ◇特系 

からは・ そ営古本の攻巻プンボは慮«スサであった(る登ﾡ 

本区巻型 )
(2) 林地からの ア トフ・ット ゲ全く は<. ら林への イ ンフ・ッ 

ト が行わ ていみﾡ - 二 ては庶業専炭表 ほ夕的ﾡ栄旗る 

にみられた タイ で、そ営式*の 形成H： ひ*え にﾡ列 る着)に おる林求以外部/1の人Pに舟だねばならない。( 丕恆貴本形成 

型 )

・ナう 林からの アウト ットご林地へのイ ンフットYが、契在の 

校術木洋の下 ご燃さ文とて いろンみられろﾡ - 検原る有の一 

パ1とと て 川 角林案部 门 が络 米上ったひのことて区づけ 
やれるくク —— (&営言本京型)

ニれらの外 z油糸的には林地からク ク ト プ・ッ ト が林地への イ 

ンプッ ト 2超量と ・ そ製英本が新次組ボナるイ プ・ごサえらる 

が・ ②々の送欠したあ林推造ﾡみの 中zは兄ミれなかった.

9 か ナ び

本耦 で は挟林获犬星本闫庭禺杏金で、た く z人 さ<取ク 上ら 

/&「家族圣 ほ 的林業」の大 か夕 ちめる「ﾡふ林茶」の 林市 

のツ内 に 目とた。 べていろところ出 か的なき らいはゆる 

大ﾡ供に行われた r ノク42セン サス→ x「地点調か」が未 だ 

合*の利用可 ﾡのﾡ料となっ ていはい今日. 突ﾡ会燈知ナる手が 

かりになりる*ﾡし. あえて ﾡし 欠次 と た 次オ で あ る. A 

と理 をﾡ林車点のムzﾡえし ていろこ *に はジ者さ 氏のzは

秋があるかも 知ないが、これこは辛者の 小、戻検米るせに知 

ナ そ基本的な方え 方zﾡL ているLの てあるみで十今)て こ、て
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はは鈴どっく ・ 料A・は しが生 ぐ止べた通 り ﾡ在ク以居では 

一般的にはは林犬の 生ど場だの ごく 一ﾡ分 ぐある佐林帝栄がぶ本る 

登oヤz入っ くAくいろ)こ ナ全は。 yい ク甲央執起戻ぐﾡ所し 

てらいてﾡ全えい。
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患家林業 の地域性

- 地域別, 階層別状況 一
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双 家林素め光ﾡ性

- だﾡ列. 店督別 ——

本支は広島ﾡにおいてﾡ家本業が. ビのようなﾡﾡに. どのて 

いごの規ﾡをもって. ごoていビの生星のた茶をしているか. こ 

れ名条活ど階長の両面"ら地賞田に失ﾡるﾡ極せとビﾡ回 Lてい 

る. だからてクロ的か林が中にこなってﾡ詞している.

二の分ﾡ系はﾡ棋経営どﾡ米生産のﾡなをヤゃYLて、両看 

に ﾡ するﾡ家の 自冷的近本肝利用 と ﾡ 家経海に おる林業都 

門のウエイ ト等名かﾡ将点Yしている.

ﾡ岳対象ﾡは県内名8っつの米家ﾡのﾡ型地広に分判し. この 

預型に似した?町庁名ほ史し」 かつこの町村の性ﾡそ顕受して 

い るピスら 8 ﾡ調査こ L て賢定L てい る.

この県ﾡハ らﾡられた歴京ﾡﾡ料る要に 素落教 ごﾡ名性乏 

にﾡL ているが後看につい ては浜ﾡの不足野もﾡﾡ とてか 解向の 

明映でないK料は乳委した.

なおか 祈Tの ばあいﾡﾡ前えるため三ﾡﾡ表なご旨少年Lた 

しのが多い. =はﾡの比ﾡのばあいﾡ立ニビが夕いと ﾡわれ 

るので採用 Lた.

たにﾡの ばあい o のる称は記ぶと 平解にﾡ確こ名Yしな 

ラここが多いのて 町村名 さもって 代置ごせ るここにL たの てT承 

ﾡいたい.

及業経営の現状

調査泉活の殺茶経営の現乏ﾡﾡにかﾡする こYになるが. こ 

のば功いﾡ家の宮んでいるﾡきの矢態名生率ﾡ宝ﾡ中ルと Lて検 

お計そ70えてみたいとﾡう. 労め手段.労内対象.労め力Yいうも 

の が 営内でどのよ ラなﾡ位とﾡﾡ占めているハというこY 名 

ﾡ活ﾡじて. 地抜のﾡ性 ない した救名論じたい こ汚えている.
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乙のばろ い分ﾡにﾡ止する考ﾡ名ﾡﾡ列にとリ上r. ﾡりにこ 

の項め 総括 z したい.

2 - 1 営君のﾡﾡ

ﾡ※を営の売灰分ﾡに入るﾡに 渓家が宮この土セ生産にﾡ 

ﾡする"に 兼某の 二 題仄あろう. 浜 =な

茶のa区よﾡ属的ﾡ大Lともに これがﾡのﾡ受の大立たっ 

て受っれ. 二の形のがﾡﾡだ予若クガ勃 aいLﾡ※新ﾡラめ 

可能人口の経芝外への排出といラﾡ委はﾡる ころであろ ラ. 

ﾡﾡを営にとてほ ﾡ宅規ﾡの拡ﾡ. あるい劣ゆ市の虫

番 に よ り 兼求化の方ﾡは地ﾡによ つって相当因系に応らわ 

こ れ がガつ再性名 町ずる-標であ2 らと』たる.

このﾡ系の区列ば 世市のヤにﾡﾡ以み外のﾡ王*

製 新炭 の生産取こる行っているもの. の杏Lなってい。 

もの. ほたけラリーマンとして物めているしのがﾡれば表来 

ﾡ家2 L ・ ーﾡと二ﾡめ区分に慶紫べ主か従かの回各にも2 

づいて. ﾡ業さ主込するものて一恭 従こするしのめを二糸v

し て こク した.

づ?果活の賃料名百み 

化L. 三ﾡ団表に ・ロ ット し 

てみると. スー/図のごLく 

である.

このﾡでいい ラるこYは友 

あﾡ全体こL て零業年べい 

こ Yが明ﾡであろう • ただ東 

ﾡ高原地ﾡの神石が4o %台 

で高い だけでらる. しかL中 

目百采山向め布野Y止和は 

製所炭 の生を販ﾡﾡ家る米茶 

から戻くと. このヲ原落は他

-203
にして米王ば高い. 専業辛が☆く二系率のﾡい東意は西部 
向地媒の加. 西ﾡ活地域でなﾡ市ﾡの加川である.

二れらの旭侬は農家の径を規模も毒福であり.•生活の基盟五兼 

米にﾡ存しなげればな らないため=ﾡﾡべ高く なっているとネ 

ることがてきる. ただこのような地広でも支ﾡﾡ洋ﾡばの沼R 

はいくご生ﾡがさくからﾡとでらり . かつ労め集的なﾡ呂作 

の特性"らスて. 排地経き面積が人さく とも. ﾡ業を宅に主休 

べらり. 二ﾡ率はﾡいが. 一兼率べ部くなっている. よのよう

労ウの市月名停に拝っ条落の沼ﾡ2ﾡ評川では 夏※生末が 

商品作に中べあるか. 昔ﾡ作によるかによ→て一ﾡとニ素ﾡ 

は受なるとﾡ料するこビがでSるであろラ. スにスースロより 

金/落£.合せて盾タ性をみるとぷ業率の比兼的高くなる後ゼロ

0.5町上の耕ﾡ所有暦否であるこYが明かてろる. 一ﾡ的r 

いい ラ あことは. ﾡの大ヨい経営ほビ当茶率べ老く兼求キ係 

くかっ茨ギの う ら一末ﾡが=ﾡ率よ り もきいこいう 諾は 当 

ﾡにもスられる. このように経芝規桜に現Wされるこいう面Y. 

ごらに文通 の 使否. サ物市場の大小やﾡ力ざは報兼率に大さな 

砂«を与える. これべﾡにﾡ動労ウYして半ﾡ半型芝形太す 

る似上 . 大ごな影客乏与えるこY名 認め るこ ヒがで=るくあろ 

ラ・

注. 兼業のﾡﾡにっいては才 ﾡの山村ﾡ茶と本名参ﾡし 

て炎く 2 より細に 分ﾡがめら れている.
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C -2 牲宮規ﾡと利用がﾡ 

真家の反立する無のﾡ粋こなる 

ものは経営土地っ円 ﾡてあるととは申す 

さでもないが, 当県のばあいこれべ地 

ﾡﾡにどの程産の堤橘でﾡ柔経営 

が営まれているか またその二地 

ﾡ用べごめように行なわれている 

か.この 現が名 以下z一/ 表2中 

とに汚祭してみよう.

ﾡ宮土地司和 るスるL ?町 

台ヶ布所. 忙和 ど町T台べ神日と 

なり 果内でも後池込いわれて 

いる池ﾡがこれに属する. ないで 

吉田ゐよ町. 加計のヨ町台 . 世ﾡ 

佐伯のz町台合で. 際と野川に 

24〜 0.7町程ﾡの系ﾡはを皆 

規ﾡとなっている. このように山 

同郡から平坦部.沿肆処域と移行 

するにって経営面承は小さく 

るﾡﾡさ知るこYができた. 友面 

経老面種のうら林野めちめる制合 

は. これこは逆に比ﾡは大さくな 

る と当ﾡのばあ い故めるこどがで 

き る .

一方ﾡ家が生のためﾡづ最も 

ﾡ 要現 してい た耕池面ﾡに フいて 

みると.神忘 ﾡが2?4可.せ雇の23町. 布野.吉田め 

2ク町てある. これらﾡ落は海巣ﾡﾡい名除くﾡの中都以束め 

台地から東都向ﾡにかけてスられるﾡﾡであり.沼展"ﾡ所 

川のようにo3 町 裡度 の 規模 ロ 県 ﾡの海岸 隸 やォ 市ﾡにみ ら

スー/表 条ﾡ引平均経営面積

町そ
(ﾡﾡ 名】 料 地 1 ﾡ ﾡ 王営た士定 ニE作田 ﾡ う*①

所
( &2

,.タメ
(ノど. ヨ)

4 ク/ ムクN 
く2) | "ノラ

!"タ22
s.コ

4S222
ラブ 

(/22) ノ 回神«向*べ

布所所 
字 契)

②.ラ7
く 23 (2422 /aヌ)

0.03 
(S.

ふ.ぶ
Sス2

ヌク
C P2) /9N 今 " "

加t計町
(川 )

久*
C 2 5>

久"
C 5 4) Ly4

27S (24タ
33二 C22S2 </2e2 ノe3. « ﾡ研山向地ﾡ

神石 町 
不銘.中ガン

o.ラ
<ノS ダ)

2.4ご
・44.二)

・
く. /

23こ 
(3ジ.2 S空4シ 4/ee) /e2. 4 東存高承旭ﾡ

E
!ﾡ 山 2

久»ク
シ 52

2.7o
4222 C 22

2.24
<2 グ)

S 
く5 、マ 

く"a , /ス。

き田町
( )

2 クク 
(ム2)

2.2o 
42生2)

2
22

2.03 
4S2

スミ 
(2422 スララC/CP) ノス会 e 中部会地"旅

佐旧 西 
(こ 二)

os3 a 方
C2/22 22/

yクノ <22)
/4

Cク42
S C/2P) /3く o ﾡﾡﾡ向なﾡ

区町
(管 野) C2ラ

クク 
(S2. 227 

くんり
o.ク 42Z2

23c 
CS2.2)

② ラ7 
C/P222 ノスク 東州沿草胆峨

「y川町T 
W 翌2 C24.22

②.と
C 2名22 C 2 )

ろ.2
C4.2) 23マ (S3

22 
(^22) /$o.2 部3*セ六

図 ﾡだ利用
ノep

*計

れ6・ また海岸様名除く面部だﾡの佐伯ど加計は県ﾡにいﾡ 

ポ. 丁なわち乗ﾡﾡにい耕地しか持っていない.

次に材セのうち水田. 畑.研「函地名<-ヨ因で比率セうるY. 
ﾡ盟ﾡ報は 何のも 

極く 僅少 であり. 特にき田 

世ﾡ . 源野川 は昏熊である. 

三めよう 本県 における平 

ﾡの生達は 何れ o 系落も 

ﾡ家経済さ大さ く左石する 

池位に無いこYが地ﾡ的に 

みていい うる-

永田幸については. 白 田 

世、ﾡ野. 佐伯が2メで 

ろ り. ﾡ. ﾡ野川も こ れ 

乙血い. 次いで神后の4。%. 加計. 沼隈は半分てろるが. この送 

Kは地形ビ水利等のﾡ約てよるわのであろう .

ニモ作田ﾡについてみる. 県光にあたる山問都のに和. 布野 

神石 加計口微々たろ も ので玲CY水田一王作ﾡﾡとスることがで
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こめ・ ー方本の残合だﾡといわれているき田 せ騒ば /え2 

%強Yなってお" • 佐伯は/ ヲ4%.瀬野川 は/二2%沼限 

は /ケヲ%とかなり支作乏ぎにている二Y ゲわか る. こに官 

ﾡ条が先づ制ﾡ祭件 と Lてﾡ常にﾡ行する= とzﾡ解すれは 

至岳当ﾡの本であるべ ニら主どLて 玉術長地ﾡに おける二 

モ作田率の上早に迫辛るかけたものは 封地面派のま少さ でe 

ろう. すなわら労ﾡﾡﾡ的 土地セﾡ用兵約的なを室べ出ﾡする 

ことは当バのこ とであろう.

次に土地利ﾡにおける※表林のﾡ太ﾡ豊べどの ような性て 

あるかを汚察L てみ る .

属 家な o 構皇

づz一 «ﾡの三ﾡ図のﾡ5分ﾡはﾡ茶生流ク属ﾡ会か 

ら夕て. 生査方的にはへエホに対置了るものとL C天ベこ 

あり . 前為がより 高次の長度を示すレの 2 L て形校! C ヽ 

え系い2考え . 一方生ﾡ物の会的価ﾡ形ぶから <針ﾡﾡと 

折炭杯 0前着式高面優一 

てらる ¥ソもに. 土地生産 

力も たﾡれたもめ である 

ど◇前ﾡに立ってい る = 

②ほか自ﾡ立 地かろくるW 

約 ﾡ広ﾡﾡの円ﾡ 旅 

本ﾡの水準 とか西々 の比数 

判断の評御因子にある とし 

ても ・ 林業生産の進展復W 

把疚する一視息と否たここ 

で と り 上げ.る こと)こ した.

/v0

メ 
. 

率

いzームロより各集落の現灰るみると. アカマツ天然林現 

汚は世ﾡ. き田. 沼隈, 瀬野)川 ビいう集べ二れであり な※ 

ﾡの多い地ﾡは布野. 比和Yいう中国ﾡ翼山ﾡにい. 内で 

終止ﾡと称これる ところで. 加計、神戸む 二九に次いで部い.
利用 吋 版 Q 林 準 ( ヲノ年ビ)
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たこの神E. 加計は界内でも人工本率う。%ンー番高いとこ 

ろでろる. 左伯ごちらかビいうYこらめ中向的地ﾡで. ☆ 

ﾡﾡもちるがアカマッﾡもあり 人工ﾡもある ビいラ 系本林地め 

現が老ﾡでヨ る.

ごらこﾡ來名めるならば. このょうな具窓ﾡっ経せ的せ総 

名左石ぜしめたものは 杯*生産の自点的示牛.それが符に地 

京的もこ結なついているこ認められる. せ経. き田 沼隈 

ﾡ野川IはアカマツベﾡにﾡL. 神戸. 加計. 和. ﾡ野. 佐 

どいう泉ﾡは人工林化T能ﾡ池も多 いこい うニとが狂ﾡでさる 

殊に神石のばらいは古 生る が主な地ﾡどなっているので二の億 

が深い-

注 自パ年件の細ばエムセﾡﾡなﾡ糸の向題点象ﾡのこと. 

次にX家林の浜林松名 よ り 明庫にﾡﾡ丁る手ドヒ Lて.ゃ 

級配面の現を分ﾡしてみる。このばあい前のごヒく. 一 

5図の針系ﾡビいっても. 天ﾡﾡと人工ﾡの別があり . これが 

ﾡ家のﾡ営向題名と り扱う あい 労めならみに土地生産力 

辱に大きなﾡﾡがるこYである. とかし今回区そめ減会を失 

したので. 十系村と して一括して検討し てみた.

葉ﾡの力令林の 多いの布 

野. 神忘、 に和. 加計が。〜 

42に. 中令杯率引。%前点 

ﾡ用可能林年 /e 〜ze %◇商 

に一団となっている. マなわ引 

この«条落は地ﾡを采に し住お 

2ﾡにするにも かか わらず S 卜 

系ﾡの人ﾡ配ﾡは、ﾡ天平均 二 

みるかごり 同じような傾向がさ 

められる・ aた性雇. き田. 注 

伯は中央部において 三ﾡがバラ 

> ス乏保ったﾡじよ うな一団を

--今ビ

ﾡﾡのAな版
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なしている- ﾡ. 瀬野川は利用可能林の比ﾡのﾡいグルーフ 

に入るであろ う .

ごらに秀京2宜めるならば 人工な化通池の多い地布は効々 

杯率が高い傾向がある. 一おアカマツﾡ地ﾡにおいては ﾡ 

面承め小ご いほど利戸可能林ﾡが高い .こいう傾ﾡが当県のは 

あい記められた- すなわらﾡ野川 沼ﾡはﾡ用町能林をどﾡ血 

く将っている しかしこれ2ﾡ家ﾡとしてどう理解すべさか 

一つはﾡ番的ﾡﾡとも解し得ようL . 二 っには裏暴ﾡ済にYっ 

て林茶部門ﾡ生産対念と認めていない 現九さのか . おるいはﾡ 

えるたけの生を玉盤霊が無い というこヒなのか . こめ口から判断 

すること氏む ずか し い.

玄素ﾡについてスると 成無林( /よ年生以上)の?い東ﾡ 

は頑野川.神后の二資落でらり 比和. 佐伯はほブ均術本難る 

ﾡしている. 浜面Uﾡ 沼 

喫は未灰ﾡ林が多い. こめ 

函から認められる金休めか 

才は . 長 安太め ﾡﾡの 商題 

製新求材の 目総ヒ 阪ﾡの肉 

係 . ろるいは林野階る等の 

ﾡ点から課合的に分祈を篡 

なければ明らか にしﾡな

い Yﾡわれるので盛けるこ 

どにした.

次に素落のは裕を土池所 
有②面か ら検討2加える こ
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る手決でらるが. このばあ い 農家の 経営耕一と 林野舟有力相
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(加計町川登都落) ( 瀬ﾡ川町彩部落 )
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同表名岩りみることによリ 理解名 よ り ボめ ることになろラ・ 

しちろんこのようム土地面稿によるﾡぜ分には 欠ﾡべら 

るともに不を分なものであるとﾡわ6。特に池ﾡ比にﾡに 

おいてﾡ内における社会的 経済的、 立地朱件. ならなにぶ 

立Yﾡほ零の差ﾡを 無税 して同一指表で分ﾡでゝないでろろ 

うという判がろる. しかも舌し土地る与えられた図定ﾡ本 

zLても. 価街化ゲ不可能な尽である . りZ概制計算が可 

能であるとしても, それど面ﾡ名以て区分したのどは. 見方

によってはよクザ/2 ○の度い»いわ ばな らない. こめ 

ような見界から当ﾡのばあい不済足でばろろうが面預による

ﾡる区分名行シニYにした.

林野黒用南農家
ニの うﾡ家は耕池面示 o3 町T以下の福が多 くよぷ%の 

条中名示しているこYがわかるし. 表名重覧すれば大体にﾡ 

細地階番ほご高いﾡ向べ認められる .

ほた条落全体で無所有求家ﾡ名みると/ヲタてめる」っま 

り 調査ﾡ家めg 7%が大なり人なり野名 所有 しているとい
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う 態が わかる ・

これを東ﾡ別にスるこ /。ス以下は和. き田. 布野. 佐 

伯 神おで. /←%べ世理. <ョ%加計 沼隈. ﾡ野川が多 

く 引。% となっている-

このょうrネ県については. ﾡ家の姫営規本ごﾡがらる 

うにスられる. すなわら経営堤環べ大さい条惑ほどﾡ 

加有 農 家率Aほい よう に汚えられる.

経営士地の モード吾

条惑列に林野Yﾡﾡの中枝的なﾡい手番名スる ご布野は封 

池のよ〜々ク町. ﾡ野よ〜ノ2町ﾡ. 和 神ﾡ.舌田.せ 

証は耕地の←〜/町. 林野/〜5 町ﾡ に . 佐伯 は封池は同じ 

だが野べそ より少なく 加計はﾡﾡはグないがな野は/ 

～ 5 町T香 に. 沼限ど ﾡ野川は小さい番に集中Lている こ認め 

ら九る.

次に相向肉係にフいてみると. 大体に何れのﾡﾡし両ﾡめ 

相同名 記めゃこ とがでヨよう .

一般にいわれている対地所有の大なるものほご. 較的 

野所有規ﾡ もまた大さい どいう事ﾡ名よめるここがでさる..

= ら に土地所有の紫ﾡ分配衣こ り明 らかにするため . 

系福ア数に対するXﾡ封地面積2 林野面積 を 曲療 で画 いて検 

討名加え てみ る。

4) ローレンツ曲ﾡに-る検討

本県の ばあ い 各 黑落 ともー ペ的にス て ・ ﾡﾡの ロ-レツ 

曲ﾡにば. 比絞的 均 等 分布 厂血い 型るなしている=Y べわか 

すなわち 4 面ﾡに対する米継内マス〜ヲタ%のﾡヤに町ねれ 

の東落もある. た一ﾡ的にいわえている. 山向部ぼビチ均 

年底が高 いという 傾向名 認め るこは本系の rみ い 云 い ﾡな 

い。 •.
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いいラることは. 耕だの平均規ﾡの人さい条落ぼど不ﾡﾡ 

度が高いこビ. ただし沼ﾡは例外でるが. これはさくから 

長耕が行われ . ﾡ外素求の安宝性と共に 一定 面積 を 所有 Lて 

いたためと思われる.

林野に っいてスるビ. 加計の ように四はろるが、本呼面 

預の少ない 条落ほど不均年友は大Yなる傾向る認めるこ yが 

できる. N面永に対する乗ﾡは 47 ～ タク%の範囲に あるオ. 

m計名除く とー 般的に し、われている. 山村であるから不均年 

歳べ高まるYいう 限同名 ﾡ料か ら明らかにす2ニビが本ﾡめ 

ばら いでき たか っ た .

杯, 也と林野の西看肉係を集落別にみろに. 耕旭よりﾡ野の 

不均ﾡ雇に町②条ﾡについ て も高い 傾向を認めること大で 

こる. かっそめﾡはよ 倍か らス?倍の量いとなって 現れ て 

いる・ らに今しﾡ細に検すれば. 耕地 林野と も比炎 

的 不均等度の水 ミ い 東落口. 布野. 神忘. 元. き田てあっ 

て. P地の経営ﾡﾡも呼の所有堤も相対的に大さい条ﾡ 

ベニれに試当する. 耕池. 林野Yも教的下均等ﾡの大さい 

ﾡ逐ばﾡ野川 こ加計である. 耕だみ 不均ﾡ族が比製的小てあ 

るが・ 林野の不均ﾡ定大なる条落は. 活ﾡ 伯. せﾡべこ 

れに試当する.

図が ら は 二の程だのこ とは読みうるが. ご九よリーめ 

て分ﾡに立ち入るためには、歴文的長ﾡﾡ程るも念めて。話 

々の資料名整係しなければ不可能でちり • 地ﾡﾡでなL得 

るヒころでほない. 、

2-4 X共株神向係

生 手段の甚曲 とし て裏業機械日 裏家にヒって近澀なもので 

あり. た九性ど向ﾡしてきせらる火設があろう .ここで 

いうX条為本は. 動カカ耕長様:果動株くﾡウﾡ、モーヌー.. 

ﾡ段様、ﾡ福ﾡﾡめ主なﾡﾡめ総称であって 二のうちー糙*
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Cも戻ﾡが所有しておば 様林所石長家として計算の 布央 

とした.

共有(ﾡすﾡ. 脱緑機、)郎

2-4-1 投本所有ﾡ客宰

スー 2図さスる と 半分くから?甲てのﾡ家が所有L 
ていろこくがわかる. ﾡ口ﾡい主る示している吉田に 早内 

。 の殺谷だ帝こいわれていろだけ 

. ._ に当糸のことであろラが 

には廷営現桜の人さい 果 落に 代 

い傾行そ示 し ているど認めて

・E いてろラ-

次にり内 容名 ﾡらハにる 

る・s回 ために 自字有ど共有に分けて 

検名加えるル受があろう .
・ た1ヨ

2-4-2 自ﾡ科と共有ﾡ家率

. •沼限
このスー7図はﾡﾡ本や形系

・帰野 ﾡ名旨表有しているハ 天有L 
ていろか名示とた図である.

図より いい ラる点は、所有に 

岡係の無いﾡ家が /o〜2 ○% 
のﾡ屈でばらっいているこ と. 

天有と自家有ﾡのzつの格ﾡか 

らみれば. 沼ﾡは共有率水海く 

布ﾡ・ ﾡ • き田 神后. 世辰 

ﾡ野川は自家有率が高い. その 

ﾡに佐伯. m計Yいう糸落が 
ある .

三め西名要約するY. ﾡ地規 

ﾡが 小さい条落は. 所有 こ肉係

2 e 6o ふ。 /22
所有ﾡﾡ
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目r
有
円

Is
福
農
我
车

NO イ づ © © イい
共有ﾡ孫ﾡ 家率

◇ないﾡ かダ ド とめらる ・ ー方耕ﾡﾡﾡめ比ﾡ的大き 

な条慈は自宗有率の方が高いが. 不対に規ﾡが人さいからと 

いっって共有ﾡべ高いYはい いﾡな いこビ はﾡ野川の例か ろス 

ても明らっかでめろう。二れは地ﾡ社会の諾々のかﾡをﾡじな 

れ は把極する= とが田ﾡであろっ.

次にﾡ招ﾡについてでらるが、これは米ビいう特え生産4 

○加工そ対ﾡとL ているため脱森ﾡなビY受な→た所有水ﾡ 

名山る と 州断rとたので分ﾡして検ました.

スー /○函につい てみ 乙に.所 

有に同係の ないﾡ家は瀬野川. 

神石 河か7割以上で. 共有 

ﾡ家の部い集ﾡは吉田 . 沼隈」 

世療. 佐伯 加計. ﾡ野ル であ 

る- 二のうにﾡﾡ米にスた」 

ラな明確ど口黒く.水田規摸に 

ハ地京素団のだ合 ( 共同作ま 

共有 )どかによって、 かさり交 

型=れているYスるごンができ 

X う.

2-4 一3 室カ・ 将秋力利用一家率

耕麺累 議にお いて村表作業はﾡも基本的なﾡけ行為でろ→ 

て. 新ﾡ作業○差不浜階名千ﾡ震米からを力利用へ それか 

ら求本之 ﾡ入へと冬歴を山るもの と受われる.

調査の術采名県列にると. 本界のあい手ﾡ貞求が浜 

野川. 世ﾡ. 加ロ計という条ﾡにおいて未た行われていること 

がわかる- これら*カ 米本力名利用 しないﾡ塚は. 何れも 

条惑の細ﾡの求察であり. 手献耕作であっても可能と話 

め らねろ •
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刻 

M 
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N  

S
力
の
み£

使
っ
た
宼
家

スに一 /Z 回よりﾡ力と ﾡ枝 

力のﾡさスると. あカのスて主 

にﾡ用した条活は世ﾡ き田希 

野の一団でみる. 株匚校会能帯に 

いわれている世界. 吉田には動力 

耕坂ﾡの』入が会り夕られ&い見 

永名知る三とがてさたバ ニa 
どのラ に理解するかは ﾡ料ハら 

口保られなか →た.

た基カこ ﾡ本カ の両方名用い 

二 ら にﾡ本力め みて供用した農家 

は よ歳桜下ガ②5惑てあろ 

ラが 再に神点 比は 総ボに : 

*止んてい る条落である= とが町 

らハである. 佐台はあ7のみこ 

求本カのスを使用する規に率ぬ 

ﾡい. このこY位の条ﾡ込比べ 

て. ﾡ家によって用が四ﾡに分 

かれて いるこどを示すものてあろ 

う .

X上て各条落のﾡﾡが明らかに 

なるがこれる新地規求やﾡ牛得 海 

との図係で機本化のﾡﾡを どう 

ﾡするかはﾡ下のパーソナリティ 

W 
" 

Q

£) 

家

嘉

賴

キ

家

聿

や農家 径済の 向題 奪 を考魇 して 分析 しなければ明らかとなるま いが 

本ﾡ告でなしラるY ころではない.

2-5 表をﾡ係

2-5-1 家毒飼養農 家年

本県は和午産光と してﾡﾡ的にはかなり 寿名なと ころしぁ

/6項αs 7 /5 N
ﾡ☆ﾡ家ーア平均古 さく(牛T )

"

/

“ 

大
家
备
洞B
農
家
率
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り. た戻 家林と②ﾡ係に採 と か衣ﾡと い ラ 土地ﾡ用め 面 

で用真性仄強い. ﾡづ家ぁの何有ﾡ求率についてスーノマ四 

芝みるど. 何れの条惑も2ヨ以上Yなっており. かなりの 

ﾡビなっていろ. 一方平均○ﾡ 

表ﾡ業は. 条によってﾡが望め 

られ. 東北部商地ﾡの布野と和 

、神日ス所弱て他のﾡ落に止べ 

て大さい、ﾡにこクﾡちはﾡ牛め 

生差地Yして着名である. なおこ 

れに接する世置. 吉田もﾡ有数は 

大さい. 対池規叔引に通ﾡするY. 
各 果落 とも 現根べ大き いほご預数 

は平均名上ﾡる傾何名認めるこ とてさる.

次にﾡ古ﾡ家の家都名大. 中 小にかけ. 夫々の胃督良次 

名ﾡ算してﾡ家率名z一 /«画よりみると、傾同的には大家 

さと小家編に比ﾡがなく . 中家なYLての取 通弟 .山半の 

類がい傾同名 認め るここがてこ 

る. 特ﾡ的に現えている条落はﾡ 

野川で小家な飼育麗冢匸比堇K常 

く 世はﾡ台ﾡ家のうちて大家 

あににﾡがﾡい ここがわかる.

次に大家高ﾡ米ﾡ家のう ち ごo 
理 類が 多いか名zーバ 5図よりス 

2と . 大部分が役内用牛てあるこ 

が明らかであって. 牛 のき反 

が極めて ないこYが明らかであ 

ろラ。二あように本果の大家玄は

ﾡ肉用牛が主体であることが明ﾡである。
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囚よりスば、 大浜を鋼ﾡ尽示の高い条惑はﾡ野 世重神 

石であって. 所川が派低てある. ーテ断炭ﾡ料給餌のため 

②サィ □ﾡﾡる所石 していろぶ家は t和 佐伯 ﾡ野川る 

除く他の兵ﾡば大家さ飼委ﾡ家の4。%のりのがグな 

くも/ ※そ所有 Lてい◇こビになる. た同じ中画百系山 

系にﾡする布肝どﾡでばり f 口所有ﾡ家べ 梨なるべ. こ

はﾡ育形式にﾡべらるため とﾡわれる . すなルら和が次 

牧名主休にLていろのに対して. 市野n 舍 雨 に 麦 魚 広 置かれ 

ていろ*みられるから. 当べ杯野利用上のﾡ興が放ﾡ形式に 

ﾡれ乙ど察できよう. (本大3ーヨ余照)

2-5-2 ﾡ 長

装委は本県においても哲呼はﾡﾡによ ・. ﾡ当何育九て 

いたべ ・ はA家数しﾡじ. 平均のﾡ立x数も少くなった 

ようで ある. スー /7図よりみると. 布野. 世ﾡ. 佐伯.沼 

限・ﾡ野川の5ﾡ落にはﾡ長名営をむのはない. またき田 

神石 しﾡ盟にならないほどない. ﾡ家率でクみの和もャ

--221- 

立及よぞは使少てろ ・. X家率 

/z %の 加計のみが z。 2 て5 

◇か ら • ﾡ示ﾡぶの済にビ っ 

てもごほど大さい こは 認め ら れ 

ない したべって太の養委に 

確存するた合は非きに位少なも 

のであるこ どが理解される.

2 - 6 労 切 同 係

先労め 能力況名立ﾡする 

たスー /8図より条意の 概況 

を把提しててろる. 生産年令人 

□ 率口限野川を除く u . 何め

恐しう°ダ0%の死田内に分しとている. 走令有の 注名 

スる込. 加計と世ﾡが教的高く布野は低い. 幼A看の率の

(

初
令
看
率)

-/8団 念別が京田
-i

ズ
〜
ヨ
ル
オ

空
産
年
令
人
口
華
一

ﾡど及当ﾡﾡ催報ﾡ (補助ﾡ乏含む)

高 い 巣 居口. 和 ・布野.

神万 o 3来落でろる .

ーア平均の家族人ﾡは景 

公べ吉田◇ な5人 . K高ボ 

世雇ビt和のよ/ てろる. 

これ以外の集惑はこの向に 

分系= 九ているべ、余り大 

道ない.

2-6-1 ポﾡ労め

N 一 / ク 図ば平耕地規

との図係を図化L た し

◇であるが・ 傾向どして朋らかな二どは、平均耕だ規ﾡが小 

yなるに九て、ﾡ米催事ﾡは加する傾向る示Lている.

たス ー又の区よりス当 労初 投入 日放近 みみる、なせ規株が
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・

小な◇ほと ス当の 

玉べ多いどいう一般的 

向べﾡﾡでさる.

条ﾡ会凝に っいてい 

いうる二とであるが 

符F厚 加計.眼野川 

ゲ ノee 〜/3ク人Y根 

対に多い ニた ら 具落: 

は=モ 作の所置はある 

ととて ・ー麻#故で 

は理解てさない こねれ

-

尸
当
が
地
現
模

ズ - 之2 函

( 友当労ﾡ人 )

2 貳 时75 の円選Yみる 

ハ 方仍過技 とみるの 

あるい はﾡ取ﾡ査の示不 

備によるハは 明 らかr 
することはでさないべ 

右下 り ◇A何はﾡ解で 

eるであろう.

次にA米労ののﾡい 
入れ に つ い てス る と . 
ﾡﾡﾡ家牢は新ﾡ規ﾡ 
の大ェい 矢ほ ご高(

ﾡ地政ﾡに

会安 ン 王者2目数

ようにみられ、グた 
甲日救し多いよう である.

たﾡ地ﾡ督列には一部のめ例 
外名除くならば. 一般Fﾡﾡめ 
大きいﾡがﾡ開ﾡも部り, 日 
求も多 いﾡﾡが部められる

--22-
2-7 土ﾡっﾡ訪ボ況

二 こでは土地のﾡﾡにふれるのは . ﾡﾡ改王によってごの程 
め所有規ﾡ口に姿し、その終の移ウをﾡじて ﾡ何なる安定 

と ﾡ本の方向名地ﾡの農衣べﾡ就的に花日せん とLているか、 
ニクぞ2士地移ﾡを通じ て把福 Lよう と写えているわけてらる.

2-7-1 及地改王による移勤

点地政手にる移動長«手名コー〜て因りみる*. モ 
移すの 無か った集落べﾡﾡて 
あったこ こが明みか となる. 
一番移ﾡのグなか フた県惑は 
舌田で /2%. 次台でm計. 
佐伯のz。%て飛の ○条意は
42〜42%つ移ﾡYな→て 
いる. また増mと ボ のゥ 
エイ ト こスると消m受衣の方 
べ何にわ乗落も 多いここ不わ 
かる このこYはﾡ地政求前 

は. 条落内よ ら も長意みの 
着によ る 支配ﾡが張ハった 
こYとそ物ﾡっているであろう 
(4は小作側 概軸は地主 
側ご解ごれる)

次にXﾡ政辛に ◇地ﾡ別 
のﾡ加面ﾡてみると. 水田 
1Hの面積率でに 何れの泉港 
も水田ﾡべ高い. 特 に佐 伯 ・ 
き田. 世翼は/o。%とみてよ 
い、これに対して加計. ﾡ隈. 
ﾡ石は地の移動も対的に
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大そか ったY認める ニがでミる.

次にそのセ面ﾡ率(孫軍地 ﾡ野年 ) のある条落は和 

神石 布野 沼ﾡ. m計てあるが これはﾡ前の東地売買が 

行が水田の肥浜と Lて刈ﾡ地こか みるいは本呉は古く か 

ら和牛の生き地てろったの で家あめﾡ料ﾡﾡ地と して必意上 

欠くべからごるしのであった 二のため移ウのばあいワ> 

セトで矛動していたニビが・ 解女 の 称 となったものて 

ﾡに神石 比和 布罪というﾡがはにきからの信習であった」

ってある- .

ﾡﾡ政王徴の移ﾡに つ い てみ ると.先 っ移ﾡの a ハ っ た 

ﾡ客率の剛からネるビ 吉田に 

ﾡイどﾡいていない 天面s。

%し移動した集なに沼隈と瀬所 

川 であつて. 他の 4 条落は z。 

〜引。 %の移動ﾡ西にある.

ﾡのYﾡ少長察率についてっ 

ろ2. 相対的にﾡ少※安の高 

い集落に佐伯. 布野. 加計でら 

り. ガ加長家率は世雇. 神后大 

三れに試当するこ ﾡめ らるで 

あろ ラ.

いまﾡ地改前とﾡの移動名 

ﾡ式的に至理づ九ば次の ごくであろっ.

上のごとく類別れろのであろラ. こらに汚察ﾡめる

長地改辛によ る移ﾡ 農改王後の移ﾡ •落名

小 人 舌田

大 比 和 . 世雇

大 大 河ﾡ

中 大 酒野川

布 野 (伯神万加計

-225-

ならば. 平部の舌田どせ凝では・ 兵下の系合地市ヒいわなが 

ら. 差受乏認めるこボでさる. Jなわちき田は政ﾡ前も終 

も移動がめて少ないことでろる. この事ﾡは女配肉係が任

で経ﾡが安定していたY部めるこができよう. 一方せ新

はﾡ池改辛の移動が大ごかったYいラこと は小作ﾡが多 か つ 

た= ごさ示すむのでろり . 現在 はて<安実なボﾡ下におか ね 
ていろこ ヒがわクク. た祈のﾡﾡYごﾡ呼川てついては. 
活ﾡは改ﾡ)こよろ予あが大ごあってポ呼川は*ごや»が、 そ 
の俊ク存効がﾡY同じ<大さい。 ニのニ ヒ はスーノ 
函て証めたごYくﾡ外ﾡ業所ﾡがﾡ字経済に相当のウェイ ト 

乙占めている点でらる. 沼隈はﾡ中黙ﾡ名」じて. 瀬町川は 

▼にえに増大 とたど証められろから. ご九が土地移ﾡに 

自ﾡ名かけたと類ﾡL ても塗支えないと方える.

次に源とた面承につき窒理すば.

殺 地改ﾡで 加ロ率高 < .イ も ほ かロﾡ高 い 東

・ ・ 以ﾡは政ナ幸ﾡい系落

意ﾡ氏王前依ンも.ﾡ加とﾡのﾡLい ﾡ 速 

世ﾡ 沼円派川神万 

佐 伯 . mロ. 布 野 

吉 田 . 比和

このように類型しラるであろラ。

次にﾡ地改ﾡ以ﾡの移物面ﾡ率についてスるY・杯ﾡセ等 

の移ﾡばﾡ無であり. 水田ど畑地では 水田のスの購入が佐 

伯. 和 . 布野. き田であり、 

済原は半々 で. この中向に他の 

2条落がみﾡしてい る.

次に山ﾡの ﾡの移ﾡにつ い 

て一4回よりみろビ. 山林 

移動めﾡ少な条口沼ﾡ. 布野. 

神石 . 佐伯てあっって. か左り矛 

動の はげし い 条落は舌 田 ビ 世ﾡ 

である。このﾡ因は両京活とも 

水田規ﾡし執的大さく ニ 

がﾡ微の米価の安と . 受の
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ﾡ大・ 字定へ長家在済の安ヌ 

そもたらし. 営x上 あるいは 

アフマ"ﾡの行ﾡ上ﾡに刷ﾡ: 

本茶部円へのﾡ定べ 本地ﾡ 

入への動ﾡの- つYなった」ラ 

でらる.

上は忙率名中た込して士地 

移ﾡのﾡほぞ分ﾡしたわけであ 

るが 次に救ﾡによる若干の考 

索名めてうよう- (マー引ポ部) 

よ す点地にっいてると . 果

のヌ家所ア全聞積に対 L て • ﾡ地改並の移物と その 総の ﾡ 

ﾡ割合 (ﾡﾡ成あるが). なわち "%なると にが 

タ/ N % 2 最高でﾡ野川 布 野. はﾡ .沼ﾡ. 神万 . 計 

佐伯ビ政ケし. 系公は吉田の«4ゐビなっている- 

具地改ﾡYそめ後の移動く々) 名みるこ ﾡ野川が風 

地改王後の移ﾡが大き いゥスで. 他め県ﾡに何れも他いべ、 

zーヲ表 を営地の増ﾡ

低い順から並べると・ 比た和・ 布野・ 神戸. 世羅. 沼隈. 吉田 

佐伯. m計となる- このこYはﾡ野川. 加計. 佐伯は東落面

4.新7品A ク町

布野 況
3o

加の計
2 : X, 
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・

ID1ria 
・

IICl IE 
話ン

Bp

■a
ulla
■Bl

0号 |
販时羽

B.X改7」7® &7ゅ Sl3 otz o4> xクユタバ よS4 o44 o.4e /クel24 x/ o-8
のx)n合 +$2生 +4ユ名 ニ4S2 TS Tタこ - ・3夕 ク86 -S +ダ4/
と本みて Z4lo4 o9l.e/ 22242 221ざ 48 o28 2 ◇ユ 04レ*2 ・の.コ> 〜8レ.みコ

+422 ニタ2 -32 +232 +夕4/ -4よ ニス +52/ -2
地 % /3ー 22 フス 43 ク2.と 22

夕％ 
P本野回図

S4
3o

342
32z

4シ
74S コラ

三タこ 
4o ファ

3
8o ノ4

ム女S
//

--一 |

林
互務のあ橋 4xクeM 2 ・4224 マスと ス4e 383 3 s.4/ クレ・? 44 o

旭
ﾡ?合 +ク2ラ t/"..o -2ス4 +Sスこ ・ク<名 +タへ8 十/eo +444

42 / ラ 三4よ 63 フ.2 コス

-227- 

承に比ﾡLて. ﾡ地改手ﾡも移動べはLいこYﾡ契める= 

とべできる.

次にがFについてみるヒ」条落のﾡ家所有全面ﾡに打ず。 

株ﾡめﾡﾡ割合は.ﾡ野川が沢部でマラ%吉田. 世ﾡ. 

加ロ計. 佐伯. 布手. 比t和.神で沼ﾡは最悠の/ク%ンなっ 

ている. だから移動がかなり 行わ九たビ云いうる未ﾡは上位 

○瀬野川 吉田. 世ﾡでらろう. こめうち順野川は事右めネ 

二 次産*のﾡ及に としなう&な業葉化への移行が所ﾡ増 z 

なって山ﾡへ②購入表因になっったこえられ、吉田は米価 

ﾡ政ﾡに よる意 家所ﾡの 安定ビアカマ ツ缶将の ﾡ責に到 

これて山杯への投資誘因Yなったヒみられ、佐伯は吉田に加 

うるろに農 地改主によるﾡ堂の安天が契求となっている込ﾡわ 

れる .
たﾡﾡでスる『り加計名除く. 他の巣落 口 何れも 増加割 

合が高い- 殊に布野. 沼ﾡにばﾡ少ﾡ家はない、 そのほか活 

加罰合の多い条塔は吉田. 和. 世ﾡべ高い-

ﾡ正のﾡ切面積からみた浸池Y ホ池名登理すれば次のごビ 

くみられるてろろう. このように土ﾡのﾡﾡより条落の性格

渋地の移費面派ぐ4) 山の移す国稲(シク> な 名

大 大 ﾡ軒川1. せﾡ

大 ヤ 比t和 . 布野
中 佐伯 • 加計

中 小 沼隈 . 神石

小 大 吉田

の 一仙面名 枢する こ とが研能であろ う.

3 辰家の自ﾡ的杯野利用がﾡ

消家林がﾡ — 産込の — ぞ おいて ビの は ラ に営歳上利 用さね 

ていろ"・ こめﾡ係をゝ下かﾡ名めてスェラ.

3-1 ﾡ業利用
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3一/図 沼デ利用

( )阿は採取ア枚ﾡ
.ニロく3 
神戸(の)

自
分
の
防
用
用
率

2 e 2 合。 乏い /2P 
他人の所石地

7そのラっ各不刈用しさい央るは和 も田・佐伯の3条 

ﾡで ・和. m計. 神戸にﾡ 千の 豊 家式 採取 Lてい る混点であ 

る これに対して. 吉田のような例"外はあるべ、 アロマツ地ﾡ 

○せ. 野川. 沼限は8割以 

上の選家六採取している. き田 

○ばあいﾡ野面積べ相対的に大 

三 < • ﾡ料用 FLたり また 

平永席もﾡいのて 融西ﾡ料を ぜ 

要しない ためてある.

次に活天の採原名みるこ引 

-/ 回のごく他人L 目かの 両 

ケか ら とい うより も. どちらか 

一方に片寄っているﾡ家が多い. 

またマーZ因より落ﾡの刑用 

何をスる と . 河ﾡ . ﾡ野川に 

燃料向率一極めて离る . 世羅は

科句ﾡと肥向幸べ相半ばL ている.

以上のごY< 本県のﾡ乗採ﾡはﾡﾡの杯野面ﾡの大卜に よ り 

ﾡ→たり. ﾡ客個々の林野現ﾡに り. 特にそれべ燃料何率べ 

高いほご強く作用するど認められる. 一方ﾡ茶生逢の都門祖熱 

=よって. ﾡに耐酬研料とLて 

愛来 =る ばあ いﾡく現る! 

認められる. このほか慣習年に 

玉右=れる= Yもの給認めら 

ろであろう . 次に採用一の■一 

傾ﾡについてみる込. sっの探 

平条ﾡは. いすれも変らない 

ある いド武 したと回答したﾡ 

家が大半で. 一ﾡには政少化め 

傾向名ってい るこ が認め ら

用
加
し
た
農
な
率
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れる. ﾡに 野川にこの傾句が 

強いべ米業によるﾡ 家所得め 安 

末とと マ )こ系 プロパ ン 

がス年のべ吾貼る利用している 

農家犬圧倒的匚多 い ○で理解で 

= る現夕である .

3-2 革 利用 力 関 係

ラー4町より孫求長表率くと 

内茶ﾡ)名みスると、 預川がるs 
%Yかなり低い李であるろ、 そ 

◇他の条落は クク〜/o%の 

¥西に分ﾡしている. このう 

にﾡ窓は家きのﾡ料用刈※用 

花歳肥用Y してﾡえしているこ 

とが明らか である .

ではﾡﾡ地の 所有 声甲は どo 
ょうでろるか これ名3-2回 

土りスると.行れの集も自分 

の所有ﾡのみか ら探草している 

納合が高 いこビがﾡらかでろる. 

二のことはヨー5ﾡの台 お語 所

ﾡ(と ) 内数価)そみれば瀬野川 佐倍が間の軍活にたして低 

い 程だ であ る .
次に地ﾡ別ぷ文面所率名みれば. ﾡ野か らの注ﾡは神忘こ 加 

計名除け、いれも他めﾡはノ○%以下てあり・ 睦辞そめ 

他の高い条逐は沼隔とﾡ野川 でらって. 山林か らの手は低い、 

二 め 集落 は山林 ヒ隆祥か ら主込して杯峯しているこヒ 

わかる。
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次に杯平意る-ア当孫京 

投逐をﾡ取の不ﾡもあるめ 

で今汚め ため ラー/※より 

みるに 神万 比和 . 布野 

吉田次大ヨ く • 世がその 

¥分・ ア計 びテ 沼隈 

さ少ない.

XFﾡﾡ受の尚政解日る 

3一と函よリスると 女化 

なしと春えだ比率の最シ市 

いの占佐ﾡであるが 一ﾡ
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と にな り, 他のせﾡ . 

河岡. ﾡ野川はﾡな以 

上に草名来めてい る . 

ま たル要 ¥ Lているの 

になど採乳でき ない か 

の原因をみるど. 何ね 

め 来ﾡも . 考之べ案り 

ない ¥答えたキ本圧 

期的ド高い、；次匚攻く 

F XII る所がない ¥ し、 

ラ回答も多いが、前ﾡ 

ゼナク 步/ク方 歩の 

緊でろろから、労 例の 

不足べ林受の* ック に

な っている= こは理解

匣 ク

見 晟
り

み

ク
M

き

答

圜 7 イ

目

/

ン

クW

8

ミ

ラ 

要 

a

に32〜$2 %のア救が二 れにま当している・ ま たﾡケ と加 

の指標か らのみスるン. 増四グルー フ・には世ﾡ .神百. 加計べ

3一4出"
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的

“ 

N 
0 

増
加
し
た
羹
春

入 り ・ 滅少 には比和・ 布野. 施 

野川. 沼ﾡが入る . でFこたら 

夏家現左以上にﾡを火愛 と し 

ているであろうか. ざらに优製

ヒ してい る のに な せ採 ¥でさな 

いかこめzっにっいてヨー7ロ

よりみるY. 現在メっている以 

上にﾡめ要でないYするﾡ愛 

の5割上は .比和. 即計・ 佐 

伯.布野. 神忘. 吾田というこ 

名「の役ざ

二 こ では現ﾡ以 上に塚がル要か どうかの項目 名信標 zLて. 

その家付内 名検討 L てス よ う .

先現在以上 にﾡ名火受Yしない和にっいてでらるが. こ 

の条ﾡはﾡ式的にスる灰り. 現在ゐ経送組ﾡにおいてﾡめ面か 

らはﾡ題べ生 じていほいこツがわかる. このことは林野面ﾡも 

多いし. 所有◇不均ﾡもないのて理解できる. 三れに似た 

ラな傾何名ﾡっ条ﾡは中仕の布野.神石. き田で必るが、ただ 

車をと裂 z するア政べる程ﾡある Yいラ こYば. ﾡ料とか、 

進左ﾡ深Y して不満べらるﾡれ Z 認ゐられる. た戸LN 上条 

ﾡは. 営表上う降め少ないグル - フ・と認めて友 いであろう.

また経営規ﾡ"をて「小」F入るﾡ野川Y. 沼隈の相ﾡは 

沼ﾡがﾡ在以上に革2ル愛 とする>数が高 のに対L てﾡ野)
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ば余りば愛としていない- このこ は=茶幸るスば前看ベ/3 
%に対し償君は。2%である 二のこYは 貞家ﾡ済にzって 

ﾡﾡﾡぎにﾡ存するﾡ合の強務ぞ示すものてあって、それべ単 

の妥求の差こなっているY刈びこれる. さら にﾡ来にっい て ほ 

沼甲もﾡ野川ﾡ支ﾡする可能性が海い こ思わるので 同- 

グル - プ型に県約 L た. なお =の型に入るもの込 して加計が汚 

えられるでらろラう. 林野ﾡ積は中位であるが所有の不均ﾡ高 

く ゲっ=ﾡ手も$。%である.

友に認められる型は世えY佐伯の型で必る. ニゥ型は規ﾡか 

らみてし中なし中上 に位置するが. このﾡ広=ﾡ卑のﾡが/ 

っである. それは世ﾡが8%. 佐伯が32% である . いま/っ 

は封地規ﾡにスられ. 世ﾡは大でゐり、佐倍は中である. こめ 

両着の差が. 前君べ理在以上の採軍の増大名望み. 終看は会り 

末めていない差県ごなっているべ戸一型 にﾡするものと ﾡわて 

る .

こめようみてくる込、ﾡ地の経芝規ﾡときめ何育々5 
(特F大家ﾡ) と内係べめ . この両看にﾡな浜率運が林所 

面ﾡにって規制さ九ﾡの公字不ﾡビ不足が表現される こめ 

ﾡ理の強ﾡばオ =種ﾡ茶め止ﾡに よ つて曲げらえるﾡえ らね 

る.

3 -3 次.ﾡ利用因係

一ﾡに本ﾡのﾡ内牛の生産に信生産名主目的こしている. た 

めに骨形ﾡの次牧が ・ X茶生産か らの制約ビ肉してい る . 

すなわち裏※期○生採Kの労切を軽了るためY、 さらにA 
呼○水納口に福合型利用了るために ベ然的に水しなければ 

はらない奉情がある. しかし . これもサイ □のき反込Yもに. 

合飼=れる傾向べﾡい. 3ーヲ因にうるYがﾡﾡ家の多い単落 

は和呼Y比和であ". 神石は倉飼への移行がみられる. これ 

外の条落はﾡﾡ2行ってい ない こンがわかる.
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またﾡ牧先の所石ﾡ係ﾡ 3 ー ノ2図よりみるY. 神石が自ご 

有ﾡのみであ り. 布野は入会地などク利用べ多い. 比は入会 

地Y他人有池名ﾡ用 しているしのが多い. 二のよう同じﾡﾡ 

てあってし. ﾡ習や共百体制などの強務、な野の所相形態. 

(ﾡに公有林め占める相対的面ﾡの大小 ) 本ﾡ神豊く ﾡに人工 

杯と肉 して)ﾡにり緊なろしの ﾡわれる.

次ﾡ急的に. サイロバﾡ都 ﾡ門の 完承のバ ロメー9の/ 

としてちえ. ﾡ式的に表示すれば次のごビく であろラ ・

なわちﾡぁゐ姿及YLては. 経営規根Y経営組ﾡにより. 

部門形灰み比ﾡべ決れ. 二れが光のﾡﾡﾡ有形ﾡLﾡ 

Lてケ→«→ヨーマ→ と進及る地るもめYﾡ置される. ごめ 

=ッロ. 部門形灰の比ﾡが高まるYYもに. 利用ﾡﾡがﾡ次契 

山からﾡ山に移ﾡする . すなわちより 看理の 行ない感 い 冷用•を 

ボめるこ にロ当然であり . ﾡﾡのる認める格ﾡと なりラる 

で ろろ ラ-また/ 呉間につ いては次牧ﾡ行っ ていな い合傷形六 

の条落が入るが. =のﾡ商にもﾡ々の イ プ"が生どているわ 

である

-235- 
3一4 そだ. ま 翌 
○利用肉係
' 景 プロパ >がス 

万油ﾡめ林産物X外 

が. N普料Y L て 

ﾡ家にと"入ら九 

てきたが・ 現圧家条 

用六料が全面的にこ 

れ e にベっって い る選 

家はみ 当 らない. マ 

なわちﾡれの ﾡ気も 

そた、ま さのメさ 

用いている現べ研 

らかでちる .

三の現名 3ーノマ 

ﾡよりスるY、次の 

こビが、いいうるで 

おろう -

部 は布 野の ど2( 

束. ﾡ)で、ﾡは 

沼隈め /82(東. 

a)であって. s.4 

ﾡの差が必るこヒが 

わかる. 二れはﾡ取 

の不 ﾡむさるこごな 

べら傾何的匚は次の 

= が認められる で 

あろう。
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ヨーノ/Z団

*-ううテ

一X- A

イ) ﾡ家のﾡ営規ﾡべべさいほど. 一戸当ノノ前用受口多い頃 

向がべ認められる ・

ロ) 山本面稿の多い条落ほど. 対的口ま三名ぽ用する年が 

高いようてある. すなわらクない条落ほご喫用ﾡ中に占める 

そたの 比が 高いﾡ向がある.

ハ) 界内でもﾡ地のZ素ﾡC活隈. ﾡ野川)は使用ﾡが少ない 

傾向がある .

3-4-1 株総肉係

そだ ま受の供給肉係=ついてみるビ. まず自分ど位人め 

所有地の西方から得てい る農家点沼隈がﾡ%強で他の 集ﾡは 

/○%程度である. 次に自か②所有地のスハらと. 也人のスと 

名そると・ 前着の高いのは神石. 吉田. 和、世ﾡ, 布野. 

佐伯で 42%上のA家、隊着にﾡする条落は沼隈, 加計. 

瀬子川である. 一般には東落の山林所有ﾡ家卒がﾡいほど

ヲー/3両

“ 

リ 

-
 

-
 

3  

自
分
の
町
再
也
の
み
か
ら

・イロ(グピノ
\
・舌田 3 R

• .比ヒ子e(クク

、 世ﾡく)
2 ・を(白く

\ 野デ(ッ、

そたま きの株給内係
( )内は山*アT有殺家

/ ・ロさ十く?クノ

夂、マFc
・ • 野ギ川I(クゥ)、\、

の YQ と /ど
他人の 所有めう か ら
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自こ相杯から名うる架 

がﾡム . かっ長家#あ枚

か入 ご いと目こ有林か ら 

ラ る辛べﾡ向的にはるい ¥

ここめ ら れる であ ろ ラ.

3-4-2 そ戸・はミ.す

スの購入思ま年

ヨ程○何れかる隣入して 

い る 裏 家年 に つ いてス る と. 

布ﾡが% ¥ 板めてい. 

次い でせﾡ ノノ =田コ

% 42北台に佐旧・ 加ロ計、 

◇○%前後に和と神石. 沼ﾡがS。%にく. 瀬野川は全 

部の 選 家べ行か名 ﾡ入している.

3ーノ< ﾡか ら一見 Lてわかる こご 布野を険く と . 寸 

み名言うﾡ家が非ﾡに多いこヒがわかる- これば民炭めで 

べるが、製炭模安の? い 巣落•は布野であり. 皆鏡の巣寤成 

き田. 沼隈. 世ﾡ 野川のアフマツ池帝の火条落でらる. 

しかしこれら集ﾡでらっても. ※#とLてﾡ入すみz便用L

の
と
ち
ら
か
資-
つ
農
係
率

てい々ことか明らかYなた 

だだ'これら集落に . 製炭名行 

ってい る集落と比較する と. 

ﾡ対Y はﾡマ〜よ倍の相は 

ある.

3-4-3 ﾡ用ﾡの増波係向 

料の ﾡﾡﾡ向る る ¥ .
変らない. あるい ボク L た 

ビ 回答したX家べ圧例的に多 

い こ ビベー 見 してわかる - こ 

のこンょり相対的にみ る .
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減グ化の餌向そ記める こどがてきよ 

う. ただこれべﾡの#林にべ者さ 

れてﾡ少したのか.ﾡ焼方式な い し 

愛員○改参によ ってルﾡ的にﾡ少る 

もたらとたのか ろるいはﾡﾡF 
ったのか. こめあいてもX家の経 

済的、らるいは小部からの制ﾡに 

って止て2得下ﾡﾡしためか 町ね 

の点も明らかにでミ る資料がなし、. 

ただどの県落むﾡ虹は万油Yか プロ 

パ>カス写が寺えしつあるこヒこﾡ町するので ペ利な郡 

買てあるだけに経済べ許すな らは燃料みと Lてせ尽するﾡポ 

みこ れていると認められる -

3-5 新次. 米材の自こﾡ用採量

ご一/メL

亵

炭

農

灰
ぎ%

布千

・加計

・ヒェ

/・". $e 
..志田 
ビそ河「受

海野)

3一5-1 咲 京

本県におけるﾡ炭は林 

木の点立無件ハらスて地 

ﾡ町に 顕看ﾡがあるこ 

どがわかる.すなわちア 

フマツ地帯の吉田. 世ﾡ 

沼隈. ﾡ野川には製泳属 

家るスる= とバできず 

他。 ゲツ株ﾡ滞にスられ 

る. そのうちで多いﾡﾡ 

は布野で. 煮家の44% 

加計" 4%. 和引ラ% 

で ・ 佐伯 神石ば〜4 
% で ある .

二九ら製炭ﾡ家-ア平均の阪売数ﾡ名みると神ﾡが一番少

"神石
・佐日

<P ハ$Pc ・200 ズ$の 000

製炭炭家-ア 平均数置c
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なく3。0貫, 布野/oe ◇言. 加計. 比知 べ/. ふクク 覆 . 佐 

伯が。 o ○言で最高こなっている. これぞ県落別にﾡﾡで 

みるど. 系高が加計で 引4222ﾡ. 万野<2 oク。賃. 辻 

和ケ。22貫. 佐伯4000貫.神万は/202言ビなっ 

ている、

次に系太の入手先ﾡヨー/7呼よりるv. 製炭ﾡをﾡる 

ベ日こ有ビ他人有の 両ちか 

ら手当 Lてい る具家はグな 

<. 官こ有本のろの 比ﾡめ 

高いのは神石でらる. 一お 

他人有クスに並の高い集 

ﾡは加計と に和 でろる. 両 

看○均ﾡL てい o 条意は 佐 

曲 と布野である. こめよう 

に系ﾡに「って. 裂炭京家 

○ﾡ木手当の性裕ﾡﾡにし 

ていろ ど認められる.

一般に いい うるここは、

製よ販え長家ば自己有のみ"・ 他人有のスハらﾡ木チるL 
ている込い うﾡ何が不ﾡのばろい明らかYなった.

Xにﾡﾡ列に調査環より. 地ﾡﾡのﾡ点ケ ら在ﾡする と. 

布野 m計は各府督Yも行わ神万は中、比加ほ 中上下. 佐 

伯は下めﾡ意Yな→ている.

3-5-2 R ﾡ
ﾡのﾡﾡ求奈についてスる込. 梨炭よりﾡは低いが・ き田 

布肝ベ/よ%.河預. 神后. m計が何もよ%M 下でら". 

既売ﾡは加計べ今。系. き田. 布野 沼ﾡが352家程戻. 

神石 /クP系. 佐伯220求ビなっている- これ以外の 

和. 世ﾡ 瀬野川にば販ﾡ用の製新ﾡ家ばない・ 

規ﾡからみるン、 m計.佐. 神戸は下、白田. 布野ま中
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有若の大部分が5カ向に &c pズ ぞしているﾡ落さき田.

布打. 比和で. 割合い ﾡ惑は沼限. 缶伯 神后 そろるこYが 

Pかる- この中府4。〜よ。%にこ以外の条活が入る. ( 

ーノ/ 図A>
用竹ﾡめア数く一/パ 図B>そろる込. 自家用 日 佐伯 

Z除く他の条ﾡにﾡ炭材めな採べ圧倒的に高い. 既ﾡ用は和 

乙障く県ﾡは大体に用の比立が高いべ. 自家用のごとく明ら 

かな傾ﾡを認める こ ヒ ほで ざない.

次に4ー 3 系の検討を すると. 町当りの 用本の aat 名 

みると. 素高n 佐信の 4K 石. 大いで吉田zク石. 世ﾡ<ダ石. 

加計zノ石. 神石/8后 風野川/3 石. 沼隈 /ズ万立なり. 

人ェな率が ﾡか った. アカマツ林次 多 い と ころは高い傾向が 

おそめあれる。 またﾡ家/ナ当は神万2ョ方 佐伯s7a. 加 

計クク石. 布野42石・吉田48石とこの5条ﾡが多い-

次に新炭材の②てて にっいてみるこ. 町T当りの景ﾡは佐 

伯引タ石 布野めう4 石 . m計ヨ ノ 石 . 注和zSおとなﾡﾡ本 

の多い条ﾡべ新い- ﾡ家/ 戸当り では布野引4 2石 和3S 
万ピー番部く . 舌田 /ス万 ・ m計ノ。よ戸込ﾡいている. こ 

のラ にﾡ炭にフつい ては布野. t和 いうヤ風音系系ずど 

の事ﾡが多 い 生足名 弟 げて いるニと べわかるが、二の池ﾡに接 

配する神万 は新炭ﾡべケなく用が多 いので. 林菜生空てば 異 

った形態ぞなしているこビべ明らかでらる. たﾡ白. 加計の 

両県落は &ut pt では同じよう な傾向 ※みるこビがでそろ し. 

林求 F期停るウ ェィ ト もt救 ﾡ者い ょ う にス ラけらnる. 一 

河限とﾡ野川はごち らかこいラY 会り 期ﾡしてない xいラ 

りも. 面ﾡの袋ごによて期ﾡできない 受炭にろると判 

できる. 吉田 と世ﾡについてはﾡ茶の条件も止ﾡ的 ほいので杯 

野にする最ルも部 い、バアカマ 地帝 てあるのでそれほごど期待 

てきない現状がのt Pwその妥から前=る.

以上の ような見界よ り 7条落をよつに大別 Lて ct px の
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4一 /ズAﾡ

V 彳 コ 五

立 Tママ〒 WT

'ャ万 (ﾡわ

忙和ロ.布呼(ﾡオ入

\ ←-神G<用才わ

グ0

比t私.布 野 

杯野規税s/T

平均山林規模クイ 町T

Tロ ir. is 白 ござT

どU メﾡガ別.X私K 稿 イ 
力

-/22

'/バ

'/ き田せ羅

平 杯ﾡ規ﾡx/町T

,/ん
/ 沼隈ﾡ野)川
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商で住名一/二Aにっいてみると. 沼飛.ﾡ野川 ならz 

にき田 せﾡの用折ゝも ピー ク &な しているこYが明らかとな 

った・ すなりろ前ﾡにﾡにﾡﾡにT商百でらる. た合このば» 

い 同じラな形衣を しながらもB因の西着る比ﾡすれば社ﾡ 

の相ﾡぶ明か とdる. 沼 ,羽野川 疝曲積クノ」、ざいこと ももち I 

ろとあるべ 均零かﾡﾡの上ﾡに大きくふくらんているが 吉 

団 ﾡﾡにTをヤととLて以下は下ラに 以上ば上方におる. 

二のこと次の二とく認スにる二とベでミるであろう. 前看は

・ 面下のﾡﾡ○ & Acc べかなり 行われるス面W以上の周個 

の 為/ 尸スバホ少であ石ごとを名為/.(このことr倘ま的 

でPるヒ と、え2) た=日 世元口又的に活ﾡはαcx 

名行っているのはTVでこN 上の階習ばどららかヒい ら2係・ 

善的であると認められる.

次にロ計と佐伯であるぶ西2ろると」用新を分けて考寃の 

対多とと ロければならない ごとが研らかである. 用材について 

な何れの階笔も Qut そ そ行っているこYが明らかである 

ペTアWに中たるス現象ベスらる. た許ﾡにっいてもW 

に中たろうスこ認めることができるべWVWはかなりあ J•バノ 

そとている. こ②ようにるﾡ番u もかなり ﾡ素生産に支る用い 

ている二そほ/4 当リノナ 当りらみても胴いな置り でらる

次に神万 ¥ 比和 • 布 野についてス る と. ﾡ着の ac a.c o
? 割上はTﾡ署上にろる こに 次 明らかであろうし. 後看は 

▽階番 上が現左光ﾡの本葉生産の担い 予面Yなっているここ 

が明らかとなった・ すなわちB図ﾡスられるごとくﾡﾡみ際 

より下ぶくめ形ど名なしている.

次匸 B国に限を転じて丐索运座める こ○ばあい杯野序有が 

方考の万ﾡに被広L ているLい ラ府ﾡに立つなら( 沼隈,瀬 

野川名除く) ・ 階香ごとの/c ゲ均等分布故に血いぼ 

ど, 地ﾡ林業がより発化○方何名すCでいるY判断Lて差式 

えなかろう- この向が目図②上から下えの流れであり , み才

農
林M

至
宮
費
や
そ0

他

ーノ3ロ ﾡ木 販売べ全
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の/ っの指標にもなり修よう. 一ただこのばろい前ﾡ名民.

ﾡﾡ林野面ﾡ階督と 寒積収積材積Yのﾡﾡで均ﾡ分布線る動 

< と このﾡ係がよ り明らかビなりおそらく ﾡ下ﾡの沼ﾡ. 瀬野 

川にﾡい形次名山 合 と確衆さねれ る. くこの傾ﾡは4当りの生 

産 か てみる 限り 中ﾡ模番下○暦るに生産のﾡい手番ボえ られ 

るてあろうYいラこYである. )そLてこれY杯地の生ﾡ力こ 

名打比すれば・生産か>ペuそPとそ. 生産が=4そPそ . 

生差がく2cそ フ4そ のﾡ係がよりﾡ孫Yなるとﾡ察されるが 

今ﾡの所究 にアしたい------  .

扉木 取ﾡ全の 喫像

4ーノョ図より考衆すると 沼隈. 瀬野川ば会都済長的和門 

に何けられてい るこ とがわかる ・ しらろに取売ﾡ も少いので致 

しさもないY思われる- こめほかの条落でﾡ本経きのためや、 

不時の出 買 に比戦的活用 した 果落は任値..m石. 加計. 吉田ﾡ 

○ﾡﾡ販ﾡつ判合活ﾡな 

ところである. L"しこ 

らの条ﾡも条ﾡ足に相当 

運されているこヒもまた明 

らかてちる. た世題の」 

ラに沼甲. 瀬野川に血い使 

塗でろるが これら条落に 

規ﾡも天ﾡであるのて当ﾡ 

の現3と認あられる.

4-3 Qacd2 -株分構生 

ここで は林業の ceo2
○かﾡYとては. 士 地所有の 規ﾡ ヒ ・ 杯分構ﾡとぞ 政 ( あげる 

ル要妥があろラ. しかし分ﾡ監どーロにいってもﾡﾡ立太業 

ﾡの面ﾡ止は戸じ規横においても ca/<x2 xして内題こべ 

W 視息 で 七 あろう し . 特に本ﾡめごとく アカマツ地帯において
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に針系ﾡﾡ地の ラ ら人工本と 天での面ﾡ比にが同題となろう。

二 れとの分ﾡについては - えのそ歩照Lていただく こuこ 

と ﾡごれた現点る令ﾡ記置 森に用研能令本とそれ下の 

効4ネ との同係よ/ かﾡ名ﾡめる 二こLたい.

先づ外ﾡﾡの利用可令 ロス天か ら5浜預意で 栗悪ﾡ(規 

本 ほどの大ﾡ口認められない. 土た眞北ﾡ池ﾡの神后 tﾡ 
布野はアカマツも 教向少ないめてﾡ令林が多 く K本ﾡ種

4ーィ4ロ
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の段階にあろヒ認ちられ る. 殊に比和. 布野にこのﾡ向がﾡい 

一 万 昭計. き田は利用可ﾡ林べ対的に少いので. 現ではか 

なり他のﾡﾡにtして貢太ﾡ務の段店にあるYﾡ権される.

なﾡﾡの 用 T能令林が多 く tﾡ的え しているこスらる 

ほﾡは神后 とt利バあげ られる.ﾡに神石は頑の ﾡなの 

&.c,.c ボグなく所有っ不均等ﾡし卜ごいのて.A系経済Y 
して安定し. これべ大な め き稽なっている込断てき 

る- また同じ池ﾡ内○布野と比和ては、前若がぶ素験炭着べ多 

いめてそめ結采べﾡ的ﾡﾡ減となつているY〜られる. なお 

加もﾡじよ ラな見界に立つっことができる L . 佐伯は面ﾡが卜 

さいわりに多いどいラこビ緊 ﾡ炭若がﾡめて少ない こから 

も. に理解丁る二Yてミる-

ではヲ系系でﾡ家本茶ヒLての安尽のﾡ合名規ポやロー ・ン 

ッ 曲復こ共分樹ﾡ . ﾡにﾡ用令株との西ﾡで祀観する と神后Y 
いう こYになろラ. 一般下ってはﾡ、布野 加計 吉田であ 

ろラ- ﾡも弱体なﾡ落はﾡ野川Y沼甲でろる.ﾡ来の予運名m 
ほ丁るなら ば神 后 比ﾡ 布ﾡべ承も友い系にろり沼ﾡ.

野川は承もﾡいﾡ下にらるこY測=れる.

4-4 その阿ﾡろる事頂

林茶生差のﾡﾡ と関ﾡあるはこのほかいろいろゐるべ 

ここて口ﾡ安経済とも阿度性名有する地ﾡの妹ﾡ生速にた 

わるﾡ労のの現水名把権したい 株米頃労ペ部ﾡなキるみると. 

佐伯がﾡ高でzs%. 和 加計がz。%.世ﾡと吉田が/2 
%. 神石Y布野べよ%となり 沼甲、ﾡ野川は皆ﾡである。

また従郡求家台りの証系日救は今2〜7。日に神后. 布野 

佐伯旧. 忙ﾡバ並乙. /2○日程ﾡにm計 世ﾡ き田がある. 

この ♦労看の耕旭規底口大体 どの 無落 ち 中規模題” 下ぶ称動 L 
てい島.

次にﾡ 労の 作業種殡幺 4 ー /4 円のごこく 3フに大別 Lて 

スるこ. 称や加工部門に祭ﾡ係の ﾡ意 佐 伯だけ でめ条



4一/5E 労割合
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あるべ・ 何九も営べ頃ﾡの主休ﾡなしている.こめこYHた 

日までみるど. さらに私きの割合が高いここても理解できる.

5 検討 — ﾡ 家経海 における林米のに王

ニごで取り 工げる事柄は点米生産"長5生活にﾡ*部円がど。 

程ﾡめ 新与や比支z 占めているかYいう内題でらる. こ。 点を 

ゆ授入. 意泰所保. 深の自率 天ﾡの自家利用. ﾡ峯 

裂新求 林米同労ﾡからﾡﾡせんYとたものである- 

5-1 ﾡ林業労授入の比tﾡ

ﾡ林業生ﾡに労 がごのように分配これているかる商題こし

林業部門のエイ トを知る指標の/っびる- 
ケ_ 表 ※林求あ労ﾡ

③点何れもろろ- また依孫ﾡに秀ﾡ係ばﾡて.百杯に無岡 

系 口 神沖万 2せ羅である。天灯口に百 の 獣的 多いのは佐と布 

野であり ベ出べ多いのほ神活. 世ﾡ き田である.

次に区ら定の姫ぎ迅別る4るど . 永有杯みみにほ労していろ 

条ﾡにき日. 布野. 笹ﾡ 活ﾡてらって 公営L刑営に岡係内 

るのは佐 ﾡ. 加計で. 私感国ﾡにﾡ係するめは神戸て

西 石 t 和 石野 加ロ計 1 傷 e き回 せ雇 浜y川 ﾡ 場 i

意事労日炎
__ _ (%)

ss/
・2フ.ノ

ノ8
(ミ・フ

◇よ
C252

夕
4)

ヨク
Cカレ

$/S ムク 7
<2スニ」(22ジ

コァ

杯茶務日救 8 工 /e ノ< 1 /ラ ■ ラ
_____ (%) ・スク (くs 一 () (コ・ <-.S)| ・-さ (< ・ く"

ニク結ﾡ.林米労材日まは可れの水ﾡも /2 %下で。る 

そして最部ば神石のクタ%. 系ﾡは瀬野川の/%でろる. 全 

からスる限ッ ス 株化可能地お な〜8%.アカて ツ永地帯考 は 

引%以下 となっていてﾡ名 ﾡEめ るこY次でミる. また一戸当り 

の数でみるY.源野川ビ沼ﾡはノ。日以下でろるが それ 

外は/。 日以上であって無F神石は4夕日名ﾡ入しており系ﾡ 

である. しか し規ﾡの点と アアて ッの天ベ要新と こ秀に入ね 

るy. アカマッ地帝がしてないYにいいﾡない. では本県 

の水準ほ どラ でらろうか、 え系ﾡ 家済か らみるこ長ﾡ生逢は 

自給べ出発点でらったわ けで東下のﾡ法も主ﾡ作ビ高品作に現 

点がおかれてい た . ため営X的林ﾡ利用が木材価格の相対的

旅ごY(殊にアカマツ . 本求の労のﾡﾡ永年作々め 自 

己ﾡ機能とﾡまって 評価ごれてさたごンは汚えられる.
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しゲし ギの不材のﾡ要に材やﾡ料材 (ﾡにﾡ君のﾡびは 
若しい)の崩大をもたらL かっﾡ科格差 もﾡ少化のﾡ向をﾡ 
り価格上平は 前な 本求への型たべ高ま" っっある段唐でろる. 
しかL 本ﾡ○ばあいﾡ林役 入労物力でみる ﾡり本求への動は 
=ほビ大ミく ないのを今供へク 発展の余力之残している と别M 
=れる.

5-2 阪デとな来部門の c.t put の重
ﾡ3経済におけるﾡ業とﾡ条部門 (殺ﾡ炭こﾡ業ﾡ労る除く) 

と○対て検討しよう。このばろい ﾡみ水入の内ﾡるﾡ外し 
てい 8が本系ならば検討に加わ らなけれ完全なの てありえ 
ないが. ﾡ料の不術のため止江るえ 除 外している.
よ-衣 ﾡ条ﾡ収入

神 石 t 和 布野 P 計 百 呂 せﾡ 78ﾡ i野 ・ 号

再*てル、 ・ 25.よ 0 2c.ケ ? ククヨ ノ2ク /ラタよ o2 zよ 単世千円
く% ( 7夕 c2ヨ ( (ク (78 ィ加 (アク (•ア/)

番阪ル /2.< -ス/ ヨフ sよ ヨ$4 j z ノク /2
く%) (〜ク ( ク (83 5め ( ,ハ くぶ く〜)

解
N け当wLﾡ f

/クク6
乙・ コクP ?

マ・クP /.82
ノ0 

./22
?

・82e
wO
/.ee

s
22

ハ3
/"タク

o ?
ノ厶勿

考 {: 4加 
320

オクノ 
3e0

/みよ 
ee

// $
2e

o 2 久ヨ
ぶoo

2

N 4 8 ク / 3 2

メ茶ﾡﾡ入にいてみるY・ /2万以上が比ﾡ.世ﾡ 吉田 
神石て2列べ布野ビ佐伯でらる. これら集落は経営規ﾡも比ﾡ 
的大きく. まず家天したﾡ家が多いこYがわかる. これに比L 
てﾡり 引県落はﾡ外水入下にﾡ存 しなければな らないこビが明ら 
かでろる- 孫に加計とﾡ野川は〜一/の兼末てべたよラに乳 
業率悠く。二兼潔べ高い尽からみても厚米生逢では最平や生計 
名営むこ こが不可「ﾡな現水 F止いムれているこYが明らかて 
ろる. 次に業材販売区入についてみるY. ヲﾡﾡ後にﾡ活. 
舌田. 加計.佐伯. 野. /万前俊に比和Y世羅があるが沼限
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とA野川はﾡ少でpる. こァで向題にな。ら は 。#+ごお 
るが・環茶加入の人こいこビもろるべ. 也の※ﾡYは墜に系
販ﾡﾡ入のおが8ヨ%のた立を示めしているこYでろる. L 

かしﾡ野所有の不均午ﾡでは加計は佐ﾡ 沼ﾡ 瀬野川 と同じ 
よラに高いﾡﾡでろるから. 林ﾡ生差YLてはかなり活動して 
いると認諾= れてもﾡえ内の所ﾡの不千年は強い と認められる. 
飛りの県系のラち神石 布野 佐伯. 吉田ば。%台の系材水 
入名ろ げて いるが. 二の比年はﾡ表 経済に ¥→てはかなりのﾡ 
ﾡを米しているど記試して向いはろるまい. ﾡにアカマ地 
滞はYも"ムヒLて. 比和名合めてこれら地ﾡは人工杯化○推 
ﾡにYもない 皮ま済に新与丁る林糸部門のにﾡは部まるもの 
と確察てき る-

5-3 ﾡ家生活と本産利用
ﾡ奈生活上林茶 肉係あるの はﾡ料め供給と自家用材の利 

用こいうこでらろラ. まず5一3不より まミこそ だの 自総 
率そスるこ. まこめ自ﾡ率のﾡいの は比和 • 神石 . 佐伯 吉田. 
次いて世雇Y布野であるが沼ﾡ 加計 瀬野川は自為辛は低い
たそだにっいてみると. 神万 比. 吉田が高く. 沼隈 ﾡ
5-3衣 X料の自総

神万 比t和 布野 世 in要!

キ 自給受 (更) o 4ss うo ,3s * x4 s s 7
ミ 自ぐ%) c?さ cウ2 「如 (o ( sシ c ク くう (sS)

< 自総¥(F) /二o o o ?s コo コタク ノ/2 $ s o
バ 日給ま(%) c?5 c?と- (7z) ・7e) 如 (生4) c4)

野川. 出ﾡはい このよ ラ に 自裕車をみる限り 林地漠根の大 
なる東ﾡほどﾡム. かっ所有の不均等友め人こく. 山林無所有 
の少ない条ﾡほご高いとい う一ﾡ町ﾡ向名ﾡめるこ こべでさる。 
なおこゥにほない がﾡ、ﾡ表は山杯 所有 ﾡ家と玉 ﾡ現ﾡ に. 
多く 素落め一般泊式水る 下』っているこビが明らかである. 
こあよ ラ「ﾡ 生活か ら く る旅産ﾡへ の 雄存 は 如何 二 便利 な

file:///.ee
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• r各ﾡ料べ生じても . ごの用形性不ﾡﾡから排険ごれるこ2 
ほ T汚え られない もち ろと緊夏の理ﾡ様べ表化式たは効 

幸の高い形改ﾡされ 代著が卜ﾡ経宛 り 海てれば別 

向ﾡてろるかも効れない. とかとこのろい てもﾡﾡみ経済水 

Fと信習べ制お回手ビ して介ﾡする と汚えられる. ﾡにLっ 

てベ替料◇承も利用 し易い分野は灰奉用てあってﾡ方ては 

なかなかﾡ用:れない ¥ﾡわれるが 忙数的者及し易いﾡ家に 

ワラリーマ:長家と ﾡ入Fらなければﾡ料名 うるこYので 

ないﾡ家てちろう. たがら現で羽野川. 河ﾡは水替ﾡ村め 

存— べ垣 えでいるこどベ 理解 これと.

なに旨表用の肉係 すなわら ほﾡのﾡ字 . ﾡ体. ﾡ条用貢 

才込L て利用 した長家さ次の」うてゐる-くケーネに拒上して 

いない条落には目家利用がき受である.) このヘ ら一救Fアカ 

マッ 旭帯の 利用 ズ君い こ と次推察ごれ る. ま 丁宮 家利用長察 

にっいてると. ﾡ部がき田のヨ% 次いで世ﾡのク%

-4表

忘 |な 伯 き回|せﾡ 子)川

白雲 利 用 東家 "2。 ク /ケ 
_

g
<2 5 ◇年向み

利用材 ﾡ島 /タヨ フ { ノタ? ク

和用表/ア平均才花 z4 ョ/ 3o . 1 +e 4

ﾡ野川・ 神忘 佐伯白と凝いている・ こめように上の条ﾡはﾡ 

ﾡばごほYご多くないとL てもﾡあ経 にに益 Lているこビが明ら 

入である. 二の矢組の一面は二れら県の家憂にﾡだに手名加 

えたり. 新ﾡ=れたこYが推衆これる. とかしこの翌百名ﾡ明 

するこ Yはﾡ料か ゐ把福する= とがでさない-

5-4 農業生産 ¥ 林野利用

二こでにﾡ素生産に向ﾡ町に林野べ利用されている=. 三の 

内題にっいてﾡ察名加える.
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を業利用----ﾡﾡ名利用している主なKﾡは世ﾡ. 瀬野川. 

沼でらって. 神石口ﾡ平作名しているﾡべ杯Kしているの 

みてちる. たﾡ平作にﾡ係しては世ﾡも利用する貿るが多い. 

一ﾡ沼ﾡY瀬野 はﾡﾡ生活YもﾡﾡするﾡﾡY Lて多数の 

原家次 利用してい る. こめよう に本規桜ぶ人 ご い と料何率 

が高まり 遥早作等のﾡ呂 作が福営に祖ﾡされ るこ込よ→て 

ﾡ誘料Y Lてﾡ業ぞ要じする現ﾡて逐するこ こがでさた. 

このよう 匚 池につては兵業○ 内ﾡば忘知できない 支*るヌ 

系ﾡ営 と生活○品か らもたらしている.

•草利用一… この向題に家ぁ傾有Y. 新地ﾡﾡYの内座でみ 

るﾡめなけれざならないンﾡえられる.

S-一 S-表
ネャ 万, 和 布野 加針 佐 亡 憲 g F nF

クク 2o $E 2e 22 27 2 a3
!厶7。 22 22 o.8S 〜クよ 43N ハo 22ラ (M2

研「池面 積(工 2.<2 ムシ ○.クz o. 36 243 27/ . So ○. ョ上 2.コぶ

山杯覆 積(ア e2 2.z2 シコン 4/ ムz8 ハ$o 0.3 22
・所み、

勿 とク z2 ss クニ ..< ノ S 2 ﾡ町を0
章そ ク 少 少 多 中 棒少 电夕

この表ていい うるこYは集ﾡ商における杯享受2 大小 山 林 

両橋め規枚に大ミ な影«べある とい ラ萍突べ明らか となる. 火 

面内名的な愛因 は耕地規ﾡYﾡ音 ﾡ欲Y云 うこビ になるが依着 

は家ﾡ料の歳水番作 (牧率. ﾡ料作. 水田殺作) への転投に 

よって 変化する こはいうでもないが、 こめ 内発的な阿係を 

現しているのば加、 と佐伯でらる. 両東落の採ﾡ量はいずれ 

もク いにか y わ らす家を頭数ビ耕旭焼ﾡのﾡべ浜ﾡ 登がなく 

ても営ﾡてるこしそ示している.

た悟習Yして地ﾡにっては救といラ未熱ﾡ名*田に授 

入している経営が多いが、ﾡ効分としてばﾡ肥に少るめので.
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この番マ何に ってﾡ系はﾡ料浜と し ての採卒は現状よ り 

く てた又て きるてらろラ- LかL ﾡ水でに山軍の利用がかなり 

ﾡ現さ=れているこビが明らろかてろる. (本文ヲーZ=詳細に砕 

討Lてろる)

次に次ﾡと林 野利 用のﾡ係てあるが 3一 三こ補又するめ.

杯野に政ﾡ い○長に万 布ﾡ t和の本票における

〒の主ﾡ生産ﾡでらる 発長段階がらみると 神万ベベz 比 

ﾡが« 布打が』Yいうﾡ字にﾡ点=れるべ 二れら東は 

キ の 骨格形灰 < 農 ﾡ期ﾡ育 夕ゅの ﾡぶの ために衣牧に ◇用 

が行われている. もちろ心 ニれ以介の 取も家をのﾡ餌料沢こ 

し て野採軍が行わ nれてい る ニビは了で一ﾡべたﾡりてある.

5-5 との他- ﾡ5済と向ﾡするホ

上のほハ ご こでに咲 所 と杯茶えの向ﾡに フ いて だ M :、 

才 乙進め るこンする.

S--4
I 押 a re和 i 布野 ロ計 区 日 き ヨ 3 g 課 「xugP

22
- 

8 シク
2 2 と 2

-- - 
0

系所ﾡ 安王2 2 ■ 2 ノ
「

ノ4 2 S 2

ク バ 2 z8 / / / 2

農林以外の兼腸 2o 4 z4 ヨタ 4 me 4と 5z

業のイロハ幸 ノス /8 / ご2 2 4 < ク3 ブリーご半4四

このﾡ点は杯業の肉怪部門がﾡ用のﾡど してどほどのスが 

"そもち 農家ﾡ済の安定に寄与しているかのﾡ合ﾡﾡろうヒ 

するもので必る. 先づ製炭についてば布野が最高であって加 

ﾡがこれに在いているが こ◇引 ﾡﾡは製炭に維存 丁るﾡ合 

が破めて 商い こが町ろかでらる. ﾡ所に ついて ばき田 と布野 

べ高いが・ 数翌はケなく経済に及ぼす影«はい 有えられる. 

ﾡ林茶め気労ﾡ家ﾡば佐伯. 比和、加計. 吉田. 世ﾡの順に低 

くなっっているが. 現在めころ=. 三の東落玄ﾡいては炎め
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ﾡ用の場にそ九ほ ビめく れているヒはﾡわれない.殊にアカ 

マ ッ地汚の瀬野川 と沼ﾡは向題外でらるべ. それだけに素茶

卜つ素※年べ活くなっている. 再にﾡﾡ川◇ばちいは.ﾡ系 

でﾡ又でないのでﾡ茶 ( / ) すなわら安定サラリーマンﾡﾡ 

べ多い=ヒ てある . • • . . ；,
次に 農林東無集泉家率( 人が城位でらるため予貨はまとナ九 

ない) なわ引長炭 製所 ﾡ労意ぶ名合せて順位そネると 

布野く s7発) • ク計 (4ラ%) 比和 cs/%) . 台 (ラと 
%) き田(ヨ。%).神戸(/夕%) 世ﾡ(/今%). 活:限 

(4%) ﾡ野川ほになる。三の天気ﾡコェイト広三れYに 

ﾡなった順位 さ示すかも知れないべ大体の 何は極て さ2で 
ろろう. "：

^ A :
超 女 ^ \.

以上はﾡ忙ﾡをﾡじてﾡ広に数口ﾡみっヤためてさべ 

地池渋に おける※ 家ﾡの性ﾡは大 そ明らかしなったこ2Yﾡ 
われるが 心ﾡヶばマ ク ロ 的かﾡが主体名なし . か っ E手に 

」る みで あったため画 別ﾡ 家め杯 ※生星 の 爺応 のしキ そ明 確
・ ・t!

にﾡする 三ごがで さなか った ・ ただﾡ 経済の 玉受ﾡﾡ名 

飛高の向目的ど Lたばあい ﾡ家林業の径ﾡはス対ﾡ者の式ミ 

と. ﾡ炎ﾡ営(部門) ◇安定Yの面看の3介ﾡ中eL <承ﾡ 

そ山るしの と 料= れる. いま こめ項係名ﾡ夫的に 函示 し« ラ-

この団ばﾡ 家林業の 評明め ばみ い 県ﾡ と 価別の 両おに用い 2 
れろマク □項型 てあるよう に置 っているしかじ 本表告がこた 

によって組う立てらていろクでばなく 請音Pﾡから町がビ 

ウ+う に読みス ラ るか さ 分ﾡ と た程ﾡ に上 ってい るし . 

階番に救るじてみても明確に判ﾡし てﾡ了け るこYができ 
なか ったこの責は零君のﾡかにるもの てあるべ それだけに 

円寒名ﾡ理するﾡ味でこの標式を視示したわけでらる. たた質 

料項目ぞ有ﾡ的にﾡ会ずけるまでに理論ﾡﾡがで= ていな 氏



-266-

商であるから 判 乏 い だけ れ ば幸 いてめる.
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農家の造林投資に関す る一試論

〕 上
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農家 の造林段資 に 国す ろ一試論

I 同題の所在と分者の祝的

/ 現在. わが図のﾡ夕がかてリﾡﾡ的に並妹を述pていろことは 

ほゞ疑いの広いところでろろう。 しかし造林の 進展 しているﾡ合 

は. 地域によリ, た同一の地場でも包々のﾡ家に」っていちぢ 

ろ しいﾡﾡがみろ。広島ﾡにおけるわれわれのﾡ査からも- 2の 

ことがばっきりと検された。 では. かかるﾡ果をもたらLたも 

のに何か。 これがこの小で考祭しょうとすろ主思であろ。

他 域別。 造林農家 率 &みられたい。 北都の山向地ﾡでに造林ﾡ 

あ率が高<. 反対に中都の会地々ﾡは. 相当の林野がらるにもか 

ケわらす. とん ど並林が 5されていないこ とが知られ」う. 

現在のと:ろ. こ○ﾡを何によって説明するか. での有効な 答を 

しらあわせていかい。 恐らく. 自だ的5ﾡ件のﾡにかえて. さa 
さ ・辻会的経済的事ﾡ がﾡにいリくみ. かいるを買るﾡﾡし 

たものと想 像 されるか. 史的にからみ合ったこれら○受日* 

レとつひヒっ分解してゆく ことはaわのて国難である。 問一地城 

におる戻家向の芝買を分する場合で1. 若干の条件る共通と 

みケしてﾡすろことにてきろが. E吐にして簡ﾡ公説申に不可 

能に近い. 複権ヶﾡ象を筒戦5説ﾡでづハ」 うとすれは. ※ 

的に正確さ が損わ れるであろう し, 正確を期すれ ば記速 とLて役 

立たロいほど複ﾡな北0と5ろう からである。

われわれにこのヂィ レンマ から避れるため, 直接現実の資料を 

分ﾡすろのでになく. ます意家における造林投ﾡの系件と訪ﾡを 

柚家的なモ デル において考無し・ﾡ本的か こ とがらる確認してお 

さたいと思う,それが現契にヒのよう"走味それら. との1 う な 

のさをするかは, 『て明らかにする。

並林扱資の訪四及び糸件にひとつでにびい。 いくっかの吸因o 
相ﾡ肉理的作用 反作用のうえに, 投ボへの行助にﾡ晶する。 し 

たがって同一の雲因であって北. 作甲の強弱はもちろん, ある埸
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合はアラ スにのきみる場合dマ4 * スにィカく こともろろう. わn 

われo課題は2つ愛ﾡこさくりし. 既人卒象にする可ﾡけ説 

消の仕方る祀示すろさとてらる。小論でほﾡ料の制約礼んって, 

ば計的にﾡ出するヨてには受らのかっ「. われわれの部査がさら 

に並くで. すくれた存科を登える:とのてきば ょッ 実経的& 

分が町能と々ろでろう。 この試崎こうし/た長い道迫程ov と 

明引である。

る 述林行為とに才&びどけを土地に投下L. 時間を要すち生 

産を行う 2とに って. 工地の潜在的生た刀を引さ出す: とでろ 

ろ. ここにおいてﾡ性にされた"&びぬ防に「辻回のﾡ長に 

よって生産増mを可能びっしのる」 という起味てゅ「資本」/ほ 

から ないド” 農 彼に月 いての ヶる 祭本る 試Tる「。 ○M系件 

&「道 林投 資 戍 五 のた ハ の 条 件f」とr; と:ろで. こ～系件が 

満たされても造林きれらと/展ら ない. 河本を造林に向けろかき 

かというﾡ家の透択の次に同ﾡといるからである。 ほなさ Lて益 

林校資に何みわしnちﾡ糸件そ 「並林収ﾡ立○らゅつ就」と 

"ほう。ﾡ者いわ ば造林投資 の 必要条件 でうリ. 後着にその十 

分系件である。

j の講板定をんうりる。これら の 仮定 げ 談 治 の城成において 

*ーボ1 > 卜&形づくろものではないが. 一定のあるとりさpK 

しておか分いと. 叙速 がい たす ら に複雑化し,ﾡ本的い筋者がが 

いいにαる恐れが生する。 しヶL. 話論の産中で若干のもっが 

字2のられるであろう.

そ デルの設定と仮定

" われわれが考条し」うとするﾡ糸的な世界には..8./. 

. という4っのクイ プ○長夕 計がﾡ行 する。 これらの保に 

いずhも官を労ので長*生産を営み. 家計を継持していると4 

父しょ.う. ミこで3常に次○同係が皮する。

愛業所得( Y) -字計え出(C)=長家経ﾡ余( s)
) 各長京の分の半位及び消骨単位に零しいが. ※業生たにおけ

る学位分ィ 当りの和科( y )にﾡがうるp. ※素竹ﾡ$し 

く ロい・ ョた一成的"消貴水*が破立し. 竹#によあメない 

Itれと礼. YくCでﾡボ 竹得 にチしいと ころきでし下げら 

れる, 各長安』について深字の"*値る恐定し. 一*にLて示 

すと大の幼く である。

農 家群
ﾡるZ
(A)や

研 作みの車平位
当 &

戻系所得 家所系五

国偉
よ J のo < 4 420 oe /2
8 3oo 2 4o

jo ノノ 3ル oe o
8 joo /•ク 」4*9 4c _ 0__

*) 仲平位とは広人男す/Aの/千向にくﾡけ日数てあ

る ・

** y Y. c, s. は 貨幣 であ ら わす. 平位に円てFル 

でもいが一応選名救にしておく. Y. c. S. ○期商向 

り/ケキでわる。

**場 ふ愛次のヶoそれとぼしいが. 十分の#地を所句 

チ 家旅労例に 完金に消化 されて いない.

(j) 各戻家研は相互にいかケる済的取引も 行わず,拷 面 品 の取引 

は 別せﾡのﾡ市で行う。

() 彼 ら はﾡ移的・長米生産の維情4 ら びに次計常持に契す s 若 

千 の 砂 及び 貨 幣 を 除けば. い、かなる形のたくわえも受在しっ合 

わせていない。

() ミoそデルにに土. 諾財' ﾡのダ信が存在せす. 各氏家 

は4#取得右ととる:とはできのい. 各人は一杯にﾡ米生凌を 

自ら営んで生る たてる労 优者 で ある.

(4) 各長択に 自が的性済的係件にﾡの"い林地&十分に所角する 

が. い、a描えんとする堪林木が広式するうではム林のら○炊会 

3 ひ い。
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(ク) 造林に 2 雲 力投入に初号度に全部行われ, 一定の 期间がたっ 

と客される。 f林状術はたバ/っしかのく. 上処単仇当リ及 

びィ学半位当りゥ放ﾡなとのﾡﾡにおいて礼不ﾡでろり. 肥求 

:よるﾡ -经 ﾡ分征L ・い.

(/) ▼ム 7 力群バチ 本の 二筠」("t) ぎ本○枚念に高Lて 

に本番にヌ と ころが多い.

I 並校資立の「のの条件

4 上記のそデたせのしとで資本形はるﾡ制すち品条6向う, 

3す自 家労mのか- / ・て済本が R成 されろ場合る方え』う。 

テューネン の「狄立国」の シ かの サイカ にJ ら*本隊作のﾡ:ﾡ 

さい" 二のﾡにおける44 - -のﾡ定わhのcr 
とさわってﾡしい ﾡ似 尚 係 を もつ. 後 け 資本 と 労 イカ との 先 生な

代啓を定しむから. 成もﾡ坊的びK本P炭の形ﾡを示Lた. 

高及にﾡ逸し/ ※本主は済の現尺とにお ュリに て の/熱れてい 

ろようにみえるけれど。 愛家の資本形広る考える場合. いくっ 

かの歳で示ﾡにるしえ ○でみる。

ひとっは. 資木形広がつされるへのには「仰治一人当りの産 

出高が,労仞者家旅らたリの消管—— すのわち労物力るﾡする 

ため に 必要な 消費 - そ脳える余刊が行ﾡLGけれ"ら9 ¢} 
という方でわろ。 凝ﾡ妊済にあてoれはY- cに当るﾡ象#治 

余利Sの今をべK本形成のたたゅの条一の条件となろう .

われわれの モ デルに即し て述べ」う。ﾡ家群にっいてみると 

Y= 42, c=>o。 で/20○出済余を生じている。 生計営を 3 
か«う 「I で わろびら は, ,勺 ¥位のﾡ仲のう ち」/4 単位を 納 か 

t ば4 <・ (もし僕が必すば)ﾡりの半位をﾡ本形広にe 
けろこ とができる。同祥にL でB長な群はん単位の分物が余って 

く ろ ・

5 と:ろで. この余った労仲がすべて漬本形成に用いられろっ 

でぼない。 テュ ーオ ン○指ﾡのGかでわれわれの注起るひく *2
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○月に. ﾡ本製作考のの報科は林作分の○報洲に写しくならか 

れしらないということでわる。 :れは. ﾡ本※作労句るAx.州 
作労物をAとすれは(A+Ar=A).

=件-

と"ら」 う)2労のる 祀分す らことをを味する。 LoL. 2こで 

ﾡ根/』る社済. 不経済が行布L のいという仮定から, 
ﾡ=オ=», 鈴-ポ:8

として崎を澄いる。 ここでQは A4びる方ィ で北って資本製作を G 
Lrた場合. ※『未において生ずるた上高る ﾡ在時点に 例引いたもの 

でhろ。 わhれのモ子ルせ派は. ﾡ全に静ﾡな世肝で月るのら. 

4卜○を上ﾡは予想通りﾡ受されよ う. ・お二の引さﾡは浜ん 

の○け向滋場に依ﾡして定まリ. 一定の*\が確立しているものと 

ra. .…
用の本値例にもどリニの岡係Eみ」う。 はﾡ砕は 資本寝作 

t○報研るがん4」リ北大でびい限り済本形広る行わない。 8=f 
○合に8xAe. すなわち" X "・ハタ の 資 本 す 成 Q が 可能 ゼあ 

る。 同じく8炭な併に○Qを確保する。 /4>8>/2とGると。 

43資木製作分仰には野はす #作ガ仰にキ令すろことに"ろう 

が 8 は 資本 形成におも t く.

受す るに資本製作ﾡ仲○報洲8 が 料 作分仍の以劑2 に比べてち 

いさいときは. たとえﾡ彼任済令制Sが大さくと北資本形む 

されひい, このモデルでに. むしろ展 業史産力 の低位性, したが 

っ て 農家經済 余到の すく"いミヒが 効本のこいﾡ本形炭る可能 

とする糸件とびるのである。 8○値が常にどの価よりも大となる 

Wッで. 各長ﾡ○X木形広最に代済余別○大ささに正確に比例す 

る。

6 いうaでもく. ﾡ8竹台Yに自家ﾡのに対する報別でゐるヶ 

ら 自ﾡの利用定いかんによってか公リ次めする。ま/な計 

女払もﾡﾡ水*以上でヵn は弾7性る tっから, この乱考の差剤 

r= る社済条利に 資本制 生庭 zおけ る利油と 契って 一的る観的



-276-

には定されえのい・ しにゲって長保"消骨水ﾡの引Fげ"いし 

ゲィガ利用○強化る に みれば.経治令列J大さ (なり. ょリタく 

○資本緊作労仰る生み出すことができよう。 例えはよの長*開が 

ふ長客別と同に消ﾡ*ﾡをゼ ダすnば. 2 - んに;いて o。 a 4 

形支する, しがみ=で低い"らα. 8に比べて低い効料のX 

本步 周 に 1阿え)'るであろう. スびB○長家砕がとじ* 

*非にうで下げr/とする. 形広さあ8の選は増大す。が。 8o 

より低いﾡ木彩広にョ ミガィべ仁られるとい ことは起らてい.

旅湾ィの利用化 が所得～大きさにな署を争えるという

▼はい まで の 議 仮定 にる 実 でか る 我 り次立 し い, t らろん» 

のﾡ向の光浜:4 って一日当り の 報酬"増え るなら 。生活堆旨 

チ災により すく いの受て投得される各であ リ. ボ本撃作労 

:増mする。

7 展 家 経済 余 剰 が 全 く 生じて いない ア 駅家 中 は, 条計え出&神 

た のに すべて の サ•力が消 たてれ 月ﾡ*子の低下るはのら限り 

支本報作ラ仰にこハう 令地がない,

次に同く特剥が本でわるよ愛案ﾡについて考衆しょう. 戻 

家科は所得の曲いたわ, 一彼的消没水*る 写父す ること がでさ 

を, ﾡ7のﾡ生産を矛的な水洋で/けていろ。 Lかし::て 

コ逃休本旅仰が行た す e ・ 今 での叙ﾡにおいてすでにﾡっ か 

. う ・ われわれにキュー* ○仮定選り浸ﾡはﾡ作あ仰も 

※本製作労4に礼 自由に 從爭し う ろことそ前提として きた. »ﾡ 

不が○放休のガに。姓済余判○在ﾡをﾡ系に Lて生じたﾡ木ﾡ 

作労仰と何ら変ると:ろはない, グくて»において北 近休ィ で 

ロし件るﾡ回内の資本形広は可能である。

r 戻条ﾡ○消営水半べ科の水半Iに下がっと仮えL」 ).

料 作 ウの o 報酬 サ=/o. 資本 製作 労仞 A.=Wとのってよ& 夕m と 

全く同ヒでろろ・ したがって8>0であれば. 同 團 の 資本 形成 が

さ れろ。 とこ っが1 く/oという局面ではﾡﾡ"がでT く ろで 

みろう。 すひわち- 日長療ﾡは3く/0でQ=0とﾡるが, 小ﾡ泉
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群の場合には・ 8→のとなる従ってQ→。とはむろ北のの.

8>0でらるﾡリはプラスのQが形応される. :～メﾡo」って 

き「たるところに申台て力ろう. ヶ及次許の資本殺作のがメ=んo 
と い、う米公報dる tっに戻し。 sH。 逆休ﾡにそ れを 2 たない. 

ﾡ会間aは 令でる ・ 休み仰受 が大さ れは大る いほ ごボ本形 

内○翌は増次し. のっさわp て報引の 低い本形ﾡでもなされる 

とい う 河能仕が指ﾡで さ ろ。

8 上のるひとのえにまとめよう,

炭

泉

夕、
・イ 
テ
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米) ()内の秋ﾡはC= 24の とLたﾡ合

いま 資本然作ラにとけたが「ゆに放条された※求社済余利S 
をは用とみ"し. 割引され督木形改登Qるば益とすれば.

Q-Sa fe盗 ともいえる。 そゝで1&一たとした場合のﾡに 

対すろ *炊後っ比 ((a- Sン/s) &求めよう. る-/とすると 

a 長なﾡは o.e. 8殺ﾡがa ・.f とαって, り○ﾡがちいさいﾡ 

大する (ぷでにﾡ限)。 すなわち。 3 を一定とすれ は どの 

低いﾡヶ程. 生沼ﾡﾡに受するぬ○洲作のる除き。 ※本ﾡ作 

ラに後ﾡする 2とを有利と感するであろう ・

ク 次にﾡのみの人ロが別世ﾡ○都市のら領済の着にL て 雇 阡. 

されるﾡ会を もったとすろ。 ﾡ他にとら」う に次るか。 労仰7の 

ﾡ生産にﾡす る 料作 労初 け 父 労何 に 化 しえαい合を考えると 

及びβﾡ歩群に※木ﾡ作ﾡのの報ﾡ2 とネ体»/の信4キのこ



-278-

&比ﾡして. より大さいケをﾡぶでらろう。α>8でおれば※本 

形広に・さGい. た5ﾡ役科の滋体ラィにﾡ会»ダをそっ 

ことに なって, それ以下の報みしのもたらさ"い資本形成を中! 

す ろ ・

被術 貨:よって 生汚#ﾡ チ段が得られろGら ば. wr> »に 

いて愛R21ジ着にﾡ化し. 彼の 得る 絞 済 律 利 ほ吹 前 よリ2大 

さくひちろう。 み»αクﾡりで誕本形成の規1拡大する。

/。 い3うでの汚奈に斎本形炭がすべて自本秀のによってなされる 

とい う 仮定。 し と にな立 していた。 ここてかの別世平のﾡ神o夕 

何着 &雇用することがてきるとし う ・ 座甲み仰 を用いろﾡリ 

生産 ヶﾡ 了して投 資/炊査 を 生工ﾡに44る え払わ4れdら 

ない。 かのろ氷ﾡにちいてに貸祭払段とL ての 任済 余 利のみ 

伝 がﾡを休 的な条件となる。 さて,済余判が生じているX家ﾡr 
ﾡ本形成にﾡ用労仰そ伏用する0ど～ うロ場合てらろうか, 

オーの前状それによ って利ﾡが生すろという 2ヒ 検さすれ 

労仞者一人 当 り oあ引さされたたど額(8) そ。 ば銀キのを超退 

し て いな けれ はな ら ないと いう こ 2 てみろ。

しかL8 >のrでらってし. は銀率 が# 作ﾡ物の報研』り1大きけ 

れば. 自をﾡのによってﾡ本そ形ﾡするのが有利でゐろう。要す 

ろに8>のでわって. かっが>rでびければらびい。

こ o 条件 ゲカ たされると 一級的に 次のことが去える。 8っ個 が 

ちいさく 白求ライによってにﾡ本形友がなされ"のった場合 

(1くり)で1. 2>« でhれば十分行われ るという こと。Jパ 

つに 自家労仰に」ろ本形成と艦可才のに」ろそれとる, 問ヒ 

1 について 比較 す ると. ﾡ木形成のス ビ- Fが様着において一段 

と早いということである.

われわれはこのことをﾡするにとどゅよう。 上にrと 

うり・ﾡ甲 労仰 力の導入によ って 農家の 目粽 が 自己の労 仞 极制 

の派大では"く 利油のﾡ大化にﾡのれ始めていろ。 耕作労ィが 

末だﾡ赤労仰によって行われていろ/ためIに. そのﾡ報司の大さ
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さ が定 す仰そ入れる場合の一っっ利前ﾡﾡと"っていろバ. 材 

作ラ仰:でもﾡ用考イ7に保存すろ」 うに"ると. ¥あ&生 

の 世界とワョ ったく ﾡった次ﾡに足るﾡみ込ヨなけれならない。 

そ L てﾡﾡ社済令と呼んでいた1っが. 巨大"性物と"って炎 

概に活し. 彼上小長氏○千相の世を強7にﾡ域L てく.

(注/) チュー*ン;「ﾡ立回」(ほ京チ択)

(注2) J.。ビ>"ン;「貫木る」(杉ム漁択)K

I ﾡ林投資成立の～めのあ関

// Iにおいて造林及資を念頭におさながらず木が形成されろ 茶件 

を考衆し/た。 しのし:れ に ——遊林の はﾡ的付性る 考 底 すれ- 

財休化 されないﾡ木一般の形成にも, おおCわ受ぢするであろう. 

さて. いくつかの育状会が号伝する合. 具体化されないﾡ本 

0述林という 特定の対象にむかう おほ何で力 ろ ヶ. ﾡ論的にき 

う と。 述林ﾡ仰におりる報己8と他の資本製作ﾡめの報己と○ 

ﾡによ って決定される。ﾡ$ 社済的日 がfa 労仰報aの 

ﾡ大化Iに月 かれる阪リ. 3»という こと が造林投資成立 のため 

の十分条件でカる。

r:だし. ﾡ本形成の形能及び及叔が投ば会の次ﾡ原を制納 

す ろ可能性る十分ちﾡしておの"けれならない。例えば寂旅強 

休秀のによってボ本が形広される場合は. 資木とガがﾡ全に代 

替的てあることが以ﾡの件と"る。 たﾡ本っﾡが投資ﾡ会o 
運次に決定的の作を及ぼすこともあろう, ゲ. ちﾡ今通通り賀 

不と労物は十分代替的でみること. 資本形成規様に」る制約る 

受けす. かっ8及び○にも規によるﾡﾡ, 不4済け生じな 

いさとを 仮定 す る ・

8 とtと○福対的岡: ってﾡ林役資に定されるハら. 2 
&一定とす れはる. ○値いかんにすべて ゲ依 存する. と ころが&は 

われわれのそデルでは外のらうえられる外生ﾡ救であって. 内が 

ら就ﾡさるべきしのではない。論ぬを遣める»に. 資本ﾡ作ﾡ
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○報引1^社裕そみ味し. mLいえ&銀たする。

/2 一こ受のず本ﾡ作ﾡ仰んに」って得っれるが未附息でっそ上高 

&a. 納引キをPと丁ると

Q = 常戸

8= 社一 J

となる・ われわはたきにﾡ引ﾡPo8在を認prけれとれ. e 

ガル の 眩 界 で ほ一般 的な 水 単 ア 破 二 してい ると した. tLてﾡ引 

&本のそ生するﾡ由を「通希. ﾡ在欧に同ﾡのﾡ来け」りtふい 

土観的伝復そしっ→という附同逐好に予r:. 才"わち受ﾡﾡの 

將一動 に対する伝•優離/) 割合 お エ ー ム•ベ ッ っついう 

附メ歩3cるっみと--- Pにほかならない。ク しハし. :o 

たにに2っの矛層がみる。 ひとつ3主秋的にﾡ3るべさ制引=P &経歩問○生済的次流を花るL rt とで, 一ﾡの水ﾡI:A ると仮 

定 した 2 と。 オ2に明向選好&ﾡnひがら. 不磁次仕の存在Lの 

いﾡ全静税のはをだえしていたという こと, 2Aでa e:": o 

2 っ○矛盾&停正す ろた:ウには不砕性にﾡら/世ﾡそ4入し" 

ければタ ら ない。 予想た上あ Q'3 ※来において 予だ通リ : は 次 現 

しびい2と*あろう。 ヨ/た震暴の済ﾡ水ﾡc. ﾡ«のるとい表w 

すろかも知れ«い。 かグる世平でわってこそ防差打少は生じ虎失 

的なをそれっのてちる。

d 後条の予だの不確案性にするﾡ友はPIに及吹する。ﾡの和み 

8○師ほPの愛訓につれてめくて»ろう. Pがﾡ«の主細的

価によ って定るとL」う•展 泉 胤の資原の移動 以との段階 で 小 

親 力。いり、ら, 各 夕におけるPつﾡ3愛ろ。 しら I不 確欠性 

に才す ろ坪とLてのP何によ って肥たされるか。 ﾡ民作人の 

先天的資算や性向バばけによって左右されるとすろのらは. われわ 

れに Pe堤定する不件について殆んと何北ﾡる こと3で さuい。 

いまある件定の企米に扱資し」う と才る人がろると仮定しょ う.

彼は何る考ﾡLて行初を沢すろであろうか。 ::タールは. 投 

そ※定す ろ場合○チﾡ○ﾡﾡには2っつ段ﾡのあろこ とをﾡし
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&除。 判前通ﾡヒ評岡過ﾡ"それでら る。満者は万失政する 

か知れない という危険の域ﾡﾡを判許することである・ ミェル ール 

によれば合理的理示ご非合理的要未の協ﾡ)こよ って名険の許が形 

成なれるという/ ただしは、 企末者が攻情にﾡかされることなく、 

冷斜に 判 曲 すれ は にﾡ験するであろう児ﾡを予ﾡしう ・とし. 

そ の 予が現大と 一系L びいoに非合理的受まが断/入ろから 

でhろとしている。 rだ#*生産っ也く数十午い2オ月を受する 

toでは- 容 観判 ﾡがさわのてこすかしく 主都"な受 ポ が大 

きく介入すろみっ がせ ない。 しかしこの 段ﾡ で o 主ﾡ的選 条 

に(例えば) 「来木材伝格が系して予ﾡ通リ火ﾡするのるか」 

といった 宇柄の 判前でわリ. た ﾡ格が低 落しにﾡ合いか"る大 

ささっ失を家ろかという判ﾡであって. ある着は張ﾡでカリ 

hる着にﾡﾡの判町を下すでろろう. す"あちﾡのお"れに経対 

的条件とは一たwげべのい。 いチれにせょ 危ﾡ○甚だ性についてろ 

ろﾡ糸を得た談企末求に. *に. この息ﾡをﾡ担することがいハ 

る経済的牲を起味す る か&評信L て行めさ決のろであ ろう ・ 

彼にとって致命的"打ﾡを多えるとすれば。 ほそやハるかも知 

れ行い。 われわれがに強ﾡし/いのにこつﾡ過ﾡがPにスは 

す 影響 について で ある。 なかんすく 生准 が生計と君着しているﾡ

清で :hが#にL愛と "ろう .

4 凝収経済令判の大ささ は危険 評伝の 過程 で 寓根 でき かい例 き s 

"す・ うい古らされ/ことが「全ﾡと食そ人とでは円じ百田で 

tそのX効町は采る」。 , 8……クる 展 彖承を 内 び• 蔻趁 しよ 

う・ α長なぷに作みのの和酬がが一希大さく.経済谷判S 

/2o で力っ「・ /たBﾡはS～4o, rほびよ長ﾡﾡにに余刊"な 

い・ Sにオする位きりの平効用けがにおいてﾡ1低いで力 

ろう。 登に一般的ヶ消賞水*すらす受していびいふ爆ﾡ肝にカー 

若干の余ﾡが生じ/にとすれは. その効用 は いちらるしく高い。 

才わちこの余利る矢っ合の若ﾡ友はふ肝においてほるかに 

大でカリ・ dﾡに比べで高いﾡﾡ打歩Pそつろでろろう。

3/に. 例え ば近い将来にo。 とい う 偶登 的株制 文よ が受 求され
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ろのもﾡれのいとすろ。 ・砕ぢ年手に生なべしr#ﾡ余川& 全部 

資本 形成 に 依った として M,ﾡ計えが愛求さhた年の余門T+ 
分ヨかのうことのでさる。 ところがBはSのうら"らお千or< 
わえを今のら用をし"けれ5らないし. ra 消 各*ﾡを引下 

・ナて不測の字能にそえるほかないてろろう。 s に 翌ってす 

べての方まが申ざされる。 もし小ぷにののる平話 が生 fn は •-- 
ゝのラ情る も テルの世では - ―一員 の一部が従兄 の 危険にさ 

らされちのも知れびい。 3o う4不安えのル建. 寿袍 な 世界 

でﾡ休み仰 によって資本形 成 をしていた『屋家 群 をして, tn8 
Pns こ2に十今の礼"でらる。のく て農歩征済の 灰熊 ほ P の人 

2さに影«そ及ほL #そ済余列○塔大はeLてP&○。ぺさが 

力 る ・

予だ依在に不成賞性がう と貢本ﾡ形健も P○に彩番& 

&ぼす・ り友用分のによ って資本の形広がのされる場合にﾡほが 

災矢にえわれろみら. こべる観命な骨問となって受れる。 

した が•って カー夫敗した とき の 損 夫：L 容観的たきさ とLて神促さ

ち。 りX安出済令字る然社にして自ﾡﾡ仰で"さら場合,幽 

ﾡ条が受ける損失横会営用と してﾡされ/自ﾡﾡ仰である。

滋 休自家 労 仍でなさ れ○場合に自条ﾡィの 新 痂/ はなく. 指 

天も申らのに 現のい・ iはﾡ険○佑退ﾡ で 段し松ﾡ な行M を 

とり・ 安谷るﾡしてよりあい時光打ﾡ eつけるで»っう。 iで: 

そ れ が呑 千低く5リ, iii)に お いて 阪低つ そとる。

3 殺家にちいて生じたPつ値○差が投資然会の塔択にガしてと 

。 う "影響そ及ほすで力ろう の, ﾡ¥な教信例で示そ う。いョ 

ス っ○投賞求会がらろとする。 ひとっぱ / 単位の労物る 役下 し 

て0界に/。○友払物そ得る。 しヨレとつ円じく。 ¥位の 

4 下によ り 0年 俊 に<00○麦 t物そ得でさ s. 弊位※ 仞 ッ

りの報酬8 &さ 3さ引 ▽割引キPに対たさ て計算する と次なっ 

如 くになろう • P が大 さく5ろにつれて. 2にx少すち r. 炊益 

名 生むヨ での期向が長 いっ引 ど通滅のﾡﾡは遷い。
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2 002 0.24 ae6 aoP
/ o 44 </2 ②.ッ

4o 仙 .o 久" d 48

試戻家の 主 観的割引 ¥ が.04上 りレちいさけれ Iば・ 2=40のし 

○を速ぶで力ろう。 またoo6よ リも大でろれば=/0oも～をﾡ 

に止い"い。 す"わらﾡ暴 がだ えL ていろ割引ﾡが高く ひるに 

つれて. 生津期/の よ り 知い礼 o が送択さ れる傾円が強く なる ・ 

いう3てtなく 遊林収 資は攻ﾡを生むヨでにさわつて長いﾡﾡ& 

受する。 したがって. 他 ス 茶件が等しいならば, 」り伝い水ﾡ○ 

ﾡ引年に耐えう る戻家において造林投資はょ りﾡ枚的に途わられ 

るてみろう,

6 会ﾡっ本述をメえていたﾡ定は. 時るをもたないﾡ家が材作ガ 

物から 条利 を 生み 出し. 標 土地に並林し て9くという ことで力 

った. しのし2年表をとれば/4生から2午生:での林分の系列 

が存在する。 これは未炊益を生むまでにはﾡらないけれども, 

4未炊社&生むKﾡとしてﾡでさょう。 したがって次ﾡ株し 

て○危険つ評紀還和でゝ○責をはﾡ本任済余刊のどとﾡじょ う な 

般割を票す. 代期 3 で に それ 北 遠く ・い林かがわれ. 約系起る 

かも知れ"い、え上のﾡいに対たでき る とい う 確信 を 生み出 

し. 資本製作ﾡに従すしやすいﾡ件るつくる。さらに予だ点益 

が欠戒され"いのも知れパという 手 安 は 伐期 に 近 あ く ほど神ﾡと 

ろであろう, かかる 確 はその耐々での林役ﾡ/にL て, 

危除の判断を経ﾡ的なもにすろのも知れ。い。 っと1:nよ 

うGﾡ緊は, 自らﾡ験し"くとも-過去において進林したﾡ人の 

※態を町すらこと」 っても生すらで力ろう。 いnば生彦にお 

けるデモ>スト t ーショ ン・エ 7 : 7 卜でろる。 いすれにせょ, 林 

木 ﾡ称が存在 するという ことは 割引手の低下 そもたらし. 造. 林 

状を窓易にするいとつの受にといえる。

年後のﾡを考え」う . れ午に近した長家に自己番不
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栄作テクにすする報るiこおのて狂得する。 前 f/S.で用いた秋個例」 

(=fo. 制引きされないﾡ位むリ? tn 報己= e.) &その3ョ利

すると. は属家ﾡテ:\の日本ガ仰を扱下して. 憤 言 す れ び 

/。っﾡﾡ済余利:ばにLて. 初年後 にa"” 依莅 を 得る. 

- o 終な益 そ○年○歳う社済余利を高味し. 該震 家 は紋す れ It
toに消気水ﾡをあ～あこともてきよう。 /年生から7午生ま 

で記愛さ れた依の林分は. 1午降否年可の広をる生々もす ア 

バレィ ク ス ( ) でhる。 @ﾡ役入されるﾡのﾡ林ﾡ3
こ の 7L イ ? ス～お能を永然ﾡに維する/た～のれっでろ。。 

孩底掌り限 に の そoキゥ校入がて"年の産土に対応し. 時光nが 

去/二。った と 次る グモ 切れない。 す«わら造林ﾡ○報酬が的る 

のれるいうす=/oとして戻るでみろう。 料 作 労 仞 の 犯 曲 パ に 

七べれは歌術っ大ささでPる。 かグら報訓の大は試長なべ済本 

形広をs し林地の ※ ロ 内生産 7そ引払したこと～点采にほけな

い・ ﾡうそ表えれば防止そに縮のるよjの7バ・ィ クスを作 

り上げること が威ﾡ びを本でつ資で力ると も考えられる。

ゲケろ7ベレイ クスがと来上っ/たﾡの遊林投ﾡ1米湿を果型ョ 

m 修復 し て9く 代つ○&ﾡ*呼であって新投ﾡでは"< のる。

も ろっん "上 う ﾡヶ表ﾡにされないで方 ろ う。 ﾡ○林 

ﾡえ遣林す るの し 「ﾡ正ﾡJﾡﾡに盛するのもﾡ林資と 

しては何ら変らいときい) るか知れない。 しのL ァバ・ イ ? 

スの復と裸地への者し い林と では危険の 評ﾡて おいて いち 

引る し い差 がカ ろ うに乏う. ﾡ為においてに林末生をﾡ休でﾡ 

生産 町ﾡとケリ. 午々○ﾡ林はそ"ﾡをn 一弱を徹牲 に す れな 

足りろ。 万一項失をるる でカ ろう という 兄通しがにてば, ﾡ#る 

件止し 7バレイクスをら漬Lで行ぼよい。 これらほいすれ1 
ﾡ林ﾡにおる割引ﾡを引下げるに十分な材ほとなろう.

さて, Kc○前しい余字を得/たdﾡﾡ済は造林ﾡ様をお大する 

ことが5能となる。 た/しオク"つﾡ生産を確保するだけ○経* 

生ﾡが株行され, 遊林がﾡ暴ダ仰だIに依得している 場合はﾡ城
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○お大は不可能である。 余利ほずべて済ざれるにろう・ これは 

単純商品生産の 社会である。 いし使をとり3く社会がえ全な市品 

生産 圣 許容 し, のつ彼が余るふやして9くことにのみ興味をﾡ 

するような人向でカれは. 展茶生ﾡを水ﾡし. 国家ナ 何 云 全郁造 

林にむけるであろう。 しのLそれでも自なすのの大ささにはRよ 

の»る。 さら :生ﾡの ﾡ桜&お大し余判をﾡ大さ亡るたりにに- 

ﾡ岡ﾡのをﾡう以外に方法っないミとを ここにﾡってﾡにﾡﾡ 

す る に並い ない。

(注/) 二谷友きう「ﾡ本利す玲っﾡえ」(/タ)

(注2) ベ-ムい附ﾡ打沙○生するﾡぱとLて. ;)受れる時期に 

おける欲ﾡとた足と^ほ峠. i)件系っ&字及びそ?足 

に依立っチ段っ ﾡﾡ的低計伝, 寓 枝 ﾡ的爵 回oJっそ5 
けたが. 夕りによって明らか5ように. いすれし 

勤能。 も とにおいてのみﾡﾡ的をﾡを有す るもoでろろ。

(注j) 清山方夫う 「済麦的理論の研」(ネ/為 (/P)
・

マ 若干の現ﾡ的

/7 前ﾡまでの考衆は, 現べ世のらほと述いいくつがのﾡしい仮 

ﾡのtと Iつ広 立してい た。 tし, このモrル世ﾡにおける方衆が 

犯べの下察を解ﾡするのにiつたくﾡてみるらば. のる銀 

上 o 通 とするでhろう。 われわ仮だ性ﾡにおける経Kの 

行 M が. 現 失 世界 にち、いて どのよ う ふﾡ味る t らどっ」う に作用 

しているの2ﾡ干"り と北ずらのにしておのわならない;

近林扱督の利退り そ りぐって, いま までにい いく っかの 議 淪 がる 

っrた・ あるﾡは林算がとれるといい. あるをに株軍がとれないと 

論じ. 起児っ-ﾡをみていない。ﾡかに林ﾡ生産における尽点の 

浜期をﾡえると不ﾡ失な受系がK積L いか公ち公式をmいて 

利週り を軍定L てれ, 投ﾡ«を説得させる3 と亡すのしいであ 

ろう。 がﾡ民ﾡえている。農 民ほ何故造林 す るか. #済的知 

染においてﾡ知でﾡると断すろこ ともできょ う L ちろい(ﾡ民
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○円受な人内納河ﾡ/にﾡすら:とtで8:う. ミハらろる創# 

T月ﾡでさ"いA夕でろる」 うもﾡう。 しのL問附におが園っ 

農家を と り 引 くﾡ済的め条作のら設ずさ/) る部分がが"リ存ﾡ 

すろことも同述い"い。 し/たがって3/長安におけ»るﾡ林造展 

ﾡの准といった+のも かのる #済的請 条件の差とLて説呼さ 

う 3。 が, 注意しのけれげばなら5いoは. tひと つ○条件がﾡ林 

校済そ規之するもりで"いということであゐ。一つ長なでが 

っても造を促造すろ要ほとそれを阻止する受回とそいく っァっ 

つゲのえていろっが番選で月ろ。 2えて同じ妥因ケAろ 場合に a 
犯違すろ作用を果し. らる場合はﾡﾡする受回とLて仰く こと I 
クろう・ 約術のら導ヶれ/ﾡ弟口かハる受回の作W, &作 

令卵に方いて2ろ. 大予ﾡ○炭明に立てることゲでさる。

8 わのﾡつ夏末は一ﾡに学た商品生をでろるといわれる。すなわ 

5 自ら2生を手段と自ら引の7&せ桜として高品生えをﾡム 
同勝に 自納生ん によ るﾡn。 河生ﾡ とも計っているヶらで»e. 
単相 商品生産に 自冷生産がﾡ合す ろ理店はい ろいろ な角度 か ら記 

明さhょうが. わがﾡ○ﾡを生を&みら同リ. 自食任生ﾡに」 ってﾡ生をさみの刀をﾡ成に営うれていることgれれ 
い李ﾡでカろう。 かかろ生産林式によって規定されているﾡ歩が 

いわらる様条林*の主体である。林業生産における異象の行動も 

うにﾡ養生産に方りる彼の常殊g 生え様式にﾡ定さ nさるtえ9 
い・ すのわち多株サ仰70母生産をよ覆にして林末生ﾡなさn 

ろのでらろ・ 3A が格 『ﾡ論つみケらす. ﾡメ設Kの段膚にらい 

て北常にﾡ変とされなけばならない基木的ﾡ央で»る。

9 展 家林業 の性格 を このよ うに施をすると, gﾡヲの7の再生を 

が不 可能で ある 限リ/ い 0 "る最林ね 資のされえないゝとにg 
る・ ﾡ孝任済余門～存在 がx 林校済広立○rゆのァバ ○そ件との 

る0はこoりでろる。 な回Rに時系列ﾡ計&しちいで「ﾡﾡA 
清斜新っ受友が育林求えの行あをﾡした」 という向体6導き払L 
ている われわれの所論とも行合すろでろろう。 ところかこの
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#t済谷利にど?ゝ -LてX本に伝化するでみろう か, x本主ん 

済の支認すろ社会下カれ. 経済余利 □ 貨帝的形態 き とろa要

ゲクろう。 欠物K木の形次にはﾡ術K本0存在が/ﾡと"あから 

でろる.

しかLりがら. わが日のﾡﾡにおけるX木形広は大ﾡ分介生のか 

ﾡﾡの7によろもので力っr. ﾡからいえ は. ﾡ本とﾡのと が 

ﾡ全に省しう る局高で青本ﾡ点け述み。 ﾡ#済本をゆ受とする 

tの複して企3のかっ〜のでらる。 この本タヌ本制 生ﾡ以 前 

○半紀ﾡ生産"林式に, Lたゲって生ﾡ70低さに対たするもの 

で あろう。 浜夕のﾡ林す結3ぽ場的g自己資本形べが可であり. 

わがo夕 く の概家がミ こにﾡ本形広点を 求めてきたと 思われ 

る。 い才hにLて う したボﾡのもとでは. ﾡ条だ済谷利べ 

一E貨術賞本となって欠ﾡ木のﾡ応にもろいられろのモ3なく 

資本 製作 に な り、 う 索 族 を 仍 り の 生活 徒神 資 料 に 通 摧 / に す s,
済余利本P応にﾡするの7きXっののから生よ並す店 

○系件にす さ"い。

20 しかL ゲかろ泳』アﾡ済谷刊かぼくともぞ生する,来な I: お 

ける血休ﾡ物がそれである。 IでtﾡLf」5/に滋休テの 

力 けた だの 資本 で 力 うか ら, 投資のあキ がとうでろろうと共 

資本。 形広に むゅられるﾡ 能性 が強い。 このことそ考す れは, 

ﾡ生産7 ○上昇が自的社会的びラ不件にょ って止されてい 

「た前柄で, ケえって有林*がAﾡしっろ ろ相友ﾡﾡ で:う. 

外柄え○定甲裕会そさて浴在矢来人ロそヶか»。ーカ。生透 

水来の引下けと自己のﾡィ"るﾡﾡすることに」って, 遊林が進 

<「と衆しても, みがう不目災ではあるaい。たにﾡ*生産

置のさらに先引"下層ﾡ氏は,4ﾡ&めのツ番:えけて的行す 

るム林る チMし. 不安定G林末ﾡヲ仰有にﾡ化せさろをえなかっ 

「た・ 村において 階層分化 が運威 Lrにとつの理は こ>に 求め 

られよう. かくLてﾡされろ貨ﾡの有ベケ-フレバーの裕ﾡと 
なって, 育林※のﾡ展そに"う契総とαる。 しらろんこのよう4
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シェ-マ ・F史例"説明 でろっても, 在っ 故況 に そ○う3受 

当すろものではない。 生ﾡ水注○上月とテの70るﾡむﾡ7 
び刀がﾡにのいて. お鋼的公社会るﾡ点してい"けれはならない 

からである。 しのし. 注をすべきは向ﾡの後れたし村でかかる力 

が仲 かなけれは本のﾡ積は不可能でみった、 ということである. 

さも"りれは次のような登婚ﾡ すなわ ち―—生ﾡカ ○はさ が所得 

○低性にららわ. ﾡ得*ﾡの低いことが本のﾡﾡを田駐/に 

し. X本の 新ﾡのなけれは生ﾡ刀はあ式 ら。い..  といったてい 

の忍術ﾡる「ち切ることはでといでみろう。ﾡ用城会の増大や 

ﾡ茶生ﾡ7の登属- さらに消貴水斗の上F"とはいチれも逃休自 

次のによ るボ本形成を田ﾡにする傾が力る。

ところが近林労のある程皮の前紙性を許し. また僅かな規楝 

でも行いう ろから. ※作来のﾡい余でも利町町能である。 加え 

て4ﾡの出 られびい老人の労仰7z どがむけられる= ともあろ 

う。走 人 のいる 農家 が比ﾡ的並林 Lているというす突にこのこと 

そ示L ていると恩う 。

われわれ0ﾡをﾡ果るみると. ﾡ地○ﾡ有規様及びﾡ求ﾡ生未 

額がすくのくなるにつれて. ﾡ林長ﾡ率は減少するﾡ向があるの 

下骨でもかケり高い比ﾡを示している。 ののる受家ほ逆休師家労 

仲の存在によってみるﾡ皮説明がでさるであろう。 すくなくとも 

米家経済令剥と結びつけて崎才るより自ボである。 しかし さ ケ 

午ﾡ○近林飛良及びﾡ磁 下層になるほどいうぢるしく 少する. 

これは耕地に比例してム林む ちいさ く るという 平情にもょ るが, 

道休労仞量 によ っ てﾡ林規ﾡの上WがPさ ていろことゼス。 べ 

せい。 耕作規様が本細であろこと. ﾡ休み仰7を生む条件で 

あると同ﾡにﾡび際り負労のにじかわしる作を采す。 rたと 

え校大したﾡﾡで林しとして礼. 次年及以ﾡはチ入ﾡのがX 

ﾡ L てﾡﾡﾡ林規ﾡのﾡ 少に導くで力ろうし, さらにﾡ育が:っ 

たくびされびいききﾡ林地が波ﾡされろ恐れなしとし"い。 受ﾡ 

のところ かかる階層でもみられ始のた育林※の市新 が安定的に
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発展しうるのとうの. trすろ2とCすかしい。ﾡらくXﾡが 

梁こしに生ﾡ基盤& っく りろるの否かにすべてがのゝ っている 

ときえるであろう。

2 前項で ほ文字通り気金な遊休労仍 が資本形成 に利用とれる局面 
をみたが. 次にX煮労切と並林が何とが成合する場合る考えよう。
ﾡﾡは何る* ・ク〜-ルとして合なﾡの○配分そ行うか。 "論的 

にはす でに述べた」う にの平位きり ○限役酬べそれそﾡ。る。 

したゲって. ﾡズ任ﾡのチA化し,高ﾡの品生をを行っていろる 

場合は. 自家ラのによろ最林はすくαく"るﾡﾡが力ら。 合考 

何:対する同平報引があいっと。ﾡ炎生産官体によリチく○校資 

ﾡ会が丹伝す るから である。

と - ろ が伝統的な 殺作農業 であ る場合. 一般に耕ﾡ○本大が 

刷約され. 生え迅ﾡに条的化 されている?が番通であろから. 
ﾡm的なﾡ仲下きわて低い報ﾡにあ 3 んヒ ざるを得な いざ 

該X次○X米所が$え払そ十分介まかケいう るなら ば. い た す 

らに労のを投下Lてﾡ少の炊費:すよリt, 造林 をキ す万 の 

有利であろと判前すろ場面も生するべろう。ﾡ1除におけるﾡ査 

に叫していえば. 田¥作地冊でろる布1. 和。 神石Gどoい 

都にかかろ例がかなリみられる。 これらのﾡ家はﾡして耕地.

ム林と北に不均メ上を所角し 兼責に就労していて も, そっ日 

生活にﾡわれろﾡかせ ご的" toではない・ ともかく ﾡ林役ﾡ そ 

かなリ積枚的に遣のていろひとつのヤ株は 比株的安定Lたミの 

ﾡ家群によ って形成されている。 仰力っ通生をそ確保L f上で. 

※本形成そα し う る上月ﾡの強さ が災れているようにﾡう・ 

安定L/生法本整の確係が生を期向へ長い林犬生えをきみう るE 
ﾡな条件で力 ること m 向 違いない。

2 次に考衆っ対みをばﾡ旅が貨ﾡ育本を形成してﾡ林なXる公す 

局ﾡに移そう。 ﾡ木主校社済においてﾡ本が貨情○形厳&とると 

さ*本-般と して作甲する・

合沢 x田ﾡ氏はヶィ >ズの扱資許る地林資に造して「林
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米におろすﾡ○千a賞性と林木つ秒多性び了上のR『納料。 

市利予字以Fに引 Fウている」 と論tパ"す "わちマ8t 
平上のR平抗ﾡをそのうえげいるではなく. それの硫信をポ 

じたもoそ校ﾡのﾡ針とすろのでろるが. この確信及○倍は「40 
午というﾡ『ネ市帰的生ほ用岡」が強(作用しているたっ.

卒8市場利子非以下"らしのる項に小さいつでら。。 燃着1: 
○論にﾡ線:ない。 aRさらに「ﾡ林ﾡに主とLてムおR 
の自こ1企や自な労ルによ ってﾡ々とﾡ:hていろ」再ﾡを為 

し 「白この前有～土ﾡに自ごのﾡ会氏にﾡのる校すnはその炊 

さにﾡ矢に自己のすに帰す らというK行ﾡ中ﾡ町以下○R票が林 

茶を支認している」 という。

しかしム村氏が述杯L ているという 争穴会 「K谷が硫ﾡ:A乙 

の チ に帰す ろ」という駅弾にげのら就明でさるでろろ か。 ※ 

橘会がﾡらているにLても. 目こ○長米ぶえの#済 さら 

q定期 預金 や長塚体材っ 期入も可能な筈 で あ る 盗#ね※が火型 

す多/たりには. すくﾡくとも可能な～扱済とﾡLてょッ行刊 

で力ろという"ﾡGければならない。 論着は引Rつ言われ。 

「確信」 8ろ1のを, 『でiべた長家の主報的神引率Pに対た 

させたい。 子の不邪天に対する 軒伝 aPにろらわれる。 ム村 

民 グ 自己 資金 で 造 林 してい る と すれ に, P○値がちいさく, Lた 

がって確信皮より 大さいと秀えられる。

ガ 予起のみ造にするミュゲ-ルの竹崎を昇び想ﾡしょう。

破 信 皮 に 危険 の 判 曲過 程 と 評 価過程 を へて 形 成 される。危ﾡof 
ﾡ那ﾡに3。 知区に万いて&がいれは. ﾡえで力ろう と全*ま 

でカろ う と本買的ケ滋興は生iれかい。 硫惨友に差が生するn :
と して評伝過和においてでみる。

オ/に強洲すべき. 爆まが自この労ﾡ仰7をテ生たLﾡうえで 

そしてうたそれがが系も可でろるという休ﾡっれとで, 造林投 

質そ行っていろことでろろ。/たとえね賀に失敗しても依～生得が 

脅ざれる記にるい。借入 責念 によ って 投資 を なし, それzすペ
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て&かげょ う とする会案歩 れ 比べれば, 危検○評ﾡ選ﾡでﾡﾡの 

たが生す るのを肯かれよ う. t ちろんﾡ々○震家そとればﾡの力 

の再生産を確係する根友において准があリ. 危ﾡに対する 評伝t 
同 じ ではな い。 とつ息につてはすでに辻た。

訴伝運理 に影ﾡす ・オ2息. 米求が裸ﾡか ら 比発する ので 

はなく て, 一ﾡっな林る&もった林だのらだすろということ 

でろろ。 え 未林ﾡ 生雇 に 自杰 物 と Lて ○# 木 e 株取 することに始 

5 っ/た・ 代 探した 彼に1コ 自でに林木が生育してく ろでろろ が, 

ﾡ林はこ○受ﾡを日滑にし, 3/たより生産7○高い林木に新しく 

友校してく 二とにほのケらない・ﾡ家のF行する#分がいち 

る法正受6なしていれは, ﾡ林求活かかるアパLイ タ ス&* 

村す ろに愛す ろボとみのす: とでさ」 う, こo場合けﾡにL 
べrよ う に述#扱ぶにその年の牧生」って 団收 きれ, ガー木# 

ﾡ格の長期的で 下ﾡが足通さ れる ひらは, 桜入る ギLすれけょい. 

これは明らかに兄のけのう えのことであって あた かI ア ペレ f 
ク スつﾡ伝情却る忘れて抜社の大さ さ に促するおろかZ企*な 

にも比tべられよう。 Lのし更人のﾡ泰そるえると.」 山林の多くに 

遠い祖先 から継承されて きた 1の である。 そのうえにたっ林木も 

自然に生えた1 oであったリ. あるいに逆林されたものでおって 

も 行十手か前っ3 — 銀行で日"利ﾡが計Tされていろっ 

で"いWり ——当開の達ﾡやそつ子呼○記使がら汚え去ろう と 

していろ。 ﾡほ が並投 ばを7パロ イ ? ス○置保番とみても. 

二 ○場合それﾡ不ﾡ談ではのい。

小規概～凝な林でﾡ正に近い形を L ていろ｛っき わめてす 

くひいが. いくっのの買っ/令殺るもっ向 # なで1, 上記の二 

とがらはらおしち炎きするであろ)・ 受するに茶木るねとそっ場 

成 が確 修 度 の 核成 に 重 要な影響 を 与•え, ﾡ好のる粘構成予ぜ。 

確信度&高々る。広髙霧 で の調査 り、ら 1, #外木る務○株はに思式 

れているﾡﾡにおいてﾡ林へ進んでいるこ とゲ術できる。 c< 
らの○再情る契株として一旦す (れた るの神派状が出那す 8
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と, 次の 造然 を 容易に し, それがまたすくに燃に場く。 とい 

う シ=ーマが広立するようにう。

24 林木がﾡに取をこれているのであれは なの#済令利3そ 

れによって端mし. ﾡﾡ育本のﾡもほ大する。 2のことは履用ﾡ 

初によろ近林校資えのそ問くこと/になろう。ﾡ椅. 而 卅 壇方の 

長暴愛*ﾡに条族労物を投し. 新林テではほﾡの力 
(主5)

に 旅存 しているという。 賞仰による生産ば 生を花 グ 商品 として 

全部販をされること&府ﾡとする。 不材の高いﾡ品化ﾡ1体四 

のへを許し. き処うのすぐれたﾡ木S積○ﾡ成そnを受ﾡに 

可能 ならしめる。 一方:こでのﾡま.日か生をでみってﾡ品とし 

てネ面に更れることがない。 ﾡ系仰ゲ自字みの7/に依ﾡし"げ 

れgらないﾡ出二 さにみる。

以上の格糸は林不の育本制生ﾡへの上界&示のすろものである. 

Lmしなど才体。 ﾡlﾡケの林*の小ﾡポ な 笈 ※生え& 年 わ ロリ 

れげロら5いか。 才物7のﾡ生産の えに/た-ってﾡ林てがで 

さるということに, すでにﾡし/上うIにﾡ家○強みでわ6。 

が. 一ﾡで¥河品#済～体制の長ﾡの林糸そもつっみ, 貫奈 

例生虐えっ上ﾡをﾡんでいろ～でにびのろうか。 土ﾡ所有や人間 

WGと. 絶じてﾡえ生産岡係○例ﾡにおいて。 もっとも, 比 

件5 本主糸清。 t とでののる林* 資本の るﾡがなさ れ件 5 か 

とうヶ. ヨr-永ﾡ的ケ林ネ生凌が営式れ得るのとうか, きわっ 

てﾡ向である。

" ※ 正林の アバレイ?スを恐起していださい。 ここには近林 

L"ッれ は ふらロいという以性は"い。 短期的利河そﾡ大に 

しょう とすれ. 天悠林びいしﾡﾡのガ林し林木をﾡっぶして 

9げはよい。 J, P ビン - 「資本る論」3ﾡの木にに次の 

+う 広大ﾡがある。 工ﾡ部内からの移Rがﾡﾡ&チに入れて新L 
い土地に た住 ずる場合 「彼らの優念は低常取引に ってえ認され 

た社会でﾡ広されにもoであリ, ﾡらは本不的に消費の/めとい 

うよ リ こL ろ 敗 売 のた め に 生産 する. ……・秒住着たらは本*#
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営○道良によってえ記されており. したがってX木&受物tっ 

てよッほ, むしろﾡた力という息のらﾡえる・ tれﾡえに, 資ら 

ばリったのﾡ沢良そﾡう ことに」って上城っ値&ﾡ年すろ 

こと1千ﾡでみる・ Lrたがって, ばらにﾡ帝のウでて本を後り。 

子供たちにつこすことができる"らは, 子延くに不もo士ﾡそ 

の」す こ とになくのﾡも感じないっであろ. ... そ ﾡの製々か 

らすれ. このよっαポリケの糸のに対すろ『成にさわ。 

て明らかで力ろが, LかL, 本主持的ケゲームのﾡﾡのもとに 
(注& 

おいてば, 何へもそのことにば向せすふでる- と・

ロビ>ッンのﾡ諾と比ﾡするﾡ味でシュ"ルッバルト (aドィ 

ッ) ○ポﾡ林を調在したk. ア ペツ の弟音の / 節を 引用 しよう。 

「2 > でoﾡ氏はﾡ場所ﾡﾡの長い系別における/ せ代頁 とoみ 

円じ ﾡ場と砕林を彼のﾡ人的利営○上位におくので力る。 ばが 

砕び包分つ起子に旅ﾡすろiでは. ろたのも父からﾡけっいに財 

ﾡの史ﾡであろとﾡするつである。 Lrがって貧によってなさ 

れ/た処置が, 包子の孫の代になって始のて「2なる○で力る 

とLてt. &林 6係長し 複ﾡするつである, ﾡ尺「ることは\ 

のる#済的愛件( wtekt&c.e イ&ァ&ut) でn"く して, $ 
ﾡ常ボ(/o&〜w.t) でゥリ. こ2に高い郊冬的ﾡ値が舟伝ずるつ

との 同 老を比較して,いfれが合的でカると か非合理的で あ 

ると か. 許たす a 2 とIでさびい。 rだもいう るこヒにﾡった生 

産林式に対してﾡったﾡﾡがえ己していうという ことでろる。

6 わがﾡ長Rの高い安定性。向が述林という形で木形そなし 

てきrことはアﾡ た る 学 火で お る。 かかる 小長氏○ 道ﾡが一般的 

G並林水ﾡを高てせたこともﾡﾡてさのい。

ミ の小論てはX条○退林松賀にﾡ響を及ぼす個々の受回にっいて 

論じられていろが tれら受凸の合広として払てくる 林の水に 

WL ては説明さ れないチ3されでいる。 祝認すれは. 他の系件 

にし て即しい甲, 乙両属家&比べてい寸れがよリﾡ林る述ウる町

E性があるのということは言いうるが いくつのの受 が変 数I
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③み地合はこっ判たべ田見になろ。 しのt:れろく ョで町 ﾡ椎 

でろって. 天受するが石のという2と. 及び天理する絶井的水*

とれゲというふについては分ら"い。 受ﾡの水非を堤定する 

委にﾡﾡ計再"円題という よ り t. t し ろ 非合理的要素 によ , 

て服定される面が強いでみろう。 a/地域向における水\の准に 

ついてし「ﾡと場の受未とﾡﾡしﾡけれは説ﾡすることに千町能 

と思う。

(注/) 全良納う 「指作#なのほ府が」(/ラィフ)ナよ幸

(注2) な日争秀場j長あにお7る有林茶成立っ系件(/」)

「林業 任 済」誌 /e4-/eよ 号 ( /夕?)

(注j) #上をへ像j小爲済におりる准物作格っ支切と彫成 
「※業#済研究」民 ・2きj号

(注4) 金沢博,黒出迎大料； 林東技實に向する ナ備的研究⑺

「林1み済」ﾡ引 ( /)

(法ダ) 大光. ス西春二ﾡうム村ﾡ条のみの記分と其～盟息 

「林策経済」社 ro引(/)

(注 4) J・ 0ヒッッンラ 「Kネﾡ微論」用# ・.ー4 A

(注?) k- Abeaj B&wuoe&cん uaLwwocんokt. (フt)s.4


